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田布施町告示第５号 

 平成３０年第１回田布施町議会定例会を地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１０１条

第１項の規定により、次のとおり招集する。 

平成３０年 ２月２２日 

 

田布施町長 長信 正治 

 

１ 期 日  平成３０年 ３月 ８日 

２ 場 所  田布施町議会議事堂 

 

 

○開会日に応招した議員 

 

 

 

 畠中  孝議員   國安 和夫議員 

 松田規久夫議員   西本 篤史議員 

 國本 悦郎議員   谷村 善彦議員 

 瀨石 公夫議員   林山 健二議員 

 河内 賀寿議員   石田 修一議員 

 木本 睦博議員   竹谷 和彦議員 

 清神  清議員    

 

 

○３月２２日に応招した議員 

なし 

 

 

 

○応招しなかった議員 

           なし 
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平成２９年 第６回（定例）田 布 施 町 議 会 会 議 録（第１日） 

平成３０年３月８日（木曜日） 

 

議事日程（第１号） 

平成３０年３月８日 午前９時００分開会 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  諸般の報告 

定期監査の報告 

例月出納検査の報告  

       議員派遣 

各常任委員会の調査報告 

日程第４  一 般 質 問 

日程第５  議案第１号 

       平成３０年度田布施町一般会計予算議定について 

日程第６  議案第２号 

       平成３０年度田布施町国民健康保険特別会計予算議定について 

日程第７  議案第３号 

       平成３０年度田布施町下水道事業特別会計予算議定について 

日程第８  議案第４号 

       平成３０年度田布施町介護保険特別会計予算議定について 

日程第９  議案第５号 

平成３０年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定について 

日程第１０ 議案第６号 

       平成２９年度田布施町一般会計補正予算（第６号）議定について 

日程第１１ 議案第７号 

       平成２９年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１２ 議案第８号 

       平成２９年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１３ 議案第９号 

       平成２９年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１４ 議案第１０号 

       平成２９年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議定について 

日程第１５ 議案第１１号 

       田布施町附属機関設置条例の制定について 

日程第１６ 議案第１２号 

       田布施町行政手続条例の一部改正について 

日程第１７ 議案第１３号 

       田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の制定について 

 



- 3 - 

 

日程第１８ 議案第１４号 

       田布施町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 

日程第１９ 議案第１５号 

       田布施町情報公開条例の一部改正について 

日程第２０ 議案第１６号 

       田布施町個人情報保護条例の一部改正について 

日程第２１ 議案第１７号 

       田布施町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の一部改正について 

日程第２２ 議案第１８号 

       田布施町職員の給与に関する条例の一部改正について 

日程第２３ 議案第１９号 

       田布施南地域防災センターの設置及び管理に関する条例の制定について 

日程第２４ 議案第２０号 

       田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部改正について 

日程第２５ 議案第２１号 

        田布施町国民健康保険税条例の一部改正について 

日程第２６ 議案第２２号 

        田布施町国民健康保険条例の一部改正について 

日程第２７ 議案第２３号 

        田布施町介護保険条例の一部改正について 

日程第２８ 議案第２４号 

       田布施町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条

例の制定について 

日程第２９ 議案第２５号 

        田布施町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

日程第３０ 議案第２６号 

        田布施町営土地改良事業経費の賦課徴収に関する条例の一部改正について 

日程第３１ 議案第２７号 

         田布施町公園設置条例の一部改正について 

日程第３２ 議案第２８号 

         田布施町営住宅管理条例の一部改正について 

日程第３３ 議案第２９号 

         田布施町文化財保護条例の一部改正について 

 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  諸般の報告 

定期監査の報告 

例月出納検査の報告  

       議員派遣 
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各常任委員会の調査報告 

日程第４  一 般 質 問 

日程第５  議案第１号 

       平成３０年度田布施町一般会計予算議定について 

日程第６  議案第２号 

       平成３０年度田布施町国民健康保険特別会計予算議定について 

日程第７  議案第３号 

       平成３０年度田布施町下水道事業特別会計予算議定について 

日程第８  議案第４号 

       平成３０年度田布施町介護保険特別会計予算議定について 

日程第９  議案第５号 

平成３０年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定について 

日程第１０ 議案第６号 

       平成２９年度田布施町一般会計補正予算（第６号）議定について 

日程第１１ 議案第７号 

       平成２９年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１２ 議案第８号 

       平成２９年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１３ 議案第９号 

       平成２９年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

日程第１４ 議案第１０号 

       平成２９年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議定について 

日程第１５ 議案第１１号 

       田布施町附属機関設置条例の制定について 

日程第１６ 議案第１２号 

       田布施町行政手続条例の一部改正について 

日程第１７ 議案第１３号 

       田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の制定について 

日程第１８ 議案第１４号 

       田布施町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 

日程第１９ 議案第１５号 

       田布施町情報公開条例の一部改正について 

日程第２０ 議案第１６号 

       田布施町個人情報保護条例の一部改正について 

日程第２１ 議案第１７号 

       田布施町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の一部改正について 

日程第２２ 議案第１８号 

       田布施町職員の給与に関する条例の一部改正について 

日程第２３ 議案第１９号 

       田布施南地域防災センターの設置及び管理に関する条例の制定について 

日程第２４ 議案第２０号 

       田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部改正について 

日程第２５ 議案第２１号 
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        田布施町国民健康保険税条例の一部改正について 

日程第２６ 議案第２２号 

        田布施町国民健康保険条例の一部改正について 

日程第２７ 議案第２３号 

        田布施町介護保険条例の一部改正について 

日程第２８ 議案第２４号 

       田布施町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条

例の制定について 

日程第２９ 議案第２５号 

        田布施町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

日程第３０ 議案第２６号 

        田布施町営土地改良事業経費の賦課徴収に関する条例の一部改正について 

日程第３１ 議案第２７号 

         田布施町公園設置条例の一部改正について 

日程第３２ 議案第２８号 

         田布施町営住宅管理条例の一部改正について 

日程第３３ 議案第２９号 

         田布施町文化財保護条例の一部改正について 
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１番 畠中  孝議員  ３番 松田規久夫議員 

４番 西本 篤史議員  ５番 國本 悦郎議員 

６番 谷村 善彦議員  ７番 瀨石 公夫議員 

８番 林山 健二議員  ９番 河内 賀寿議員 

１０番 石田 修一議員  １１番 木本 睦博議員 

１２番 竹谷 和彦議員  １３番 清神  清議員 

 

 

 欠席議員（１名） 

２番 國安 和夫議員 

  

  

欠  員（なし） 

 

 

事務局出席職員職氏名 

 

事務局長 坂本 哲夫君  書記 林  大佑君 

   書記 岩本 周平君 
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説明のため出席した者の職氏名 

 

町  長 長信 正治君 副 町 長 東  浩二君 

教 育 長 尾﨑 龍彦君 総務企画課長    亀田 典志君 

税務課長 堀川  誠君   経済課長        向山 智章君 

建設課長 鳥上 清史君     建設課主幹       田中 和彦君  

建設課技幹兼係長 吉藤 功治君   町民福祉課長 川添 俊樹君 

健康保険課長 吉村 明夫君    会計室長 惠元 朗夫君 

学校教育課長 本城 嘉也君   社会教育課長      中田 正美君 

代表監査委員    常見 京平君 

 

 

午前９時００分開会 

（ベル） 

○議長（清神  清議員）  平成３０年第１回田布施町議会定例会を開会し、本日の会議を開きます。 

 あらかじめお知らせをいたします。國安議員から欠席届が出され、本日の会議は欠席でございます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（清神  清議員）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、河内賀寿議員、石田修一議員を指名いたし

ます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（清神  清議員）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から３月２２日までの１５日間にしたいと思います。御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  異議なしと認めます。したがいまして、会期は３月２２日までの１５日間

に決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（清神  清議員）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 本日は、例月出納検査の結果報告のため、常見代表監査委員に出席を求めております。 

 例月出納検査の報告を求めます。常見代表監査委員。 

○代表監査委員（常見 京平君）  林山監査委員と私の両名で実施いたしました例月出納検査の結果に

ついて御報告申し上げます。 

 平成２９年１２月、平成３０年１月及び２月末における一般会計、特別会計歳入歳出外現金、一時

借入金及び基金の状況は、お手元に配付しております報告書のとおりであります。 
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 現金出納簿、歳入及び歳出計算書、収入通知書、支出命令書、預金通帳などについて検査いたしま

した結果、現金出納事務は適正に行われ、正確であると認めましたので、御報告申し上げます。 

 以上であります。 

○議長（清神  清議員）  次に、議長から報告いたします。 

 地方自治法第１２１条例の規定により、本定例会における議案等の説明のため、出席を求めたもの

及び委任を受けたものの職氏名はお手元に配付の文書のとおりです。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．一般質問 

○議長（清神  清議員）  日程第第４、一般質問を行います。 

 順番の発言を許します。最初に瀨石公夫議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  おはようございます。私は通告のとおり、４件の質問を行います。

質問方式は一問一答でお願いいたします。 

 １点目の質問は、県道改良工事の進捗状況についてです。答弁者は町長でお願いします。それでは

質問をいたします。 

 県道光上関線の瀬戸地区の新設バイパスは、現在、観音橋から東に工事がわずかに進んでいる。現

在の県道は田布施川に沿って走り、道路沿いには住宅が立ち並び、光市、柳井市、平生町への通過道

路として交通量が大変多く、その上、通学路で歩道もなく危険である。また、この区域の農地では道

路が狭小で大型農機具や普通車が入れず、農地の管理・運搬等に支障をきたしている。こうしたこと

で平成１４年３月１日に地域代表者の署名を添えて要望書を提出し、工事が開始された経緯があり、

早期の完成を望んでいるが供用開始はいつごろになるのか。 

 また、県道光柳井線の三宅、竹重、奈良、矢蔵地区の改良工事の計画があるが、この道路は交通量

が多く、通学道でもあり狭小で歩道がなく危険である。また、南周防大橋、田布施、平生合同斎苑方

面から周南広域農道を通り、この県道との交差点は２０１２年に死亡事故が１件発生、２０１３、

２０１４、２０１５年には軽傷事故が毎年１件ずつ、その他２名の死亡事故が起きており、地元から

信号機設置の要望を行ってきたが、公安委員会との協議で困難となっている。県道のつけかえ、拡幅

工事により歩道を設置し、見通しをよくすることで安全性が高まると思うが、今後の進捗状況をお尋

ねします。よろしくお願いします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、瀨石議員さんの質問にお答えいたします。 

 県道改良工事についてのお尋ねであります。まず、県道光上関線のバイパス工事の見通しについて

ですが、当該路線の瀬戸地区は、田布施川沿いにあり、道路幅員も狭く、一部では道路の線形がよく

なく、また住宅や商店が近接しており見通しの悪い箇所があることから、県において安全で円滑な通

行を確保するため、平成１４年から道路改良事業の調査に着手されております。 

 バイパス事業の整備延長約１,２００メートルのうち、宿井地域側から改良工事及び用地の買収交

渉等を進めており、現在約２６０メートルーにおいて工事が行われております。引き続き用地取得を

行うとともに、改良工事を進めていくとのことです。なお、供用開始の見通しでございますが、県か

らは未買収地があることや、御蔵戸川の取りつけ等の工事が残っているため、現時点ではお示しする

ことはできないが、早期完成に向けて努力していくとお聞きしております。 

 また、県道光柳井線の改良工事の進捗状況についてお答えします。 

 御承知のとおり、この路線は光市を起点として、当町を東西に横断し、柳井市の中心市街地へ至る

幹線道路であります。御質問のように竹重、奈良、矢蔵においては、歩道もなく、また道路幅員も狭

く急なカーブで見通しも悪いことから、県において安全で円滑な交通を確保するため、三宅交差点か

ら矢蔵地域までの間において、歩道の設置や道路の拡幅が計画されております。これまで、測量や設
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計などを進めており、今月に県が地元説明会を開催し、当該当地区の線形等や道路計画やスケジュー

ルなどについて説明がある予定です。 

 今後は、国営圃場整備計画と調整を図りながら、事業着手に向けて進められていくと聞いておりま

す。本町としましても２路線ともに重要な幹線道路であり、早期完成となるよう県に十分調整を図り

協力してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  瀨石公夫議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  瀬戸地区は御存じのように現在、圃場整備をしているので、あそこ

は先ほど申しましたようになかなか農地に入りにくい、草側から入ろうとすると線路があって、そこ

はもう軽自動車以上は入れないというような形、そしてまた、南側から入ろうと思うと家が２軒あっ

て狭くて入れないということで、この県道ができないとなかなか圃場整備で大変お世話になっている

わけですけど、非常に使い道が悪いと、農地の。いろいろ大型農機も入れない、普通トラックも入れ

ないということになると、いろいろ運びにくいということが、もみ等を運ぶにくいということがある

わけですが、先ほどからなかなか用地がわずかではあるが難しいようなことも聞いておりますが、こ

れは南周防農地整備事業所と柳井の土木建築事務所、これ等とすり合わせいいましょうか、もしその

ような計画があるので早くしてほしいとか、そのあたりのお話はされているかどうか、お聞きしたい

と思うわけですが。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  国営事業のほうにおきましては、県とのすり合わせを十分やっておりま

すし、国のほうも予算がなかなかつかない状況で着手が遅れておりましたが、現在、工事にも入って

順調に進んでおります。また、県知事要望にも国営事業と県のバイパスをともに早期に完了するよう

に、特に、バイパスについては早くしてくださいというお願いもしております。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  よろしくお願いいたします。そういうことでバイパスも早くつくる

と農地が使いやすいと、そして先ほど答弁にもありましたように非常に狭小で、そして歩道もなく危

険な道路でございます。昨年の１２月には熊毛南高校、田布施中学校の女子生徒さんが交通事故で亡

くなられたと。痛ましい事故であり、御家族の皆様もさぞつらいと思います。心かお悔やみを申し上

げます。 

 この事故現場で地元の方と県とで話したわけでございます。そうしますと、これは大変なことだか

ら本庁にも連絡しておる。また来年からは早く予算をつけて早く完成して交通安全に努めたいという

ことを現場でも申しておられました。また、そこで工事による歩道ブロックを取り除いていたという

ようなこともありまして、また工事中で危険なところもありましたので、ポールを立てていただきま

した。早速対応をしてもらって感謝しているところでございますが、こうしたことで県道の交通安全

事業の推進、また工事中の安全対策の確保を県に要望していただきたいと、このように思っておりま

すが、お考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（清神  清議員）  鳥上課長。 

○建設課長（鳥上 清史君）  交通安全の通りに関しましては、県土木のほうに再三、町長を通しまし

て十分要望をいたしております。 

 今、瀨石さんが言われたのは別府田布施停車場線のことでございますけれども、これについても県

のほうが一所懸命今、工事のほうを進めていただいております。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  先ほど三宅、竹重、奈良、矢蔵の県道のことでございますが、これ

は３月６日に麻郷福祉会館のほうで地元説明がありまして、私もちょっと出席させていただきました
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けど、そのように大体わかっております。県としてもスピーディーに対応したいとのことでございま

したので、早く地元の要望に及ぶようにしていただきたいと思いまして、次の質問に移させていただ

きます。 

 次に、２点目の質問を行います。質問事項は、町内の情報化の推進についてです。答弁者は町長で

お願いします。それでは質問をいたします。 

 町内では民間によるアパート経営や新しい住宅団地の開発により、若者の世帯がふえ、県内では人

口減少が少なく推移しており喜ばしいことであるが、人口減少は続いており、なお一層の若者定住化

を進めなくてはならないと思う。 

 こうした若い世代の方々から山口県内では山陽小野田市と田布施町だけケーブルテレビがなく、転

入前には見れていたテレビが映らなくなった。ケーブルテレビを設置してほしいと要望が多くある。 

 また、光ファイバー回線が来ていない地域が町内にはあり、住民の方々から高速ブロードバンドの

早期の充実を望む声をよく聞く、簡単な検索アクセスで膨大な資料、映像、情報等が取り寄せられる

インターネットの普及は、住民生活の向上になくてはならないものと思う。そこで、次の２点につい

てお尋ねします。 

 １、ケーブルテレビ事業者が採算の見込める地域には進出したいとの意向があるが、事業者に調査

をしてもらってはどうか。 

 ２、町内の光ファイバー回線の未実施地域はどの地域か、また、その未実施地域の解消はどのよう

な計画で行われるのか、答弁をよろしくお願いします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、お答えします。 

 まず、町内の情報化の推進に向けての前提として、ケーブルテレビ事業と光ファイバー網の拡充事

業について、同時に進めることは難しく、それぞれの民間業者が異なるため、ケーブルテレビ事業を

進めなければ、光ファイバー網の拡充は進まず、光ファイバー網の拡充を進めればケーブルテレビの

事業は進みません。これは本町の人口規模であれば、都市部に比べて民間の収益性が低くなるためで

す。 

 平成２３年度のＮＴＴ西日本が光ファイバー回線によるサービス提供の開始をする際も、ケーブル

テレビ事業業者が不在であり、収益が見込みやすい状況であったために、町からの補助金なしで開設

できたと聞いております。しかし、それ以降の田布施南局の開設、サービス提供エリアの拡充をする

ためにＮＴＴ西日本に対して、町補助金２,４００万円を出資しております。 

 また、国の補助事業でケーブルテレビ事業を進めた中国地方のある自治体においては、結果として

ケーブルテレビ事業者がいるために収益が見込めないとして、今、必要とされている光ファイバー網

によるサービス提供の展開が困難な自治体もあると聞いております。 

 現在、町内の光ファイバー網は、大枠で申し上げると宿井、川西、上田布施、大波野、麻郷、別府

のそれぞれの一部において整備されておりません。町全体の世帯で言えば約１割の世帯が光ファイ

バーのサービスを利用できていません。 

 お尋ねのケーブルテレビ事業の調査についてですが、先ほど申し上げましたが、光ファイバー網の

拡充と同時に行うことが困難であります。加えて、光ファイバー網のサービス提供でさえ生じている

町内の情報基盤の格差を、さらに助長することになります。 

 町としましては、離島を除く町内の全地域への光ファイバー網の拡充を目指し、一部地区における

辺地総合整備計画の活用を踏まえ、町内全域へのサービスを拡充する検討をしましたが、残念ながら

平成３０年度においては、本庁舎の耐震改修事業等もあり、財源のめどが立たず先送りの決断をせざ

るを得ませんでした。 

 しかしながら、昨今はインターネットを使用した多くのサービスは光ファイバー網を前提とした超

高速ブロードバンドの環境が求められていることが多くなっていますので、引き続き離島を除く町内
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全域への光ファイバー網の拡充を目指し、また、その光ファイバー網を活用してケーブルテレビと同

様のサービスが提供できないか、さまざまな利活用方法を含め、調査研究をしてまいりたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  今ちょっと答弁で、私の認識が違うのかもわかりませんが、ケーブ

ルテレビと光ファイバーというのは違うんですか、光ファイバーはＮＴＴがやる。そしてケーブルテ

レビというのはこのあたりであったらＫビジョン、周南ケーブルテレビ、アイ・キャンと線を引いて、

家にテレビを置くというように解釈しているわけで、そしてその１社、アイ・キャンは岩国ですから、

そして田布施に来ることはできる。１つの業者、柳井の業者さんは余田の辺までぼつぼつ引きたいと、

そしたら田布施の町のほうの方もそのケーブルテレビに入りたいと、周南ケーブルネットのほうにた

まに来られると、多くじゃないが来られる。そうすると、一応、調査をしてもしか採算が合うようだ

ったら、収益が合うようだったら進出したいというような話があったわけですけど、その手前でケー

ブルと光ファイバー、これが一体みたいな、一体的に進めるというのはその辺をちょっと教えていた

だきたいと思うわけですが。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  今、瀨石議員が言われるとおりですね、光ファイバー網とケーブル

テレビというのは別々でございます。光ファイバー網を進めて、光ファイバー網についてはＮＴＴが

やっているわけですけど、これについては今、コラボレーションという感じで、そのファイバー網を

貸し出すということもできるようになるか、もう一昨年からＮＴＴのほうはやっております。実際に、

それについても今、収益があるところについては、ある一定程度までやってきたんですけど、先ほど

も町長の答弁にありましたけど、現在で２,４００万円補助金を出して、今この状態というような状

況であります。 

 ですけど、さらにまだ広げてほしいということに対して、もうＮＴＴのほうは収益が上がらないの

で、補助金を出してほしいということで、うちとしても光ファイバー網を離島を除く全地域に伸ばし

ていきたいということで、その財源を辺地債とかいうことで、今現在考えているところでございます。 

 ケーブルテレビにつきましては、調査の話は、町長のところへ再々来られます。やはりこちらもや

っぱり収益が上がらないと、やっぱりやらないということでございますので、その調査を収益がどこ

まであるかということで、調査をしたいということでございます。ですけど、やはり光ファイバー網

での、各一家庭で考えれば、ある家庭が光ファイバー網でその光ネットをつなぐことで、また負担が

かかる。それプラスケーブルテレビということになれば、さらに負担がかかるということで、両方を

進めていくということになれば、一家庭であれば、負担が大きくなってやっぱり収益性についても下

がってくるというようなところになります。 

 ケーブルテレビの会社の方が町長のところに来られるところで、今、柳井でやられているケーブル

テレビ会社の方が再々来られるわけですけど、やはり柳井の実情を見ましても、柳井から出資金を多

くの金額を出しております。やはり２期工事というところまで、まだ予定ではもう終わるぐらいの

２期工事がございますけど、まだそれもなかなか進んでいないというような状況でございます。 

 やはり、ある一定の家庭でも負担があるかもしれませんけど、自治体に対してのある出資、補助金

等をやっぱり求められるということで、町としましてもやっぱり光ファイバー、ケーブルテレビは県

内でも山陽小野田、田布施町にないという実情ではありますけど、やはり収益の上がるところだけを

ケーブルテレビでやられたら、そのほかの広げるところの要望が出て、町としましてもその財源を確

保しなければいけないということになれば、なおさら光ファイバー網の整備は進んでいかないという

ような状況にもなってきますので、町としてはケーブルテレビよりも光ファイバー網の拡充をまず優

先してやっていくべきではないかということで、今、考えているというところございます。 



- 11 - 

 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  そしたら光ファイバーは私がいつか質問して２,４００万円、地方

創生のほうで予算をとってもらって、さっき言われたように割と人口が密集してところはもうみんな

通ったわけですが、大波野、竹尾、国木、川西、あのあたりが来ていないということで、これも光フ

ァイバーが来れば、結局、その光ファイバーを使ってケーブルテレビが映るということじゃないでし

ょう、そういうことですか。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  光ファイバー網を広げれば広げて、そのケーブルテレビ会社さんが

どういうふうにされるかなんですけども、光ファイバー網を使ってＮＴＴのほうから借りてケーブル

テレビの自社で整備する金額が減りますので、だから広がる範囲が広がってくると、ＮＴＴからの光

ファイバー網を利用してやることもできるということでございます。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  そういうことがあるのならば、まずはその民間会社、町長のところ

にもよく来られるという方が、私には収益が見込められるところは町から負担くれとかそういう意味

合いはなかったです。そういうところは調査したいというんですから、それは、調査は向こうがされ

るんだから、そうは言っても町を抜きにして、田布施に入って調査するわけにはいかんと言われるん

だから、調査ぐらいはしてもらうということを強く要望しておきます。 

 そして、インターネットでございますが、インターネットの回線というのは電話線で使う場合、電

話局舎というと機械が据えてあるところですね。これは田布施で言えば砂田と浜城にあるわけで、そ

こから２キロ離れると、順々速度が落ちるわけですね。そやから小行司の辺とか竹尾のあたりにおる

人はインターネットが動かんと、このあたりにおる人は電話回線を今まで使っていたＡＤＳＬでも結

構動くんです。 

 それから離れると、私もそのあとちょっと認識不足で、そんなに動かんかね、うちらは電話線でや

っているけど動くけどと言うたら、なかなか動かない。その辺を調べてみると２キロを超すと急激に

落ちると、そういうことのなると、ぜひこれはやってもらいたいと思うんで、先ほど言われた辺地債

等を使われて、先行的にそういう離れた小行司とか竹尾とか辺地債に入っているんだから、その辺は

進めていただきたい。そして、まだ一所懸命そのあたりの補助基準を見ると、まだまだ田布施でも辺

地に入れられるところがあるかもわからんので、そのあたりを一所懸命しっかりと提供してほしいと

思いますが、ちょっと答弁をよろしく。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  議員さん言われるとおり、うちとしては小行司、竹尾については辺

地債が使えるということで、辺地債を使えば借金ではありますけども、交付税算入があるということ

で、こちらとしてもメリットがあるということで、そのほかの地域について辺地債が計画ができない

かというところで、担当のほうがいろんな面からの辺地への点数をクリアしないと、辺地の計画は立

てられませんので、そういったところでやっていって、今、現在、国木、真殿地区については、ある

程度クリアできるのではないかという見通しを立てているところでございます。 

 ですけど、ほかのところ、川西、宿井の当たりとか、そういったところについてはなかなか点数的

に辺地の計画を立てることができないという見通しでございます。ですけど、辺地のところだけをや

るというわけにはいきませんので、そこに行くまでの辺地に当たらない部分、小行司であれば、大波

野のところをやらないと小行司まで持っていけませんので、小行司の部分については、やっぱり辺地

計画で入れられますけど、そこの行くまでの過程のところを町の単独の一般財源で全部補填しなけれ

ばいけないという大きな問題がございます。 

 ちなみに、全体で試算しているところでは、町内離島を除く全地域をやるのに約１億５,０００万
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円から２,０００万円要るとことで、辺地の計画をもし入れられるとしても、半分程度ということに

なりますので、半分は全部一般財源を導入しなければいけないということになりますので、そういっ

たところで大きな判断をしていかなければいけないということになりますので、その辺で３０年度に

ついてはちょっと今回できなかったということでございますので、今後、３１年度以降に向けて協力

してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  ３１年度以降に考えるということで、３１年以降だからもって差が

あるんじゃから３１年も入っていると思うんで、一つ努力をしていただきたいと思うわけでございま

す。 

 昨年の１０月に行われた地域連合理事会との意見交換でもケーブルテレビをつけてほしい、光ファ

イバーを引いてほしいという要望が出ておりますので、ひとつよろしくお願いいたしたいと思います。

そして次に、３点目の質問に移らせていただきます。 

 次に、３点目の質問を行います。質問事項は、平成３０年度の介護保険料についてです。答弁者は

町長でお願いします。 

 それでは質問をいたします。介護保険料は、３年前に３年間の計画を策定し、介護保険料が算定さ

れることとなっており、平成２９年度までの３年間の基準額は年額５万６,８００円であった。これ

までは、県内で低い位置であったと思うが、来年度からの介護保険料は大幅に上昇する見込みである

という。 

 平成２７年の法改正により介護予防事業は、介護予防・日常生活支援総合事業に見直しが行われ、

介護予防対策の取り組みが重要となっている。高齢化の進展により、介護給付費は増加するが、町が

介護予防対策の効果的な取り組みを行うことにより、介護給付費を抑制することができる。そこで町

長に、次のことをお尋ねします。 

 １、来年度からの介護保険料はどのようになるのか。また大幅に上昇した要因は何か。 

 ２、介護予防事業について、これまでの３年間の取り組み成果と課題を問う。 

 ３、今後予定されている認知症施策や生活支援体制整備等について、進捗状況と取り組みを問う。 

 積み立てた基金５,８５３万５,８２０円はどのようにされるのか。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、お答えします。 

 質問にありましたが、介護保険制度は、市町は３年ごとに、今後３年間の介護サービスの利用見込

みを推計し、第１号被保険者の介護保険料を定めるとされています。 

 １点目は、来年度のからの介護保険料と上昇要因についてであります。来年度からの介護保険料は、

国の算定方法に基づき算定しました結果、基準額が７万４００円となります。増加の要因は、主に介

護給付費の増加によるものであります。今後の介護サービスの費用を見込む場合は、国に示されたシ

ステムを使い試算をいたしますが、本町では今年度に利用された各サービスの実績が大幅に増加して

おります。この今年度の増加率が今後３年間の算定に大きく影響するため、今後の推計値が増加して

おります。その他の要因としては、第１号被保険者の制度上の負担割合が２２％から２３％に引き上

げられたことなどであります。 

 ２点目は、介護予防事業のこれまでの３年間の取り組み成果と課題についてであります。 

 主要な取り組みとしましては、平成２８年度から、いきいき百歳体操を町内の８会場で毎週開催し

ております。各会場の参加者は１０人から２０人程度で、参加者の評判はよく、今後も会場をふやし

ていきたいと考えております。介護予防事業による成果については、すぐに目に見えてあらわれるも

のではありませんが、本年度の要支援１・２の認定者数は平成２７年度に比べ減少見込みであります。 

 次に課題でありますが、本年度はこれまでの介護予防事業が介護予防・日常生活支援総合事業へ移
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行し、大きな課題となっていましたが、意向に関して大きなトラブルはなく、順調に移行が進んでい

るところであります。今後は、介護予防事業への参加者の増加等に努めていきたいと考えています。 

 ３点目は、認知症施策や生活支援体制整備等の進捗状況と取り組みについてであります。 

 認知症施策につきましては、昨年の９月に認知症地域支援推進員を配置し、認知症の人などの訪問

相談や支援などを行うとともに、誰もが気軽に集い認知症の相談等をすることができる場として、オ

レンジカフェを高齢者いきいき館と麻里府公民館で毎月開催し、活動の場を広げていくこととしてい

ます。 

 また、この４月から新たに認知症初期集中支援チームを設置し、初期的な集中支援が必要なケース

に認知症に関する医療や介護の専門職が、包括的に支援を行っていく体制を整備しています。チーム

には、町の保健師が加わり、認知症をサポート医を柳井医療センター内の認知症疾患医療センターに

お願いすることにしております。 

 生活支援体制整備につきましては、本町では新年度から新たに生活支援コーディネーターを配置し、

生活支援サービスの体制づくりを進めたいと考えております。今後、コーディネーター等により町の

資源の把握に取り組み、これから整備し、協議体を協働の場として今ある資源を有効に活用した、新

たなサービスや本町に合った支援体制の開発に努めるとともに、高齢者の需要と担い手の結びつけを

行っていくこととしています。また、新たな担い手の養成等を行い、地域における支え合いの体制づ

くりを進めていきたいと考えております。 

 ４点目は、基金についてであります。 

 介護給付費準備基金は平成２８年度末の残高が５,８００万円程度でありますが、本年度は介護給

付費が大幅に増加したため基金を取り崩し、繰り入れを行います。このため本年度末の残高は約

４,１００万円程度に減少する見込みであります。 

 介護保険制度では、介護支給費の剰余金を準備資金に積み立てて介護支給費を見込みを上回る場合

には、準備基金から必要額を取り崩すことができるとしています。そのため、制度開始時に田布施町

介護給付費準備基金条例により本基金を設置したものであります。 

 条例では、設置目的を介護給付費の支給に備えるものとしており、基金の処分は介護給付費の支給

に充てるとき、または、やむ得ない理由により生じた介護保険の実施のために必要な経費を充てると

されています。このため、基金残高につきましては、本年度のように介護給付費が見込みを上回る場

合に繰り入れることとしております。 

 準備基金を使い切った場合は、本年度のように財源が不足するときに借り入れを行い、次の計画期

間で償還を行うこととなるため、通常の給付費の増加に償還額を加えて保険料を算定することとなり、

急激な保険料の増加は避けなければならないと考えております。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  介護予防対策でございますが、先ほど言われたいきいき百歳体操、

そしてオレンジカフェですか、そのように取り組んでおられるということで、我々経済厚生委員会で

も九州の佐々町というところが、介護保険料が下がっているということで視察に行きました。３年前

だと思います。 

 そうすると、その施設では健康になりたい、元気でいたい、人生をずっと楽しみたいという方々が

いろいろ体操をやっておられました。トレーニングマシーンも置いてあるし、職員さんもさっき言わ

れたいろんな職員さん、コーチ、そういう方がおられた。そして佐々町には入浴施設があり、立派な

保健センターがありました。そして、冬の寒いとき、夏の暑いときというのはなかなか外で体を動か

そうと思っても、なかなかそういう機会がないということで、そういう施設を持ってみんなに対応し

ていただいている。今、いきいき百歳体操なんかは公民館等でもやっておられると思うわけですけど、

ちゃんとした施設を持ってやっておられるところは、介護保険料も下がっているというような事象も
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ございます。 

 今後、高齢化社会になり、また子育てからそういうことも大切でございます。今後、そういう保健

施設というものをちゃんと整備して、みんなが生き生きした町に、そして取り組もうと思っておられ

るか、そのあたりのお考え、気持ちをお聞きしたいと思います。 

○議長（清神  清議員）  吉村課長。 

○健康保険課長（吉村 明夫君）  理想としましては、保健施設等の整備が理想でありますけれど、財

源の問題などもありますので、これから利用者等のニーズを調査して、どういったものが田布施町で

希望されているか、これらを生活支援コーディネーター等も配置することもありますので、こういっ

た調査なども行い、町に合ったサービスを提供できるようにしていきたいと思います。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  そのように、よく調査をしていだきまして新しい生活支援委員、そ

ういうのも置かれるということでございますので。 

 そしてもう一つ、岡山の矢掛町というところにも視察に行きました。こういう保健センターを見る

ということで。そこには役場職員というか、町の職員のそういうコーチがおられてトレーニングマ

シーン等で運動をしておられた。そのようになかなか今、そういう運動、体を動かしたいという方が

いらっしゃるけど、なかなか冬の寒いとき、暑いとき、そういうときやはり冷暖房があるところで運

動ができるというのは、高齢者にとっては健康づくりに大変いいんじゃないかと思いますので、課長

がおっしゃられたように、ぜひ調査をされていい方向にしていただきたいと、そのように思っており

ます。 

 そして、先ほどの積立基金でございますが、これを崩さないと。これはいよいよ医療費が足らなく

なった時のために大事に、大事にとっておくんだというような、そういう答弁だったと思うわけでご

ざいますが。 

 これはきょうの新聞でございます。今日の山口新聞に今朝載っておりましたが、都道府県庁所在地

と政令地区のうち５００円を超える増額となるのは１４市で、うち２市は１,０００円台の大幅な上

昇となると、田布施もこのたびは１,０００円以上、上がるわけでございます。そういうことで上昇

となる。年金収入のみに家計を頼る高齢者には負担が重くなる。据え置いた自治体は基金を取り崩す

などして、財源の一部に充ててということでございますので、この基金というのは取り崩して当然だ

と思うわけでございます。 

 そして先ほどから言われた４,１００万円、足らなくなるとこの年末で。しかし、医療費の請求は

２カ月遅れぐらいで来るんで、この試算されたときは、まだ決算は全く分からない時点じゃないです

か。それを今から足らなくなるから、この基金は置いておかないといけないというような、どうも私

は納得できないわけですが、ちょっと答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（清神  清議員）  吉村課長。 

○健康保険課長（吉村 明夫君）  ３月の決算見込みを作成する時点では、まだ最終月の支払いまで支

給額がわからないので、これは１２月の支給までの状況から３月までを推計しまして見込んだ数字で

ありますので、これが決算額になることではありません。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  そうだろうと思うわけです。それから幾ら残るのか、今、実際には

５,８００万円残っているわけです、数字には。そうすると、これを取り崩すと年額約３,６００円安

くなるということでございます。今度、上がって５万６,８００円、７万４４０円、年間１万

３,６４０円高くなる。月額１,１３７円高くなる。先ほどの新聞では「うち２市は１,０００円台の

大幅な上昇となる」と、田布施町は大幅な上昇になるわけです。そして、この５,８００万円を取り

崩すと年額３,６００円安くなる。月にすると３００円ぐらい安くなると。月５,８００万円を入れる

と、月３００円安くなる。 
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 そうすると、なぜこのように年額約３,６００円安くなる、５,８００万円基金があってそれを取り

崩すと年に約３,６００円安くなるのに、なぜそれを取り崩されないか、月３００円。そうすると月

の月額保険料は１,０００円以下になるということでございますが、このあたりいつまでもこれを積

み立てておいても、もしか医療費が足らなくなったら、県にも基金あると思うので、こういう事業を

やると。そこで借りればいいと思うわけです。借りるか、また１カ月ぐらいなら医療機関が待ってく

れる、そういうような救済措置があるというように私は聞いておりますが、特に、この月３００円安

くなるので５,８００万円を入れると年間で３,６００円、年金生活者には大変大きなお金でございま

す。そのあたりを、ちょっとお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（清神  清議員）  吉村課長。 

○健康保険課長（吉村 明夫君）  今度の計画から６年前、２期前のときに基金の残高が約１億円近く

になりまして、この時は県のほうから、田布施町さんの財政規模ではこの１億円は多すぎるというこ

とで、第５期、第６期につきましては５,０００万円ずつ基金を繰り入れ、保険料の抑制に努めてま

いりましたため、県内でも２番目に安い保険料として推移してきました。その結果、基金の残高は

５,０００万円ほどまで落ちまして、これまでが安かったので、ちょっと大幅な上昇のように見える

わけであります。 

 そして、基金につきましては条例で介護給付費が不足する場合に取り崩すことができるとされてい

ますので、現在の条例では基本的には介護保険費が足りなかったときのみに取り崩すようになってい

ます。このため、今回につきましては繰り入れをしないこととしております。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

〔済みません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  吉村課長。 

○健康保険課長（吉村 明夫君）  済みません。あと借り入れを行いました場合は、次の３年間で返済

するということが決められておりますため、次の３年間は介護給付費プラス返済額、これを３年間の

被保険者数で割って計算するようになりますので、大幅に上昇するようになりますので、なるべくそ

ういうのは避けたいと考えております。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  もう１問あります。今、基金を繰り入れることは難しいと言われま

したが、やむを得ない事情がある場合とかいう但し書きがあると思うので、その辺はちょっと詭弁だ

と私は思うわけでございまして、そういうことで、とにかく３年先に仮に基金があったとしたら必ず

それは取り崩して、保険料を下げていただきたいということを強く申し述べておきます。 

 それでは、次の４点目の質問に移ります。質問事項は中学生の通学かばんについてです。答弁者は

教育長でお願いします。 

 それでは質問をいたします。中学生の通学かばんが重すぎる、どうにかならないかという声が寄せ

られる。脱ゆとり教育の流れで教科書が厚みを増したのが最大の要因で、教科書の総ページ数は

１６年度に４,１８２ページと、０２年度の２,７１１ページと比べて５４.３％増加。写真や図版を

豊富に載せるために紙質も向上し重みが増す。さらに学校の判断で購入する資料集などの副教材も、

主流がＡ５判から雑誌サイズのＡＢ判にワイド化している。 

 こうしたことで、徒歩通学の生徒は、通学かばんと補助バックのナップサックを合わせて１０キロ

以上の大変重い荷物を毎日持ち歩くことになり、荷物が重すぎる。少しでも軽くできないかどうかと

生徒の保護者も訴えている。 

 某市の中学２年生は、自宅から１.５キロ、総重量８.５キロの通学かばんを背負い、手に５.５キ

ロの補助バックを下げ、片道３０分を歩いて通う。部活動の道具なども入れる補助バックの持ち手は

重みでちぎれかかっている。身長１５９センチ、体重４７キロの中学生として体格が小さいわけでは

ない。ただ、荷物は体重の３分の１に相当する。腰や背中に痛みを感じ、５月の定期検査では脊柱変
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形の疑いと診断された。保護者は、猫背気味でもあり、成長への影響が心配。少しでも軽くできない

だろうかと案じている。 

 教育長に次のことをお尋ねします。 

 １、必要な勉強道具だけを持ち歩くようにできないか。 

 ２、２キロ未満の自転車通学を希望者には許可できないか。 

 ３、カート等の利用の検討はできないか。 

 ４、教科書、副教材、辞書等のデジタル化はどのようになっているのか。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  失礼します。それでは、通学かばんにかかる御質問についてお答えいたし

ます。 

 まず、第１点目は、必要な学習用品だけを持ち歩くようにできないだろうかということです。通常、

本町では毎日持ち歩く学習用品としては、その日、学校で学習する必要な学習用品であり、帰宅した

後、家庭学習で必要な学用品を持ち歩いております。したがって、その日に必要な学用品だけを持ち

歩いているということになります。 

 中学校の部活動で使用するものにつきましては、特別な用具等を除いて、毎日、着替えるものや、

家庭で練習する用具等については持ち帰っていると思います。毎日、持ち帰りの必要がない学用品や

運動用具は、家庭や学校で保管をしております。 

 こうした問題につきましては、ケース・バイ・ケースにより対応が考えられますので、登下校の不

自由さを感じる場合には、担任に相談をするのが一番よいかと思いますし、そういうふうになってお

ります。 

 ２点目は、２キロ未満の自転車通学を希望するには許可はできないだろうかという質問です。自転

車通学の範囲の決定につきましても、生徒や保護者等と学校が種々の条件を勘案しながら協議して決

めていく問題であり、教育委員会がどうこう言う問題ではないと思っておりますが、御質問をいただ

きましたので、学校の意見や考えを聞いてまいりましたところ、自転車置き場も生徒の減少で十分余

裕があり、生徒一人一人の通学状況に応じて対応をしているとのことでございます。 

 ただし、徒歩で十分登校できるようなところに住んでいる生徒まで、自転車通学の範囲にするとい

うのは考えものであり、あくまでも徒歩通学をしてほしいとのことでした。この場合もケース・バ

イ・ケースで対応したいとのことでした。私もこうした考え方に納得をしているところでございます。 

 ３点目は、カートの利用は検討できないかとの御質問です。カートの利用につきましては、持参す

る荷物等にもよると思いますが、カートを利用するような状況が予想をされる場合は、学校に相談を

されるとよいと思います。むやみに禁止をすることはないと思います。ただし、通学かばんは指定を

されておりますので、あくまで特別の場合に利用ということになろうかと思います。 

 ４点目は、教科書、副教材、辞書等のデジタル化についての御質問です。教科書のデジタル化につ

きましては、現在、文部科学省の諮問機関であります学校におけるＩＣＴ環境整備のあり方に関する

有識者会議等において、今後の方向性が検討をされているところであります。教育委員会や学校現場

に現在、具体的な方向が示されている状況にございません。有識者会議の報告書等から申し上げます

と、現在の教科書無償制度との関係から、教科書につきましては、あくまでも紙の教科書を基本とす

る形態であることから、紙の教科書とデジタル教科書の双方を、無償措置を対象とすることは直ちに

は困難であるというようないろいろな話し合いが出ております。 

 デジタル教科書は当然、音声や動画等学習効果が期待をされておりますけど、デジタル教科書の使

用を希望する自治体につきましては、これは今の考えですけど周辺環境の整備とも含めて膨大な予算

を確保しなければならず、国等からの大きな支援が期待されない状況においては、非常に現在、導入

は困難であるというふうに理解をしております。 
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 以上でございます。 

○議長（清神  清議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  今日こういった一般質問を出した後この中国新聞を見たのですが、

広島市西区の中広中学校は教科書を教室に置いたままにしてはいけないという規則を見直した。市教

委に要望していた個人用ロッカーが昨年８月末に整備されたのを受け、机の中やロッカー内であれば

教科書を含む勉強道具を置いて帰ってもよいことに、置くもの、持ち帰るものの判別を各自に委ねる

ことにした。野澤久美校長は家庭学習に必要なものは何か、生徒自身に考えてもらう。それは自主性

と判断力を育むことにもつながると狙いを語ると。こうした動きに対して広島大学院の山崎博敏教授

は、学校週５日制に伴う１日の授業数の増加のかばんが重い要因、子供の成長にもかかわる問題なの

で、各校に応じた対策を柔軟に見出す努力が欠かせないと語ったと。 

 さっき教育長が言われる学校に相談をすれば、担任の先生に相談すれば置いて帰るかどうか、それ

でもなかなか子供はそういうことは言えないと思うので、ロッカーでも後ろに、これ写真もあります

が、ロッカーでも後ろにつけておけば置いて帰るとか、そういうのを言いやすくなると思うので、大

したものではないので教室の後ろにそういうものを、今後、考えていただきたいとこのように思いま

すが、どのようなお考えをお持ちでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  時間が１分ですが、最後に教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  はい、わかりました。ロッカーはもう現在ございます。言われるように重

くなった理由は、教科書がやたらに図や絵を入れて、紙もすごい重い紙を使っているというのが一番

原因だと思います。これら教科書について、また国のほうにもそういったことを、教科書を採択され

た会社にそういったことを理解してほしいというように思います。 

 それから、今、紹介をしていただきました広島のとおり、本町につきましては学校はそのように子

供の主体性を重んじて、必要なものだけを持って帰るというのを本人に判断をさせていく方法にして

おりますので、あくまでも本人がそういったことを考えてやるということで、強制的にあれ持ってい

きなさい、これ持っていきなさいと言うことは行わないという形になっておりますので、できるだけ

重くない状況で登下校をさせたいと。これは交通安全の問題もありますので、させたいと思います。

十分、参考にさせていただきます。 

○議長（清神  清議員）  ちょうど時間になったんですが。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  そしたらデジタル教科書も、これも文部科学省でも進めております

ので今、教育長はさっきよくわからないと言われた、もうこれは２０１９年の４月から実施されます

ので、ひとつよろしく。 

 以上でどうもありがとうございました。 

○議長（清神  清議員）  以上で、瀨石公夫議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（清神  清議員）  次に、木本睦博議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  一問一答方式で３問ほど、いずれも答弁者町長、でお願いします。 

 まず最初に、総合特区についての質問でございます。 

 この総合特区は、次世代型農業生産構造確立特区と言いますが、平成２３年度から事業着手してい

る国営緊急農地再編整備事業を契機に、田布施町、光市、柳井市、２市１町を対象に、地域の農業生

産の構造的な問題を改革し、全国のモデルとなる農業生産構造を確立するものとして平成２３年度総

合特区に指定され、２４年に認定されております。 

 この総合特区は、国の財政支援を希望するものとして圃場整備、２番目に鳥獣被害防止総合対策交

付金、これは農水省のほうのハード事業ですが、今きちんと金網等でやられている。３番目に農漁村

活性化プロジェクト支援交付金、これはイチゴハウスなんかでございますが。４番目、６次産業化ネ

ットワーク活動交付金、これもイチゴ用の機会です。５番目に中山間地域総合整備事業、これが西
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山・潤田地区の道路整備事業をずっとやりますが、この総合特区、５年に１度更新となっていると思

いますが、平成３０年度新たな特区計画または特区指定の解除に必要な書類を作成しなければいけな

いが、解除するのか、また特区計画を提出するのかお尋ねします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、木本議員さん、お答えいたします。 

 特区を解除するのか新たな計画で継続するのかとのお尋ねです。 

 本町が認定を受けております、次世代型農業生産構造確立特区は、平成２３年１２月２２日に地域

活性化総合特別区域指定を受け、平成２４年１１月３０日に次世代型農業生産構造確立特区の認定を

受けました。 

 本町と光市、柳井市の２市１町を対象として、平成２３年度から事業着手している国営緊急農地再

編整備事業を契機に、地域の農業生産の構造的な問題を改革し、土地利用率の向上、農業所得の増大

を図り、国営事業と一体となって、温暖多湿日照の恵まれた地域特性を踏まえた自然エネルギーの活

用、集落営農法人や女性グループといった地域資源を活用した第６次産業化などを積極的に推進し、

全国のモデルとなる次世代型の農業生産構造を確立しようとするものです。 

 お尋ねのように、平成３０年度に目標年度を迎えるにあたり、平成３０年７月末までに継続か指定

解除かを国に報告する必要があります。継続の場合は新たな特区計画を作成し、平成３０年９月末ご

ろに国に提出することとなります。 

 いずれにしましても国に提出する前に、南周防国営緊急農地再編整備事業推進協議会の承認を得る

必要がありますので、今後、県、関係市町、関係機関に協議することとしております。 

 以上であります。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  この総合特区、かつて高川議員がこの総合特区に入ったらという

ことで質問されておりますが、総合特区、田布施町が入っているというのはなかなか知らない人多い

です。私もこのさっき町長が言われた会議で知ったわけですが、内容もなかなか難しくて、理解も難

しいという、何度も県のほうに問い合わせておりますが。 

 この総合特区、計画とか実行評価、総合評価、これは町がやるものですか、県がやるものですか。

また、総合特区、県下には何カ所にいってされていますか。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  評価は毎年行って内閣府に提出しております。それは県が中心となって、

関係市町と協議して作成しております。 

 県内でこういう特区があるのはこの地域だけです。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  色々さっき言ったんですが、イチジクハウスとか潤田の農道なん

かも、この特区の少し影響を受けてるというか、特区のおかげでこれやっちょるわけですか、あと木

地でやってる鳥獣害の防止のフェンス、特区の影響でこれがやれているわけですか。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  特区制度には規制の特例とか、財政支援、金融支援等があります。その

中の財政支援といたしましては、国営事業とか、鳥獣害の防止策、これとか農林水産中央予算でやっ

ておりますが、こういうものが不足する場合は、年間５億円の別予算が内閣府のほうで手当ができる

ということは、この制度の中でできるんですが、そういうことで内閣府のほうにも予算を要求等はし

ておりますが、それがついてきたということはいまだになくて、農水省の予算で今年はお願いします

という格好で、なかなか難しい状況ではあります。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  今、課長言われたように特区制度によるいろいろ支援措置があり
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ますよね。税制支援ですか、個人出資に所得控除、あと財政支援、たしか３年を期限に５億円の支給

ですか、あと金融支援、利息、規制緩和の制度の支援とかあります。これ、光市とか柳井市が農業法

人とかＪＡの機械を購入することで補助を受けておりますが、田布施町も補助を受けるところは今の

ところないわけです。どんどん活用したらいいと思いますが、許可がおりないわけですか。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  今、議員がおっしゃいました光市というのは、里の厨を作ったときの、

農山漁村プロジェクト交付金事業だと思うんですが、これについて不足分について光市のこの特区で

内閣府に申請しましたが、それがおりたかどうかというのは定かではありませんが、この特区があり

ますので、今その特区に指定されているところの農水産業事業につきましては、常にこの特区があり

ますからということで要望は行っております。 

 この特区をつくるとき、国の今やっております圃場整備事業、この要件に全てそういうものを入れ

て、国によって実施してもらうというのが一番最初の取りかかりでした。地域指定を受けて、実際の

特区認定まで１年間、内閣府とさまざまな協議をしてまいりました。その中において、やはり既存の

ある事業については、そちらがまず優先されるということで、そちらでやってくださいということで、

なかなか実際この特区があっても財政支援がどこまであったかいうのは、金額としてはあらわれてき

ませんが、この制度を利用して農水省のほうにも強く要望しております。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  せっかく特区に認定されても、また３０年度も更新するようにお

願いいたします。圃場整備に時間を食いますので、次に移ります。 

 町長の進退について、町長に伺います。 

 長信町長は、前寺田町長の第４次総合計画を継承し、第５総合計画を策定され、それをもとに３期

１１年５カ月町政を行われております。 

 依然として社会経済情勢、また本町の財政状況ともに大変厳しい中、住みよさ山口県一の町づくり

をモットーに３期目の町政を行われております。その中でも、財政再建、農業の再生、安心安全の町

づくり等重要課題をテーマに町政を行ってこられましたが、財政再建については少しずつ健全化に向

かっており、一定の評価をしておりますが、県下ではまだワースト３の状態です。 

 また、荒廃地の解消では現在圃場整備を行っておりますが、まだ予算から見ると進捗率は５６％、

やっと半分終わったところでございます。さらに、来年度は本庁舎の耐震補強工事も予定されており

ます。また、第２庁舎建設計画、さらに人口減少問題等重要課題が山積しております。また、町長が

約束されております住みよさ山口県一の町づくりですが、今の状態ではとても山口県一とは言えませ

ん。その他、町長としてやり残した仕事も多くおありと思いますが、１０月実施予定の町長選挙に出

馬の意思がおありかお尋ねいたします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、木本議員さんの質問に対してお答え申し上げます。 

 内容が私個人のことでありますので、あまり具体的なことは申し上げないかもしれませんが、また

議員さんとは個々にお話ができる機会もあろうと思いますので、その辺を踏まえて、今日のこの答弁

にさせていただければと思います。 

 １８年１１月１５日の町長就任以来、ちょうど１１年と残すところ６カ月強ですから、わずかとい

うことで、３期町長を今まで担ってまいりました。２期目の経緯を生かし、私のモットーである住み

よさ山口県ということで一生懸命取り組んでまいりましたが、御承知のように国あるいは県も含めて、

全体的に少子高齢化を踏まえた状況で制度が変わってきていると。 

 ちょうど１２年前の前町長の後を継いだときは、御承知のように町村合併という大きなものを抱え

ておりまして、その中でどうするんだという話の中で、自分が自ら進んで町長に立候補した経緯がご

ざいます。 
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 そして、一番冒頭気がついたのは、何せこの財政の厳しい状況で、ちょうど北海道の夕張の問題等

があったときに、田布施町第二の夕張になるぞというような話を受けて、何とか財政再建をしなきゃ

いけないということで、町職員、町を上げての取り組みにおいて何とかそれを乗り切ることができま

した。ただ、１２年間やって、その財政再建がちゃんとできたかというと、責任を持って「はい、で

きました」とはよう申し上げません。 

 先ほどの質問の中で、ワースト３、２というような状況の中におる本田布施町でありますから、も

っともっとこれからそういう工夫をしながら財政再建に向けてはやっていかなきゃいけないなという

思いがありますし、私自身もそのつもりで一生懸命やってまいりました。 

 ただ、今御質問いただいたちょうど３月のこの定例会、最終年度ではあるにしろ、予算をしっかり

と審議していただくこの機会に、「町長、お前やるか、やめるか、まだやらんのか」という話になる

と、何となく私自身が「そねいな無責任な回答はできんな」という思いがありまして、答弁を一応つ

くらせていただいておるわけであります。 

 一番の基本は、あくまでも本議会で提案している新年度予算について、ちゃんと御承認をいただき、

町の将来に向けて議会の御承諾をいただくことが第一であろうという思いの３月この議会であるとい

うふうに認識しております。 

 先ほど来から申しているとおり、非常に国全体の動きが変わってきていると同時に、田布施町自体

が非常に置かれている立場上、今日の一般質問の中にも数あるように、これから取り組んでいかなき

ゃいけないことがたくさんあるわけです。それをこれから十分精査して、どういうふうにしてできる

んかというのは、私が今残す任期の中でちゃんとその辺もある程度は方向性を立てて進めていかなき

ゃいけないかなという思いをしておりますが、今質問に対して、「いや、もうこれで町長３期１２年

やったからやめます」とか、「いや、もうちょっとということで続けてやります」という直接の御返

答は木本議員さんによう申し上げないんですが、ただ、大事なことは、その辺を踏まえて、やはり田

布施町の町づくりに将来性をしっかりと持った考えで、多くの皆さんがおられるということがわかれ

ば、私はその辺は判断していこうというふうに思っております。 

 その時期がいつかということになると、今すぐ、じゃあいつですということはできませんが、そう

は言いましても選挙であります、道を選ぶ選挙であれば、そんなに長く引っ張るのもおかしいわけで

ありますし、そうかと言って早々に今結論を出すというわけには、先ほど来から申している事情があ

りましてようできません。６月議会ぐらいをめどに、自分の進退についてはしっかりと決めていきた

いなという気持ちを持っておりますので、御理解をいただければというふうに思っております。 

 また、何かの機会があれば、それぞれ議員さんとも御相談申し上げながら、私自身の３期１２年が

強いてよかったどうかも、お前まだやりきっとらんとか、もっとやらんにゃいけんとか、ええ加減に

やめいとか、いろんな話をしっかりと出してもらって、その辺での判断も踏まえ、６月ぐらいにはそ

の辺の結論を出したいというふうに思っておりますので、どうぞそれまで御猶予いただきたいという

ふうに思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  以前も私は同じ質問したときは、ちゃんと出るか出ないか答えら

れたわけですが、今回まだはっきり決まってないということで。 

 これ一般質問する前に、町長に３月議会で進退聞くからよう考えちょってくれと言ったんですけど、

町長まだ早いでと言われたんですけど、これ私質問したのは、１月３日の山口新聞に、長信氏４選出

馬も視野と書いてあって、意思を引き継いでくれる人がいれば応援したいが、自身で人口減少対策な

どに取り組みたい思いがある。３月議会で態度を表明すると書いてあるから質問したわけですが、体

の調子が悪いというわけじゃないですよね。それとも奥さんが出るなというか、ゴーサインが出んの

ですか。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 
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○町長（長信 正治君）  体調は決していいとはよう言いません。もう御承知の方もいらっしゃると思

いますが、町長になったときに一部がんが見つかりましてその処置をした。１０年間問題なきゃいい

よと言われたのが町長になった年、１２年前であります。皆さんにも大変御心配をかけて、そうはい

ってもなってからそれ放置するわけにもいかんから何とかするよということで、早急に処置をしてい

ただき、１月ぐらいごろにはもう退院してやることができたという、自分の体には自信を持っていま

すが、このたび同じように１０年経ったら、やはりお医者さんが言われるのは確かだなという思いが

しまして、ちょっと調べましたが、先般一応病院のほうでチェックを受けて、差し向きちゃんと処理

はしたから大丈夫ですという返事はいただいております。 

 そうはいいましても生身の体ですから、「はい、大丈夫です。しっかりやります。」という返事は

ここでできるかどうかは、私として判断しかねるのですが、各マスコミからいろいろ質問受けまして、

いらんことを言うたのが木本議員さんの耳に入ったのかなという思いがしますが、別に家内がどうこ

うとかいうんじゃありません。あくまでも私の判断で物事は決断しなきゃいけない。 

 ただ、一番気になるのは、本田布施町がやはり１２年やってもまだていたらくだなと言われると、

私としては情けないなという思いがする。そして、議員さん方からいろんなことを言われて、それに

対して対応してお答えしていくのが私の仕事というふうに思っているんですが、なかなかそれに対し

て対応できるかどうかということ、そして一番の基本は、いかに財源を確保してまちづくりをやるか

ということだと思うんです。 

 議員さん皆御存じと思いますが、本町の財源の確保というのは限られておりまして、それをいかに

やるかというのは大変苦慮するわけです。できることならしっかりした大きな企業等が入り、あるい

は今私の望んでいるのは、農業だけでも収益を上げる、農地しっかりしたら幾らかは違うんじゃない

かなという思いを持って今それぞれ木本議員さんを含め、それぞれ議員さんの中で御協力をいただい

ている。まだ、それが収益に上がる、町の財源を確保するまでには上がってはおりませんが、将来は

それでいくだろうという思いでしっかり取り組んできた経緯がありますので、そういうふうにお答え

をさせていただいておるわけで、大変御迷惑かけて済みません。 

 今日、結論出せればいいんですが、そういうことをやると、「お前失礼じゃないか、予算審査せい

と言うちょいてやめるんか」と言われたら、私よう返事しません。ですから、あくまでも予算をちゃ

んと通して、１年間の町の運営調整をしっかりと続けるためにも、この予算をしっかり審議していた

だいて御理解いただくというのが第一条件、それがクリアしたら、２、３カ月後にはちゃんと返事を

しましょうということでお答えさせてもらいました。どうぞ御理解いただきたいと思います。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  私もあちこちから町長出るんかとか、次は誰が出るんかと聞かれ

ます。町民の関心も結構あります。町長もまだ平生町長や私らと７１ですから、まだまだ大田のほう

へ引っ込んで百姓する年じゃないです。ここで私が出るのか出ないのかという立場ではないし、まだ

何ヶ月かあります。十分体に気をつけられて、進退を考えられてください。 

 １つだけ、いらぬ質問するんですけど、告示日になって誰も出んというて、じゃあわしが出ちゃろ

うかと言うてから、とんでもない人が出ていく、無当選だったというそういう場合もやはり町長まだ

考えよってですか。出ますか。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  告示日に誰も出ませんというようなことがあったら、田布施町の恥でありま

すので、そういうことは決してないようにしなきゃいけないし、私自身がそういうことを引き起こす

ような態度をとっちゃあいけないという思いがありますので、このたびの自分の進退はお答えしませ

んが、６月にはちゃんと進退をお答えして、それでやはりすばらしい町政を担うぞという元気な若い

人あるいは年配でも構いません、町をこうしたいんだという御希望のある方がおられれば、それが一

番いいんであって、「誰もおらんど」というような恥ずかしいことはしたくありません。 
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 ただ、現在の政治関係にかかっては、近隣の市議会で十何名が無投票やるとかそういうような事態

に十分注意して、その辺の判断を持っていかないといけないかなと。首長にそういうことがまずおこ

ってはならんと思っております。議員の皆さん方は数多くの立場で対応されるからいいんですが、そ

ういうことがあったんではみっともない話だろうというふうに思っておりますので、そういうことだ

けは絶対避けたいという思いで今おりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  圃場整備にしたってまだ半分しか終わっていない。町長は県とも

国ともパイプがありますし、ゆっくり考えて、６月ですね。 

○町長（長信 正治君）  はい、６月。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  ６月でお願いしたい。 

 圃場整備の質問に入らせていただきます。 

 確か、簡単な質問と思いますが、平成２３年度から国営緊急農地整備事業が行われております。町

全体で区画整備１１団地、暗渠排水４団地、さらにため池工事実施予定で、事業開始当時総事業費

１１２億円で、予定工事期間は平成２３年度から２９年までの７年間となっておりましたが、開始当

時から入札不調や追加団地が入り、工事終了期間が延びております。 

 現在、平成２９年度の予算は１５億円、さらに前年度の補正８億円を加えると２３億円となり、こ

の予算ペースでいくと総事業費は１３１億円となります。２月末現在の工事進捗率は予算ベースで

５６％、約半分残っております。 

 さらにこのたび計画変更により吉井、西田布施、友石、新川・本町、中郷の新規団地の参入がある

予定で、工事終了期間が平成３９年度と言われておりますが、１番目にこの計画変更による工事の進

捗状況並びに計画変更の今後のスケジュールについて、２番目に変更後の受益面積、事業工期、事業

費負担金についてお尋ねいたします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは３点目についてお答え申し上げます。 

 圃場整備についてでありますが、計画変更の進捗状況並びに今後のスケジュールについてのお尋ね

ですが、現在、各換地区において換地委員会を開催し、計画変更の説明を実施している状況でありま

す。 

 計画変更は、現計画に基づいて事業を実施している地域の受益者面積や事業費について、法律で定

められた変更要件に該当したことにより事業計画の変更が必要となり、平成２９年７月の南周防国営

緊急農地再編整備事業推進協議会において変更計画着手の承認を得て、変更事業計画書案を作成し、

現在、農政局の審査を受けている状況であります。 

 今後のスケジュールですが、平成３０年度に農林水産省の審査を得て、法手続作業を行い変更事業

計画が確定します。 

 次に、変更後の受益面積、事業工期、事業費、負担金についてのお尋ねですが、変更後の受益面積

は全体で１３２ヘクタール増の５７８ヘクタールとなります。事業工期は７年間延長し、平成３９年

度完了予定となっており、事業費は１４６億円増の２５８億円になります。負担金につきましては、

現在、各換地区で開催しておりますので換地委員さんにおいて、執行済みの実績に今後の見込みを加

え、１反当り受益者負担額をお示ししております。 

 また、計画変更の詳細につきましては、定例会最終日の全員協議会にて説明させていただきたいと

いうふうに思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  御存じのように、私のところは３年前に圃場整備が終わって、や

っと今ごろまた壊すやっておりますが、私のところは設計ミスで無茶苦茶工事で、のり面は崩れる、

下のほうは大水で、用水路からあふれて出る、大変な目にあっておりますが、当時は１反当り
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３００万円と言われたんですが、１０日ぐらい前になって木地は工事が大変だから４００万円と言わ

れまして、それじゃあやらんぞという農家も出てきました。 

 また、御蔵戸も一緒にやる団地だったんですけど、御蔵戸、木地とはあちら高いところとは一緒に

やらんということで団地が分かれました。次の年にあっちが崩れこっちが崩れのり面の中で６０カ所

というのが、これが補修工事が５,０００万円かかっております。また次の年にこれじゃまたあれだ

と田んぼをトラクターが埋まって出れなくなる、のり面が崩れる、また井戸水が出なくなったという

のを水路が変更されたんです、２軒。庭木が枯れたというのもまた１軒あり、それで６０カ所でまた

何千万円かの補修工事がかかっております。だんだん負担金も増えるはずです。まだまだ今年になっ

てまた４２カ所ですか、また補修工事を頼んでおりますが、これ国のほうに言うと、要望書を出して

もなかなか予算的にできんというんです。それで私どももできんにゃ受け取らんどと今がちゃがちゃ

言い合っておりますが、これ予算がなけりゃあ新規団地を造るなちて言ってるんですが、新規団地も

増える、工事終了期間も増える、この計画変更をやってもメリットがないんじゃないですか。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  今、木本議員が言われたように、木地地区につきましては一番最初の国

営事業、田布施町内の一番最初工事やりました。その当時と今では議員が言われるようにのり面が崩

れたりいろんなことがあって、工法等も随分変わってやっております。そういうのもあって、事業費

等もかなりかさんでまいりまして、変更の要件に該当いたしております。 

 今後も現地区も含め、新規地区も含めやっていこうということになれば、どうしても計画変更を行

わなくてはならない。現地域もできない状況です。ということで、計画変更に取りかかっております。 

 今回の計画変更で新規団地を含む大規模な新規編入を行うことで、また新規地区では営農ビジョン

において新たに５つの農業法人が設立される見込みでもあります。それらの案を農業法人が新しくで

きましたアグリ南周防株式会社のほうに加わって、規模がより大きくなることで、今後機械経費や資

材の購入費が安くなって、潜在的な生産コストが下がり、その結果所得が上がることで担い手さんも

新規の人も雇うことができるようになるなど地域全体の営農環境がよくなるというメリットがありま

す。そこの地区だけではなく、町内全体も。また、新規編入団地は営農ビジョンにおいて１００％近

い農地集積が見込まれております。 

 そういうこともあって、地区全体の農地の集積率が高くなって、その結果議員さんも御存じのとお

り促進費があります。その促進費には地元の負担軽減がこれ以上につながるものと考えていますので、

新規編入団地を含めた計画変更はとても期待しているところでございます。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  この今の向山課長の説明で、今各団地で説明会をやってるわけで

す、同意徴収について。これ同意徴収、２回目の同意徴収と思うんです。私も土地改良の副議長をや

っておりまして反対するわけにはいかんのですが、木地は全部反対なんです。前回の同意徴収でも数

十パーセントでもいただけんかというて、あまりいい顔はしなかったと聞いておりますが、大体同意

徴収何パーセントあればできるんですか。今全部の農家を対象にされて今から賛成か反対かをやられ

るわけですが、どれぐらいでいいんですか。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  今行っております計画変更、今後農水省の審査後にまた本同意をいただ

くことになります、計画変更についての。これは今やっておられる既存団地の方全員と新規団地の方

全員でございます。新規団地のほうにつきましては、この計画変更を入れる前に１回１００％の同意

いただいております。この計画変更するに当たって今後、既存団地、新規団地含めて３１年、来年の

このころからいただくようになると思います。その中においてあくまでも目標は１００％でございま

す。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 
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○議員（１１番 木本 睦博議員）  まあ工期は随分遅れる、もともと２９年度は終わってた、その前

の２３年に終わっている予定なんです。町からの５％持ち出しがあるとよろしいんですが、それはそ

れとして、事業開始当時、この受益者の負担金３.１４％だったわけです。私らはその説明も１つも

ないから。高いのと言われて、途中から集積率によってパーセントが落ちるわ何だで、今は７５％で

集積率て１.２４％ですか、これは集積率、私のところは８７％ですが、これまた８５％になったら

また安くなるはずですけど、今の集積率等最終どのぐらいになるか、お願いします。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  今の集積目標は８３％で現在行っております。新規団地を含めた後の目

標集積率は９２％としております。議員が言われましたように、今促進費で集積率が地区全体ではあ

りますけど、田布施、柳井、光を含めた地区全体で８０％はいくだろうという予想は現在においても

立てておる、わかっていきている状況でございます。そうなりますと促進費が事業費全体の１.９％

が皆さんに補助されます。ということは、国に納めるのは３.１４％ですけど、１.９％の促進費が助

成されるということで、実質的には農家の方には１.２４％の負担をしていただくということになっ

ております。現時点では７５から８５％、１.９％の助成はもらえるだろうということで進めており

ます。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  当時からそれわかっていれば、うちの４名ですか、手続き高いか

らやらんという家もあったし、またこの農地集積協力金ですか、私のところも５０万円があって、農

地を集積すればお金が入るという説明もなかったわけです。要はそれで工事ができるんですから。こ

ういう説明も最初からしてもらえれば金がないからやらんという家庭もやったと思います。今度木地

団地、こういう説明も最初からしてから、できるだけ集積してもらいたいと思いますが、この負担金、

結局最後に工事が終わってから負担金払うようになっております。 

 これは私どもも前々から早う負担金なんぼか知らせてくれと所長に申し込むんですけど、所長が代

わるたびにわけがわからんことになってから、もう今度は３代目ですか、わけわからんようになって、

３９年というたら私も８０になりますから、生きちょるか死んじょるかわかりゃあせんです。また、

もう亡くなった人もあるし、子や孫に負担をかけたくないということで早う払いたい、いつ払うのか

というて、いろいろ会議のたびに出てきました。土地改良で積み立てやろうじゃないかということに

なりまして、この積立金を自分のところなんぼかわからんにゃ積み立てできんですから、そういう問

題もできるだけ早う、団地でなんぼかかるといったら割ってみたらわかるから、その負担金もできる

だけ早く払えるように、負担金がわかったら早く知らせてもらえるようにお願いしたいですが。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  受益者負担金の徴収につきましては、議員がおっしゃられるとおり事業

完了後、土地改良区を通じて行うことになります。しかしながら今議員がおっしゃったように、地元

から早期の精算進めていきたいという要望等もいただいております。 

 それで、土地改良区とも協議をしている状況なんですが、今後換地処分が早く完成した団地から行

われていきます。換地処分が完了した団地では、もう概算の事業でほぼ負担額が確定してまいります。

それが決まったら今後県と土地改良区ともう一度よく詰めなくてはいけませんけど、負担金徴収を始

めたらどうかということをやっていきたいと思っております。既に小行司区等におきましては、自分

たちでこの負担金を当初から積み立てておられますので、確保できている団地もあります。だから、

今後は各団地ともそういうことができるように、土地改良区のデータの変更等も行わなければいけな

い部分があれば早期にしていただけたらと思っております。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  今、課長、換地処分終わったらと言われたんですけど、私らのと

ころは来年度換地処分なんです。まだあっち側が破れちょる、こっちが崩れるで、直すまで換地処分
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は絶対やらんぞと言って農政局のほうに文句言いに行ったわけです。しょうがない、じゃあもう２年

延ばそうかといって、やっと許可を得たんですけど。これは結局換地処分が終わったら、もう補完事

業と言うのはできんわけです。あっち倒してこっち直すというてから、いつまでこれが、何でも賞味

期限というのがあると思うけど、家を直しても雨漏りするようなのを家は受け取りませんよ。毎年毎

年、あそこが悪い、ここが悪いといって、いつまでこれが要望書が受け取ってくれるわけですか。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  議員の言われるとおり各団の団地委員からの請求、要望につきましては、

土地改良区を通じて国のほうに提出されております。現在、そういう要望について国のほうで審査さ

れてやっておられますが、言われるとおり原則ですが、換地処分が完了いたしましたら、もう国営事

業の放置としてそこが手が切れるということになりますので、国営のほうでの用途等追加が出てもで

きないということになります。換地処分が行われますと、法務局のほうに全ての登記も済んではっき

りといたしますので、この水路についてはここ、この農地はここ、決まりますのでその後については

国のほうではできないということになっております。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  じゃあ、うちのほうは去年フォアス一部やったわけですが、その

フォアスが痛んでいるわけです。だから、換地処分をとにかく延ばして延ばして保水事業させたほう

が得することです。 

 それはこれから協議しますが、中間管理機構の事業で受益者負担がゼロで土地改良事業ができる制

度ができたと聞いておりますが、国営事業でこういう受益者負担金がゼロにできないんですか。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  議員の言われたとおり農地中間管理機構で新たに圃場整備ができるとい

う事業ができました。これにつきましては、農家負担がゼロですよというすごいいいうたい文句で始

まっております。 

 しかしながら、この要件を見てみますと担い手への農地集積率が１００％になることというのが条

件となっております。国営事業におきましても、もし１００％になれば促進費の集約加算というもの

が得られます。そうなると農地中間管理機構事業に比べて決して受益者負担が大きいわけでもないし、

もし１００％国営事業で達成できて集約加算がつくと、助成割合が今まで１.９％と説明しましたが

３.２％になります。全体では３.９４％の負担です。そのように助成が多くなるんです。だから集積

率を上げましょう、上げましょうと皆さんのほうにお願いしているというところです。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  まだいっぱい質問あるんですけど、あとがつかえておりますから、

あと町長に要望というか、お願いがあるんですけど、私のところ一部フォアス去年やったんですが、

フォアスというのは、必ず５年に１回、１０年に１回中を掃除しなきゃごみがたまってだめなわけな

んです。私のところ１年もせんうちにフォアスの中に蛇が入りまして、水が出んようになってから、

これは大変だということで、あっちに電話しても、こっち電話しても、高圧洗浄機というのがないわ

けであります。それで、いずれ田布施中がいるようになります。５年１回、１０年に１回必ず使うよ

うになります。困ってからどこへ行きゃあいいかのといって、ちょうど工事しているナガタ組が給水

車を借りて、それでバーと流してもらったんですけど、蛇がやっと出ましたから、聞いたら蛇がよく

入るということなんです。これが高圧洗浄機というのは大体６０万ぐらいするわけなんですけど、町

で何とかならんですか、これ。竹割機じゃないけど、それでどんどん各団地で使うと思うんですけど。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  フォアスの実験事業最初にやりまして、そういう話をしたことがあるんです。

そうすると、小行司の方は大丈夫じゃろうという話だったんだが、その後小行司では聞いたことはな

いんですが、きょう今木本議員言われるように、確かに中にものが入れば詰まるのが本当です。要は
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暗渠排水ですから、そして水の上下をそれによってやろうということで、これを管理するための対応

としては、今後土地改良区という１つの大きな組織の中で対応していかないと、やっちょるとことや

っちょらんとこがありますから、今の１カ所だけじゃけえ準備しちゃるいやとか、お前のところはい

っぱいやっちょるけえとかいうんじゃなしに、やはり改良区を１つ精査して、その中で対応していく

のが本当だろうと思う。 

 そっちのほうからいろんな状況で、これからの農地をしっかり守るし、すばらしい農地を生かして

いくためにはどうしてもそういうフォアスをしっかり守りしなきゃいけないということであれば、そ

の対応は今後対応していかなきゃいけないなという思いはします。 

 先ほど来から聞いていましたが、本当に国営事業が安うできるというのは御承知のとおりで、私ど

も県営をやっておりますから、お前らただでやりよるようなもんじゃのという思いをするぐらい国営

は非常に恩恵があるんですが、さっき言いましたように集積しないとこれがまたないんです。ですか

ら、その辺をしっかりと地域でそれぞれ土地改良区で話を進めながら進めていただくと、やはり後世

の者にすばらしい農地を残してくれたなと言われる町にしなきゃいけないかなという思いをしており

ますので、どうぞ副理事長さんですから、ひとつその辺をよろしくお願い申し上げます。 

○議長（清神  清議員）  木本議員。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  よく考えてから、町長ところも使えるようになるかも。町長もさ

っき言われたように、後世にいい土地を残すようにということで圃場整備やってきましたが、今回、

来年の４月から、私も東京から帰って１６年ですか、当時は田んぼも竹が生えたり、木が生えてから

３分の２は荒れて、道路も狭いしまいったと思っておりましたが、どうするかといって圃場整備やっ

て、来年の４月から先進農家派遣研修、１人研修生が木地に来ます。研修するということで木地部落

にも毎月６０万円、年間７０万円を営農で入ってきますし、あと本人も国から百何万円お金をもらう

そうですが、なかなかいい制度で後継者にもどんどん育ってもらいたいと思っております。 

 私が何よりうれしいのは、山の中が先進農家と認定されたのが一番私もうれしいし、木地のみんな

も喜んでおります。ありがたいことでございますが、これで質問を終わります。 

○町長（長信 正治君）  国営事業のスタートは、木本議員さんが今言われたように、前町長が美しい

まちという案を出されて、田布施の町を美しくしようというのに、木本議員が「あれだけ農地が荒れ

ちょるんが何で美しゅうなるかい」という話を私は聞きまして、それが一つの大きな国営事業、町の

全体の圃場をちゃんとしなきゃいけないというきっかけだったんです。いつもそのことだけ頭の隅に

入れておりますので、まちづくりのために大事なことの発言をされたというのは感謝申し上げており

ます。お礼申し上げます。これからもひとつよろしくお願い申し上げます。 

○議員（１１番 木本 睦博議員）  ありがとうございます。当時、寺田町長がよく「ほうとくない、

ほうとくない」と言われちょったけど、「田布施の町よりほうとくないところはない」と言うところ

がありました。ありがとうございました。 

○議長（清神  清議員）  以上で、木本睦博議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（清神  清議員）  ただいまの時刻は１０時５５分でございます。ここで暫時、１０分間の休

憩をとります。再開は１１時５分からでございます。 

午前１０時５５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１１時０５分再開 

○議長（清神  清議員）  それでは、時間になりましたので、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次に、竹谷議員。 

○議員（１２番 竹谷 和彦議員）  それでは、私の質問をさせていただきます。 

 質問は２問でございまして、一問一答方式でお願いいたします。 
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 １問目の田布施町の交通安全対策について。答弁者は町長、教育長、よろしくお願いします。 

 最近、高齢者ドライバーによる重大事故が多発している。また、昨年１２月には、２件の通学途中

の学生の死亡事故が起きています。今まで本町でも交通安全についてのさまざまな対策を講じてきた

と思うが、今後の交通安全に対する取り組みについてお尋ねする。 

 １、県道の拡張工事により今まで以上にスピードを出すクルマが多くなることが予想されるがその

対応策は。 

 ２、危険な場所の交通標識等の追加措置や信号機の設置については。 

 ３、天神の交差点の信号機が非常に見えにくい、これ、平生向きでございます、がその対策はどう

でしょうかということです。 

 それではよろしくお願いします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、竹谷議員さんにお答えいたします。 

 まず、昨年、通学時に起きた２件の悲惨な交通事故は、防げた事故であり、私は強い憤りと悲しみ

を覚え、将来のある子供たちの命が絶たれたことは、本当に残念でなりません。 

 亡くなられた方、御遺族に対し、心より哀悼の意を表します。 

 それでは、議員の御質問にお答え申し上げます。 

 １点目は、県道の拡張工事により今まで以上にスピードを出す車が多くなることが予想されるがそ

の対応はとのお尋ねであります。 

 本町では、安全・安心なまちづくりとして、交通安全施設整備を推進しております。道路整備にお

いては、見通しの悪い箇所や狭隘な箇所については、県等と連携を図りながら、計画的に拡幅・改良

工事を進めております。 

 現在拡幅工事を行っている県道は、朝の通勤、通学の時間帯は、人と車の交通がふくそうして非常

に危険であることから、歩行者や自転車乗行者の安全確保を図るために、県が改良しているものであ

ります。 

 スピードが出て、違反する車への取り締まりについては、柳井警察署を中心に関係機関、団体が相

互に連携を図り、家庭、学校、職場及び地域が一体となって交通安全活動の趣旨が浸透し、町民一人

一人が交通安全に対する理解を深めるよう努めてまいりたいと考えております。 

 ２点目は、危険な場所での交通標識等の追加措置や信号機の設置についてはとのお尋ねであります。 

 交通標識等の追加措置や信号機の設置については、山口県公安委員会、柳井警察署が設定する事項

であるため、地元の要望書を御提出いただければ、町の意見書を添付して、柳井警察署に提出してい

きたいと思っています。 

 ３点目は、県道光上関線の平生方面へ向かう天神交差点の信号機が非常に見えにくいが、対策はと

のお尋ねであります。 

 天神交差点の信号機については、地元の住民の方々からも明るい信号機にかえてほしいと要望が数

件ございました。柳井警察署に連絡しましたら、通常の信号機を設置したところ、天神交差点の信号

機と本町交差点の信号機の距離が短く、ドライバーの目の錯覚等により、過去に追突事故が発生した

と聞いております。そのことで、山口県公安委員会の柳井警察署では、減速させる意味から、ある一

定距離に近づかないと見えない信号機に変更されたものと思われます。 

 このたびのように悲惨な交通事故の根絶に向けた交通安全対策は、町民一人一人の理解と協力のも

と、関係機関、団体等が全力を挙げて取り組まなくてはならない重要な課題であり、平成２８年度に

は第１０次田布施町交通安全計画を策定しております。 

 人命尊重の考え方のもとに、自動車に対し弱い立場にある歩行者、とりわけ子供、高齢者及び障害

者等の交通弱者の安全を一層確保することが必要となります。このような、人優先の交通安全への取

り組みを基本とし、あらゆる施策を推進してまいりたいと考えております。 
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 以上です。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  失礼します。それでは、教育委員会の立場でお答えしたいと思います。 

 学校における交通安全指導につきましては、特別活動を中心に、学校教育全体を通して年齢に応じ

た指導を行っております。 

 現在学校では、学校安全計画、特に、交通安全指導月別計画というのがありますが、それによって

交通安全指導を行っております。日常的な指導に加えまして、年間を通じて行事等を交えた細やかな

指導によって進めております。 

 さらに、年度当初による学級活動、それから、集団下校による指導、朝、夕の指導、自転車の安全

な乗り方の指導、地区児童会による登下校の反省、指導、地区懇談会による保護者等との懇談等多く

の時間を割いておるのが現状です。 

 今後、交通安全に対する取り組みにつきまして、子供たち及び保護者、学校とも今まで以上に交通

安全に対する意識の醸成を図って、取り組みを充実させていきたいというふうに思っております。 

 しかし、今回の痛ましい事故が起こってしまったことで、学校や教育委員会は、今の車第一優先の

道路から、やはり歩く人や自転車を利用する人が安心して通行できるような道路に原点に立ち返って、

社会全体で考え、取り組んでいく必要があるというふうに思っております。 

 具体的に何かといえば、なかなか難しい問題ですが、やはり都会で行われている速度制限を行った

り、一方通行にしたり、それから通学時間は通行禁止にするとか、そういった具体的なことをして、

やはり歩く人、自転車、私も自転車に乗っておりますが、本当に危険です。危ないです。もう我が物

顔で自動車が走っております。 

 そういう社会からやはり考え直していかなきゃいけないなというふうに思っております。ぜひ、ま

た議員の皆様にも御賛同いただいて、具体的なものができるように、またいろんな御指導をいただけ

たらというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  竹谷議員。 

○議員（１２番 竹谷 和彦議員）  昨年の１２月２２日、２学期の終業式の日の午後のちょうど４時

前でした。私もちょうどその現場を通りました。そうすると事故をした直後で、まさかこれが、独り

相撲だったと思ったんですけど、そうしますと大きな特殊車両がたくさん到着しまして、たまげて飛

び出たんでございます。そうしますと、人が巻き込まれているということで愕然としました。 

 これは２３歳の男性の運転するトラックが、縁石を乗り越えて歩道に突っ込み、帰宅途上の中学生

が巻き込まれてしまったということです。何とも言いようのない悲しい事故です。ここに謹んで哀悼

の意を表します。 

 実は私も幼稚園、小学校、中学校、高校と一緒だった同級生が１９７５年に高校１年生の１学期に

天神の高山石油の交差点で、左折する大型トラックに巻き込まれて亡くなりました。 

 交通事故はいつ何時起きるかわかりません。また、誰もが被害者、加害者となり得るものです。 

 つい先日、私がこの役場のこの交差点を車で運転しておりましたら、前の車が役場の信号がかわっ

たのに止まったままで動かないんですということもございました。 

 また、信号がちょうどこちらが赤だからといって、夜見とったらツウっと役場の中を通るわけです。

役場の中を通過して猛スピードで抜けていくという車もいまだに後を絶ちません。 

 また、こういった日常よく見かける信号無視とか、一旦停止を守らない、また昨年来あおり運転が

大きな社会問題となっております。ですから、最近は自家用車に録画機能付きの車載カメラを取りつ

けるドライバーがふえているということでございます。 

 そこでお尋ねいたしますけれども、町内のこういった通学路とか交差点等への防犯カメラ等の設置

の予定は今後ございますでしょうか。 
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○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  防犯カメラにつきましては、まだ町内に１カ所しかついていないと

いうような状況であります。それも駅前の自転車置き場のところに町のほうで設置したというのが現

状でございます。そのほかにも新年度でございますけど、図書館にそういった防犯カメラを設置しよ

うということで、今予算化しておりますけど、今交差点での防犯カメラ設置については、今のところ

そういったところまで行き届いていないというのが現状でございます。 

○議長（清神  清議員）  竹谷議員。 

○議員（１２番 竹谷 和彦議員）  ぜひ、役場の前とか、そこの砂田の交差点には今後検討していた

だいて、設置していただければと思っております。 

 また、昨日もちょっと駅前を運転していて思ったんですが、センターラインがもう消えていたりと

か見られますので、そういった対策もお願いしたいと思います。 

 では、今後とも気づいたことはどんどん挙げていって、警察と協議してやっていただければと思い

ます。 

 それと、もう一点質問なんですが、先般起こった事故の原因とかいったものは、警察から説明ある

いは聞き取りはされているんでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  原因は、直接警察のほうから聞いておりません。こちらのほうがど

ういったのを問い合わせたときに、若干プライバシーのところを除いたところで教えていただくとい

うことがございます。それよりも、うちのほうとすれば、対策をどうするかというほうが先でござい

ますので、田布施中の生徒が亡くなった現場については県のほうの措置を行いまして、熊毛南高校の

生徒さんが亡くなられた現場については柳井市と田布施町との境でございますので、柳井市と一緒に

協議した中で、道路に「止まれ」の表示をしたりとか、来年度につきましては「警戒」という看板を

設置したりということで、柳井と協力しながら対応していこうということにしております。 

○議長（清神  清議員）  竹谷議員。 

○議員（１２番 竹谷 和彦議員）  田布施駅前につきましては、一旦停止が２カ所あります、農協の

ほうから入って来て、あそこの前で取り締まりになっているんですが、あの停止の表示をなぜ黄色に

しないのかなと私思ったりするんですけれど。いろいろ手続がございますので、今後私個人としても

意見を上げていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 １問目、以上です。 

 それでは２問目です。町民の特殊詐欺被害防止の対応について。答弁者は町長でお願いいたします。 

 今年になって自宅に全く身に覚えのない訴訟に関するはがきが届いた。相手にしなかったが、県内

でこの葉書を真に受けて相手方に連絡した方が１,５００万円だまし取られたという報道がございま

した。 

 山口県警によると、今年に入り特殊詐欺の被害額は、１月末までにもう既に５,４４３万円、９件

となり、高額被害が目立っているそうだ。そこでお尋ねいたします。 

 １、町内での特殊詐欺の実態は。町民から行政に相談はあるのか。そして相談があった場合の対応

策はどうであるか。 

 ２、また、本人や家族でなければ知りえない住所、番地や名義で、太陽光発電の業者から、いきな

り土地を借りたいあるいは売ってほしいという手紙が送付されてきたのですが、本町の個人情報の保

護は大丈夫でしょうか。 

 ３、先日、インターネット接続業者から不適切な電話勧誘を受けたが、町民から相談や苦情はある

か。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 
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○町長（長信 正治君）   それでは、お答えいたします。 

 １点目は、町内の特殊詐欺の実態は。町民から行政に相談があるか。相談があった場合の対応策は

どうかについてのお尋ねであります。 

 少子高齢化や高度情報化などの進展により、消費者を取り巻く環境はめまぐるしく変化しており、

それに伴う消費者問題は、ますます複雑多様化しており、手口の巧妙化、悪質化がみられ、特に高齢

者が被害にあいやすい悪質商法等の相談件数が増加しています。 

 こうした状況に対応するため、平成２８年４月１日より田布施町、柳井市、周防大島町、上関町、

平生町の１市４町で、専門の相談員を２名配置した柳井地区広域消費生活センターを開設し、多様な

消費者問題に対する相談等に対応しております。 

 また、町役場に相談があった場合は、実情等をお聞きするとともに、柳井広域消費センター等を紹

介し、問題解決に向けた相談にのっていただいております。 

 その内容につきましては、架空請求や訪問販売、電話勧誘やインターネット等を利用したトラブル

など多種多様な複雑な相談があり、解決を図るための手段や情報の提供、業者の話し合い斡旋等を行

い、適切な機関への紹介などを行って、未然に防ぐことができた事態が多くあります。 

 平成２８年度の柳井広域消費センターへの相談件数は３３７件で、本町の相談件数は４０件ありま

した。 

 そのうちセンターの専門員が事業者と相談者の間に入り、交渉や説得、斡旋した件数は８件ありま

す。解決に向けた取り組みをしております。 

 また、今年度は、１月末までの相談件数は全体で３８４件あり、本町分は４９件ありました。昨年

度に比べ、増加傾向にあります。これはトラブルの件数の増加もありますが、広域センターが整備さ

れ、消費者も相談しやすくなったことで相談件数も増加したとして推測されます。 

 本町の消費者被害防止の取り組みといたしましては、年３回発行の「消費者だより」により、さま

ざまな事例等を紹介し、注意喚起を行っております。 

 また、敬老会、成人式等において消費者トラブルのチラシ等を配布し、啓発を行っているところで

ございます。 

 ２点目は、土地情報に関して、本町の個人情報の保護は大丈夫かとのお尋ねであります。 

 個人情報で保護されるものは、あくまでも私人の秘密で、「一般に知られていない事実であって、

他人に知られていないことにつき、本人が相当の利益を有すると認められる事実をいう」とされてお

り、個人情報として保護されているものには、質問の不動産登記の登記事項のような公知の事実は該

当しません。 

 ３点目は、先日、インターネット接続業者からの不適切な電話勧誘を受けたが町民から相談や苦情

はあるかについてのお尋ねであります。 

 インターネット接続業者から不適切な電話勧誘に関する相談等の報告は今のところいただいていま

せん。今後も、町民にしっかりと周知、啓発を行い、町民の皆様が安全に安心して暮らせる地域社会

を目指し、消費者行政の体制維持、強化に取り組んでまいります。 

 以上であります。 

○議長（清神  清議員）  竹谷議員。 

○議員（１２番 竹谷 和彦議員）  こういった質問をして、これなんだろうかと思われる方も多いと

思いますので、最初に書いたのは、１月に全く身に覚えのない訴訟に関するはがきが届いたのは、こ

れ現物を持って来ております。 

 これが、差し出しが東京の板橋西から出していまして、１月１３日消印です。大体東京から２日く

らいで来ますから、１５日に受け取っておると。そしてこの消費料金に関する訴訟最終告知のお知ら

せとなっておりまして、全く身に覚えのない管理番号があって訴訟の番号も書いてあります。 

 そして、「このたび御通知いたしましたのは、あなたの御利用されていた契約会社もしくは運営会
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社側から契約不履行による民事訴訟として訴状が提出されましたことを改めて告知いたします。管理

番号ワの２８５、訴訟取り下げ最終期日を経て、訴訟を開始させていただきます。また、このまま御

連絡なき場合は、原告側の主張が全面的に受理され、執行官立ち会いのもと給与等の差し押さえ及び

動産、不動産の差し押さえを強制的に執行させていただきますので、裁判所執行官による執行証書の

交付を承諾していただくようお願いいたします。なお、訴訟取り下げなどの御相談につきましては、

当局にて賜っておりますので、下記までお問合せください。書面での通達となりますので、プライバ

シー保護のため御本人様から御連絡いただきますようお願い申し上げます」。 

 取り下げ最終期日が３０年の１月１６日です。つまり、このはがきが届いて次の日までに連絡しろ

と、こういう劇場型というか、こういうことを送ってくるわけです。そして、いかにもあるような名

前で法務省管轄支局消費者訴訟通達センター、東京都千代田区霞が関３丁目となっております。 

 この同じはがきが届いた人が、びっくりして連絡して、そして３回にわたって１,５００万円を取

られたということがあったわけです。 

 恐らく、うちにも来るぐらいですから、ほかにも町内来ているんじゃないかと思うんです。実はこ

れうちの家内宛てなんです。こういうのがすぐにインターネットで調べたらこれがすぐ出てきました。

こういうはがきが来るから、決して相手にすぐ電話したらだめだと。ただ、それがわからない高齢の

方というのは、これが来た場合、たまげて連絡すると思うんです。そしてやはり詐欺にあうんじゃな

いかと思います。 

 だから、こういう告知を行政のほうからもしていただきたいと思います。 

 それから、２点目の不動産に関しては、今、町長さんの質問ございましたが、いずれにしてもこれ

は私の自宅前の家が建っているところの土地を、これは母の名義ですから、母親宛てに来まして、こ

れもいきなり電話しろと、太陽光発電です、広島の。こんな入っておりまして、御所有土地売買のお

願いということで来ました。 

 拝啓 時下ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。太陽光発電事業の会社で云々と書いてあ

りまして、その後私の家が建っている番地の物件を可能であればお譲りいただくかお貸しいただけれ

ばと思います。フリー電話書いてあって。 

 こういうのうちだけじゃないと思う、来ているの。だから、こういうのに対してやはり調べたり相

談できる人はいいですけども、全く知識のない方に対してのアドバイスとか、そういったのお願いし

たいと思うんですが。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  今、議員がおっしゃられたこと、昨日もそういうはがきが届いたという

相談がありました。もう絶対相手しないでください。もし自分に心当たりがあるんであれば消費生活

センター等に相談されてもいいですが、多分ないんであれば絶対相手にされないようにということで

お伝えしておりますので。 

 また、言われましたように、今日ここに持って来ておりました、町長も答弁しましたが、消費者だ

よりというのを年３回発行されております。言われたはがきがここへそのまま載っております。こう

いうなことで年３回ちょっと実話を入れた注意喚起等も行っております。 

○議長（清神  清議員）  竹谷議員。 

○議員（１２番 竹谷 和彦議員）  わかりました。それでは、３点目なんですけど、インターネット

からの接続業者からの電話勧誘の件ですけれども、これは総務省がウェブ上に既にこういう悪質な勧

誘の手口ということで出しております。 

 そしてまた兵庫県朝来市は、ホームページに３ページにわたって、このプロバイダーからのプロバ

イダー変更や光回線契約の勧誘がふえていますと、こういうふうに３ページにわたって常にネット上

に出しています。これ２０１６年の２月２日に出しています。これ、だんだん、恐らく大阪方面でど

んどんおりてきて、今山口県を責めているんじゃないかと思うんです。 
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 僕、半分だまされたふりをしてやろうかと思って応対したら、近くにパソコンはありますかと、そ

してそこにログインしてくださいというふうにどんどん言うわけです。これの悪いところは、あたか

もＮＴＴから委託を受けてやっているような話をしてまいります。 

 そして、先ほど申し上げた兵庫県の朝来市につきましては、朝来市消費生活センター窓口というこ

とで、市役所のほうで相談を受けております。今後、田布施町もこういった問題が増えてくるんじゃ

ないかと思いまして、今日あえて質問させていただきました。 

 転用承諾番号の取得をお願いする関与の電話に御注意ください。それから、これ電話で全て済まそ

うと口でばあ―と言って、安くなる方法がありますが、お客様安いほうがいいですよねとどんどん言

ってきて、今のプロバイダーどこ使っているかとか。しかしながら、料金安くなるわけじゃないと、

料金変わらない、高くなってしまうこともあると。それから、解約時に手数料を取られてしまう。複

数のオプションも知らず知らずつけられていて高額な契約になることもある。 

 このような相談や質問があれば、ぜひ朝来市がやっているような同様な対応をしていただければと

思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  向山課長。 

○経済課長（向山 智章君）  先ほど町長のほうも答弁いたしましたが、柳井広域消費者センターが

２８年できております。また、県には県の消費者センターがあります。役場のほうに御相談していた

だければ、そちらのほうにも紹介します。直接そちらのほうに相談されてもいいと思っております。

また、本当に先ほど言いました消費者だよりはずっとそういうことを掲載しておりますので、その辺

でとにかく注意喚起、周知徹底をしていきたいと思っております。 

○議長（清神  清議員）  竹谷議員。 

○議員（１２番 竹谷 和彦議員）  その周知徹底というのを、本当に周知徹底できるようにお願いし

たいと思います。 

 それでは、以上で私の質問を終わります。 

○議長（清神  清議員）  以上で、竹谷和彦議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（清神  清議員）  ただいまの時刻が１１時３５分です。次の質問は約１時間ほど制限がある

んですが、ちょっと中途半端になりますので、ここで一旦暫時休憩をさせていただいて、再開を

１３時、いつもは１３時半なんですが１３時に開会をさせていただきたいというふうに思いますので、

暫時休憩とさせていただきます。 

午前１１時３５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後 １時００分再開 

○議長（清神  清議員）  休憩前に引き続き、本会議を開きます。 

 ここで皆様にお知らせをいたしますが、谷村議員は都合によりまして午後からの会議を退席されて

おりますので、あらかじめお知らせをしておきます。 

 では、午前に引き続きまして一般質問を続けます。 

 次に、國本悦郎議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  一問一答方式、２点ほど質問いたします。 

 まず、住宅対策について町長の答弁をお願いします。 

 先日、私が投句している毎日新聞の万能川柳に、Ｕターン喜寿と傘寿が花盛り、という句が入選し

ました。田布施町内のあちこちにある１９７０年代の高度成長時代にできた団地のことを詠んだもの

です。私の住む近くにある見田団地はそれに当たり、ほぼ同年代の世代が家を建て、それから四、五

十年、そこに住んでおられる方の高齢化が一斉に進み、喜寿や傘寿の方が多くなっています。しかも、

独居や夫婦２人家族の世帯が多いのが特徴です。それに、ほぼ築３０年で増改築したり、建てかえて
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いる家がほとんどです。後継者がいない世帯では、このまま進行していくと、程度のいい住宅が利活

用されないまま放置される恐れが多分にあります。 

 一時、ニュータウンともてはやされた団地がゴーストタウン化するのも、あと１０年もかからない

かもしれません。周辺地区の過疎問題以上に喫緊の課題と言えます。 

 田布施東地区や麻郷地区には新しい団地ができています。新築ともなると２,０００万円は確保し

なければなりません。低所得者や高齢者には到底手が出せるものではありません。 

 低所得者用町営住宅建設計画が波野北で進められていました。近くに波野南住宅があり、人口増加

の著しい東地区に、なぜ３０戸も建設するのか。財政健全化を進めなきゃならない町として、大借金

をしてでも進めていかなければならないものなのか。つくるのなら、人口減少が進み、児童数の減少

している城南地区はどうか。３０戸も建てるとなると民業を圧迫しないか。そして、ニュータウンの

程度のいい空き家を利活用できないか等々のさまざまな意見があり、波野北住宅の建設に向けた予算

の執行が留保されることになり、結局、御破算になってしまいました。 

 しかし、住宅確保のニーズは高く、低所得者用だけでなく、来るべく高齢化社会に対する住宅確保

も視野に入れなければならないと私自身は思っております。 

 私の知っている人で、ここ最近、住んでいる住宅やほかの不動産を売り払って、町営住宅に入った

という高齢者がおります。また、そうしたいという高齢者からの相談も受けることが多くなってきて

いる例からも、それはうかがい知ることができます。 

 そこで、町営住宅の確保と、こういった団地の程度のいい住宅の利活用をリンクさせて、ゴースト

タウン化を防ぐという２面を解決するために、どうにかならないものだろうかと思っております。国

もそういったことに力を入れ始め、いろんな施策を講じてきています。一つには、住宅確保要配慮者

に対する賃貸住宅の促進に関する法律の一部を改正する法律案で、もう一つは、私は２０１８年度と

いうのを、今、２０１８年ですから、今年度というように書いておりましたが、来年度です。

２０１８年度、来年度導入されるという一戸建て住宅が立ち並ぶタイプの団地にある空き家を老人

ホームや保育所などに転用すれば、国と自治体が補助をするというものです。そういったことを踏ま

えて、町としてどういったように対応するのか、５点お聞きしたいと思います。 

 １つは、田布施町内における１９７０年代にできた団地の、ここ二、三年の空き家の推移はどうな

っているのか。 

 ２番目に、団地内に住む高齢の独居者と夫婦２人家族の現状と今後の見通しの把握はどうなってい

るんでしょうか。 

 ３つ目に、町営住宅の確保と団地の程度のいい空き家とをリンクさせて提供する考えはありません

か。 

 ４番目に、麻里府地区では医者も生活用品を売る店も、そして小学校もなくなってしまいました。

城南地区は半径２５０メートル以内の歩いて行ける距離に医者がおり、小学校も複式でない状態で存

在しています。城南保育園では、０歳児保育の条件整備が進められております。郵便局、公民館等の

公共施設もありますが、唯一、生活用品を売る店がありません。地元有志がＪＡの施設を使ってリ

ユースの動きはあります。人口減が進み、児童数が減ってきている城南地区への住宅確保はできない

ものでしょうか。 

 ５番目に、国交省が来年度導入を予定している団地の空き家対策の重点地区として、町内あちこち

にある団地の指定はできないものなんでしょうか。 

 以上、お願いいたします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、お答えいたします。 

 １点目は、田布施町内における１９７０年代にできた団地のここ２、３年の空き家の推移について

のお尋ねでありますが、行政として、そういった調査や統計もありません。町としては、現在、特段
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把握しておりませんが、御質問のように増加傾向にあると推測しており、都市や地方にかかわらず、

全国的な日本の課題と考えております。 

 ２点目は、団地内に住む高齢者の独居者と夫婦２人家族の現状と今後の見通しの把握についてのお

尋ねであります。先ほどと同様に現状は把握しておりませんが、ある推計によると、独居者は今後

１０年程度は増加し、その後、減少に転じ、夫婦２人家族は今後減少すると推測されております。 

 ３点目は、町営住宅の確保と団地内の程度のいい空き家とリンクさせて提供する考えはとのお尋ね

でありますが、これまでプロジェクトで空き家を町営住宅として活用している事例も参考に検討はし

ましたが、家賃・地元とのトラブル等の理由により、問題も多く考えられ、難しい方法と考えており

ます。現実的な町営住宅の建てかえ、また民間アパートの借り上げ等を優先し、検討を進めておりま

す。将来的には、町営住宅としての空き家の活用も考える時期が来るかもしれません。 

 ４点目は、人口減が進み、児童数が減ってきている城南地区への住宅確保はとのお尋ねであります

が、現在、公営住宅長寿命化計画改定業務で検討しており、３０年後に必要な住宅の戸数等を算出い

たしましたので、本議会中に御説明し、御意見をいただければと考えております。その後、具体的な

町内への住宅配置計画を策定することとなりますので、その際には検討する予定としております。 

 最後に、国交省が今年度導入を予定している団地の空き家対策の重点地区として、町内にあちこち

にある団地の指定はとのお尋ねでありますが、現在、空き家対策計画では、町全域としており、特に

空き家対策の重点地域の指定を行う予定は当面ありません。また、住宅確保要配慮者に対する賃貸住

宅の供給の促進に関する法律が改正され、空き家を活用した住宅セーフティーネット機能も強化され

ておりますが、制度が始まって間もないことから、住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅は現在のとこ

ろ県内にはございません。山口県でも、県、市町、宅地建物取引業協会等で構成する居住支援協議会

を立ち上げてはいますが、まだ余り機能していないのが実情でございます。こうしたことから、今後、

国の動向を注視してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律の一

部を改正する法律案、これには背景・必要性として、高齢者が今後１０年で１００万人増加する。若

年層の収入はピーク時から１割減、若年夫婦が理想の子供数を持たない理由、家が狭いから。ひとり

親世帯の収入は、夫婦・子供世帯の４３％。家賃滞納、孤独死、子供の事故、騒音等への不安から入

居拒否というように、なかなか住宅を求めても、うまくいかない現状があります。 

 それから、住宅ストックの状況としては、総人口が減少する中で公営住宅の大幅増は見込めないと

いうようになっております。それから、民間の空き家、空き室は増加傾向ということで、今回、この

法律案ができたと思います。ですから、これから先を見越したら、こういった国が施策を出しておる

わけですから、それに対応して田布施町も何らかの形でやっていく必要があるんじゃないかと思いま

す。 

 法案の概要のところに、国の基本方針に加え、地域の住宅事情に応じ、地方公共団体が登録住宅等

に関する供給促進計画を策定というように出ております。供給促進計画を策定しなさいというような。

それと、目標・効果のところには、登録住宅の登録戸数を２０２０年度末までに１７.５万個という

ように出ております。そういったように出ておるのに、田布施町はどういったように対応するか。具

体的にどういったように対応していくのか、そういったのを、もう一度お聞かせください。 

○議長（清神  清議員）  鳥上課長。 

○建設課長（鳥上 清史君）  國本議員さんが言われました法律の改正でございますが、その法律の中

には、まず県が基本計画を策定できると、できる規定になっています。市町村についてもできる規定

でございます。ですので、まず、國本議員さんがしなければならないと言われましたけど、法律では

できる規定でございますので、絶対つくらなくてはいけないものではございません。 
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 基本的にこの法律の改正で、基本的にはセーフティーネット制度になるんですけど、今、そのセー

フティーネット制度に登録をされようと思ったら、まず県の居住支援協議会に業者のほうで賃貸住宅

を登録をして、その登録をした賃貸に対して、バリアフリー工事とか耐震化工事とか、そういうもの

をするようになっています。それも国の補助が出るようになっておりますが、今、山口県内で町長も

答弁もされましたが、基本的には登録は全くございません。この法律によって居住支援法人、コーデ

ィネーターになるんですが、そういったものも山口県で誰も手を挙げていらっしゃる方がいらっしゃ

いません。そういった事情もございますので、今すぐ、どうこうということは、今できかねる状態で

ございます。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  県のほうで進めていないから、町としても進められないということ

なんでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  鳥上課長。 

○建設課長（鳥上 清史君）  基本的には県がまずつくって、それにのっとった形で田布施町もつくる

という形になろうかと思います。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  では、次の質問に移ります。 

 麻里府地区には麻里府団地が建設されております。１０戸ほど。この経緯がどうだったかというの

を知りたいです。 

○議長（清神  清議員）  鳥上課長。 

○建設課長（鳥上 清史君）  これは寺田町長の時代に麻里府小学校の小学生が少なくなっておるのを

鑑みて、地域の実情を見まして、麻里府の町営住宅をつくって、子供さんを増やそうということでつ

くっておる状態でございます。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  そのときに入居条件はあったのでしょうか。子供連れの家族でない

といけないという入居条件はあったんでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  鳥上課長。 

○建設課長（鳥上 清史君）  公営住宅でございますので、そういった規制をかけるというのはなかな

か難しいともいます。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  そういったような麻里府団地の建設の経緯があるのであれば、今度、

城南小学校のほう、児童数がずっと減少しております。ですから、一応、波野北の後は城南に８戸建

設するという予定があったですね。そういったのを進めていてもらいたいと思うんですが、どうなん

でしょう。 

○議長（清神  清議員）  鳥上課長。 

○建設課長（鳥上 清史君）  それにつきましては、今、公営住宅の長寿命化計画の改定の作業をして

おりますので、町長も答弁しましたが、この本会議中、経済厚生委員会と総務文教委員会でそれぞれ

協議をしたいと思っておりますので、そのときに御意見をいただければと思っております。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  現在、城南小学校は複式でなくて、ずっといっていますね。今後の

ことを考えていくと、２桁を切るんじゃないかと。１桁で推移するんじゃないかというように聞いて

おるんですが、それはいかがでしょう。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  生まれた子供から、皆、計算はしていませんけど、非常に少なくなること
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は確かです。毎年１桁に近い、そういう状況が確かに続く状況は予想されます。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  そうすると、複式はどうなるんですか。複式学級にしないといけな

いほど減少するということはないです。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  数年後は複式に確実になると思います。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  そういったように、児童数が減少するというようにするんであれば、

町の中央部分が繁栄するだけじゃなくて、周辺の地区のほうにも行政が行き届くようにしていただき

たいと思います。それはお願いです。 

 それから、国交省が来年度導入する予定にしている団地の空き家対策です。だから、見田団地とか、

泊団地とか、宿井団地、それから岸田団地と、そういったところがあります。そういったところに

ターゲットをしてから、国のほうが団地の空き家転用後押しっていうのを出している。そこには、一

戸建て住宅が並ぶタイプの団地にある空き家を老人ホームや保育所などに転用すれば、国と自治体が

原則的として改修費の３分の２を補助する制度を国交省が２０１８年度に導入することがわかったと。

それだけじゃなくて、子育て世代などが空き家に入居するためのリフォームや耐震補強の費用も支援

対象になるというふうに載っております。個人がそういったのに対応するのかといえば、そこに書い

てあるのは、地域の意向に沿ったまちづくりに向けて、住民や施設の運営事業者、自治体などで協議

会をつくるよう要請というふうに書いてあります。協議会がそこのところを進めていくということに

なります。そうすると、田布施町として、こういったのにどう取り組むかというのは、これからゴー

ストタウン化していくんですから、喫緊の課題じゃないかと思います。 

○議長（清神  清議員）  鳥上課長。 

○建設課長（鳥上 清史君）  今、國本議員さんが言われた法律について、まだ県のほうから具体的な

施策の内容とか、補助の内容とか、そういったものが、まだ全然示されておりません。ですので、今

の時点で田布施町としてどうこうするという、今、考えっていうのは、まだ持ち合わせておりません

ので、今のところ、まだ国の施策の様子とか、まだ具体的に法律が決まったばかりでございますので、

細かいところまで決まってないのが現状であろうと思いますので。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  じゃあこれから、そういったことを視野に入れながら、ゴーストタ

ウン化を防ぐような手だてをお願いしたいと思います。 

 以上で、この件については質問を終わります。 

 続いて、２点目の教員の働き方改革について質問いたします。答弁者は教育長です。 

 昨年度末人事で２５年前に同僚だった人が、恐らく５５か５６という若さで２人若年退職している

のを見つけて唖然としました。田布施中です。私と一緒に勤めたころは３０歳ということで、子供の

教育を熱心に語り、どうにかして担任になりたいと懇願していたことを思い出します。学年会を開い

ては、道徳や学級会活動をどう進めるか、一緒に考えたことを、昨日のことのように思い出します。 

 再任用を含めたら、あと１０年は教育現場で働けるというのに、どういう心境の変化で若年退職し

たんだろうかと、一人にはお出会いし、そのことを聞いてみました。一言で言えば、いろんな面で若

いころ考えていた、子供に寄り添いながらの教育が難しくなったということでした。そして、今は精

神的な重圧がなくなり、第２の人生を謳歌していると笑顔で語ってくれました。 

 教員の長時間勤務がようやく話題に上るようになりました。あの長時間勤務で自殺した電通よりひ

どいと形容されるくらいだといいます。文科省の調査によると、過労死ラインに達する週２０時間以

上の残業をした教員は、中学校で６０％弱、小学校で３０％強になっていることが明らかになってい
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ます。１０年前と比べると、１週間の平均勤務時間は中学校教員で約５時間、小学校教員で約４時間

増えています。 

 近年、教頭の勤務時間の長さが顕著となっており、管理職としての事務作業やトラブル対応がその

要因と言われています。その調査では、多忙化の背景として、小学校に英語の授業の導入などによる

授業時間の増加も見逃せないと報告しています。中学校では、教員全員が担当している部活動の負担

が大きく、外部指導者やノー部活デーの導入も図られるようになってきていますが、まだまだ課題も

多いようです。 

 教員には残業手当が出ないことを知っている人がどれだけいるんでしょうか。教職調整額として給

料月額の４％を一律に支給するだけで、夜遅くまで居残って教材研究をしたり、本来は教育課程外の

本務ではない部活に放課後や土日なども駆り出され、無制限にサービス残業をさせられている実態を

ほとんどの保護者は知らないだろうと思います。 

 そういった過酷な勤務状況にある中で、精神疾患で休職した人が全国で５,０００人、若年退職者

や教頭からの降格を望んでいる教員の増加も見聞きすることが多くなってきました。そういった現状

に対して、田布施町以外の自治体では、独自に予算をつけて対策に乗り出しているところが多くなっ

てきています。町独自に予算をつけて対応する面と、国及び県とタイアップして対応する面、そして

予算化は伴わないが、通達など、そういった面で対応する面など６点お聞きしたいと思います。 

 １つ目は、田布施町の教員、管理職も含めます。週平均勤務時間はどうなっているんでしょうか。 

 ２つ目に、勤務時間を把握するタイムレコーダー、勤務時間外の留守電、休業中の閉庁日など、現

時点での実施状況はどうでしょうか。 

 ３つ目に、町内の学校で若年退職者の、ここ３年の推移及び教頭からの降格希望はありませんか。 

 ４番目に、働き方改革を実施するに当たって、町独自につけて対応する面と、国及び県とタイアッ

プして対応する面、そして、先ほど言いました予算化は伴わないが、通達などで対応する面はどうで

しょうか。 

 ５番目に、今後、学校現場で働き方改革を進めるに当たり、管理職の理解と全居員に徹底する方策

をお聞きしたいと思います。 

 ６番目、教員の勤務時間の削減と生徒の負担軽減のために、さらに土日を含むノー部活デーの拡充

と外部指導者の導入する予定はありませんか。 

 以上、お願いいたします。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  失礼いたします。國本議員から教員の働き方についての御質問をいただき

ました。今まで、学校であれをやれ、これをやれという要求は、これまでずっとありましたが、今回

初めて教職員の働き方について心配の御質問をいただいたというのは、大変うれしく思っております。

こういう声が早く出れば、今のような状況はなかったんじゃないかというふうに思っております。そ

れでは、具体的にお答えをしていきたいと思います。 

 １点目は、本町の小・中学校における勤務する教員１人当たりの週平均の勤務時間はという御質問

でございますが、それでは昨年度、平成２８年度の調査によります結果についてお答えいたします。

まず、小学校教員の週平均の勤務時間、いわゆる業務時間は、４９時間０９分です。同じく、中学校

教員の週平均業務時間は５０時間４５分でありました。 

 ２点目の業務時間の把握状況についてお答えいたします。教職員の業務時間の適正な把握につきま

しては、県教委と市町教委が一体となって把握に努めるとともに、時間外勤務時間の解消や業務改善

に向けた取り組みを現在進めております。本町におきましては、業務時間の適正な把握のために、業

務時間記録表等に退勤時間を記録し、毎月教育委員会に提出をしていただいております。麻郷小学校

では、独自に工夫をされて、タイムカードにより出勤時間と退勤時間の把握に努めております。 

 次に、勤務時間外の留守電設置につきましては、予算等の関係もありますが、田布施中学校にはで
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きるだけ早い時期に設置したいというふうに考えております。なお、長期休業中における閉庁日の実

施につきましては、現時点では実施はしておりませんが、次年度は閉庁日を設ける予定ということで、

校長のほうにも予定を伝えております。 

 ３点目は、ここ３年間の若年退職者の状況と教頭からの降格希望の状況についてのお尋ねです。若

年退職者の状況につきましては、平成２７年度はおりません。平成２８年度、昨年は４名です。平成

２９年度、本年ですけど、一応２名の予定があります。なお、教頭の降格希望者はいません。いずれ

の年もありません。 

 ４点目の働き方改革を進めるに当たって、予算をつけての対応はあるか。また、通達など対応する

ものはあるかとの御質問です。まず、３０年度の当初予算に計上させていただいている関係事業とい

たしましては、学校業務支援員配置事業があります。今回、徹底させていただきます。中学校の教員

の事務的な業務のアシストとして学校業務支援員を配置するための国の補助事業です。 

 次に、通知・通達による対応しているものとしましては、１番は厚生労働省において定められた勤

務時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措置に関するガイドラインがありますが、これに基づ

き、県教委通知、教職員の業務時間の適正な把握についてのほか、これも県教委通知でございますが、

部活動の休養日の設定について等によりまして、業務時間の適正化に努めた取り組みを校長と一緒に

進めておるところです。 

 ５点目の働き方改革を進めるに当たり、管理職の理解と教職員への徹底するための方策についての

御質問です。既に管理職への周知は十分できていると理解しておりますし、業務の適正化に向けまし

て、行事の精選等を進めているところでございます。しかし、最終的には教員一人一人がいかに適正

な時間管理を行おうとするか、行っていくかということに集約されます。この点については、各地で

行事等の見直しや退勤時間の把握に基づく改善指導等、いろんな取り組みがなされておりますが、教

員の意識改革までにはつながっておりません。本町としましては、現在、校時表の見直しにより、授

業終了時刻を早めるよう指示をしております。授業終了時刻を早めていくことが時間外勤務時間の短

縮や解消に向けた取り組みのキーワードになるのではないかというふうに思っております。 

 ６点目は、ノー部活デーの拡充と外部指導者の導入についてのお尋ねです。田布施中のノー部活

デーについては、現在、月曜日の放課後を充てておりますが、次年度、３０年度からは水曜日の終日

のノー部活デーにする予定にしているようです。加えまして、土曜日か日曜日のいずれかをノー部活

デーにするよう、検討する旨を私のほうから伝えております。なお、外部指導者の導入につきまして

は、部活指導員配置事業という国の補助事業もありますけど、給与等の関係から指導者の確保が難し

いため、次年度に向けた対応は現在行っておりません。引き続き研究をいたしまして、補助事業がと

れるものであれば、また対応していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  １番目の週平均勤務時間数についてなんですが、管理職も含めると

いうようにお答え願うといいんですが、管理職も含めて。ほかのところでは教頭の勤務時間数が突出

しているんです。済いません。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  これは県教委に報告する義務のあるデータを、今、お示ししておりますの

は、全て含まれております。だから、確かに管理職、校長はそうでもありません。教頭はおっしゃる

とおり多いと思います。それから教員もかなりの格差がございますが、全体の数字でございますので、

当然、管理職、教頭、校長も含めた数字です。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  ２０１６年度の小・中学校の教員の平均勤務時間数なんですが、先

ほどの田布施町の実態をお聞きして、ちょっと低く出ているんじゃないかなというように思っており
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ます。これによりますと、中学校の教員は６３時間１８分です。副校長、教頭が、これがまだ多くて

６３時間３６分です。校長は少なくて５５時間５７分です。一応、１週間の勤務時間は１日当たり

７時間４５分ですから、３８時間４５分になると思うんです。そうすると、すごい１週間に加重な勤

務をされている。小学校のほうは教員が５７時間２５分、副校長、教頭は６３時間３４分。中学校と

変わらんです。校長は５４時間５９分です。というように、田布施は働き方改革が進んでいるからそ

れだけ少ないのか、それとも、うまいこと集計していないんかなというように思っております。 

 今回、私もこういった新聞記事だけじゃなくて、もと同僚とか、そういった方からいろんなことを

聞いております。教頭になっている者が山口へおります。その人に聞きますと、朝は６時半に鍵をあ

けに学校に行くということです。１時間半前に学校に行くということです。それから、女先生が遅く

まで学校に残って仕事をしておると、自分は帰れないから一緒におると、安全とかそういった面で。

そういうように言っておられます。週の勤務時間数は７０時間を超えている。そういったように６時

半から出て９時ぐらいまでおると、そういったようなことになるのかもわかりません。本人は１日当

たり１５時間は超えないようにしたいと。１５時間て言うたら、２日分の勤務時間数です。そういっ

たように言われています。ですから、そういった辺のところも教頭職については、田布施町も案外あ

るのではないかと思います。そういった辺のところをきちんと把握して、是正できるところは是正し

てもらったらと思います。 

 それから、今、教頭が学校の鍵当番をするというように言ったと思うんですが、町内の各小学校、

中学校、それの朝の鍵当番、それはどのようになっているんでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  これは質問の中になかったので全部は調べていませんが、ほとんど当番の

先生が決められておって、順番にやるようになっております。中には管理職がやる学校もあるかと思

いますが、それぞれ順番に先生方が決めて、朝やると。ただ、田布施町の場合は、そんなに早く来る

ことはありませんし、先ほど言われましたように、数字を見まして私もちょっとびっくりして、そう

いうことは田布施にはありません。教頭、校長の面談もやっておりますが、先ほど言いますと、田布

施の場合は、大体、これよりまだ多くて、もっと減らそうとやっていますけど、小学校が１日当たり

大体２時間、それから中学校は２.４時間ということになります。先ほどの時間は。これでも長いと

思っていますんで、それをまた減していくということで、日課表編成を変えて、８時３５分から授業

が始まるんですが、１０分、１５分から始めていって、２０分からぐらいは、もう上へ上げて、早く

下校させていくと。そうすると、部活も早く始まるという形でやりますんで、相当時間を短縮できる。

１時間は絶対切らないといけないと思います。当然、これはお断りしておきますが、夏休みも入れて

おりますんで、うちの場合は１２カ月にしておりますから、その辺はつけ加えておきます。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  教職調整額として給料月額の４％を一律に支給しております。だか

ら、その当初、残業を１カ月、どれぐらいで想定していたと思われます。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  これは、その％ではじけばいいと思いますけど、大体、我々が現場におる

ときには、１時間程度ですよね。部活動がそうですから。５時から大体１時間以内には終わるように

なっていましたから。実際にそれを計算したことはございません。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  月に想定しているのが、見ましたら８時間で想定しておるわけなん

です。例えば、給料が４０万円とすると４％ということになりますと１万６,０００円です。８時間

で１万６,０００円、１時間当たり２,０００円になるんですかね。今は、月にどれくらい残業してい

ると思います。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 
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○教育長（尾﨑 龍彦君）  それは国の平均ですか。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  はい。月。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  月は、うちの場合は、週が１０時間ですから４０時間ですね。中学校が

１６ですから４をかけたら６４時間ぐらいになると思います。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  今現在、新聞のほうの記事なんですけど、そうすると、月で１０倍

の８０時間。それを４％を実施したときの１時間２,０００円の残業手当ということで換算すると

１兆円になるという試算がある。ですから、この教職調整額も、今、４％でただ働きをさせられてい

るわけです。ですから、その是正について強く町のほうからもボトムマークというか、そういったの

をしていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  議員さんおっしゃるように、今現在、私の場合、県の理事をやっておりま

すけど、全国の教育長会の中で調整額については考え直して、見直すべきだというふうに文科省のほ

うには話をしておりますし、これが大きな時間外勤務の温床になっているということも言われており

ますので、御指摘のとおり、これにつきましては、また訴えていきたいというふうに思います。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  次に、学校閉庁日を次年度から進めるということです。柳井のほう

に聞きましたら、今年度、１４、１５、１６というように３日間やっております。夏季休業中に。冬

季休業中には年末年始の２８日と４日にやっております。それは厚生休暇と年休ということで消化し

ているみたいだと。山口のほうでは、一応、１３が日曜日だったですね。だから１４、１５と、一応

３日間が学校が閉庁になっているような状況。そちらのほうは冬季休業中はしていないようです。岐

阜市教委は１６連休です。８月４日から一斉に１９日まで日直の教員も置かず、電話対応は教委事務

局が担う。教員研修、補充学習も行わない。部活動指導も原則として行わず、全国大会などが控えて

いる場合などの事情があれば実施するというように、そういったような自治体があります。一応、田

布施町としては次年度、どれぐらいそういった閉庁日を設ける予定なのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（清神  清議員）  本城課長。 

○学校教育課長（本城 嘉也君）  １月２９日の教頭会のほうでお知らせしたんですが、来年度ですね。

夏季休暇８月の１３、１４、１５、夏季３日間で、冬季は１日、１２月２８日に閉庁ということで、

そういう準備をしていただくように学校のほうに伝えてあります。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  柳井のほうは年始のほうの４日もやっているんですが、それはない

ですか。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  検討はしました。学校側のほうへその辺を打診しましたところ、年始につ

いてはどっちにしても出ざるを得ないということがあって、そこまでは結構ですということですので、

一応、案は出したんですけど、今の課長が申したような形になっています。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  じゃあ次に、別の件に移ります。 

 長時間労働っていうことで、中央教育審議会が検討しております。その中で、学校の役割を絞り込

もうと、登下校時の見守り、集金業務、成績処理など１１項目について、教職員がしなければならな

いこと、すべきこと、しないほうがよいことなど５段階に分類しようと意見を出し合った。いわば事

業仕分けをしたということです。その中で、留守番電話を早急に取り組むというのを喫緊の課題だと、

そういったように言っております。田布施はそれはどうなんでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 
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○教育長（尾﨑 龍彦君）  先ほど申し上げましたように、中学校については、できるだけ早い時期に

設置したいと思っています。小学校については、いろいろ予算面でまだしていませんけど、状況によ

って、また校長や先生方の状況を聞いてしていきたいと思いますが、何しろ、できるだけ予算が限り

なくあれば別ですけど、まだまだ、今、ここには出ておりませんけど、教員の支援者等も既に田布施

町は各学校２名ぐらい配置しておるし、それだけでも教員の業務に対する、非常に安心感を与えてお

りますので、そういうふうにお金もかけさせていただいておるんで、こういった面については、でき

るだけ中学校はやっぱり必要だなとは思っています。小学校については、その辺の様子を見ながら、

またやっていきたいというふうに思っております。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  この記事の中に、留守番電話の導入は、わずかな費用で済み、学校、

家庭、地域社会の役割分担を考え出すきっかけとして広がっていく可能性があるというふうに書いて

ある。ですから、ただ単に学校だけじゃなくて、地域とか、そういったのをひっくるめた教育ってい

うのを、どう構築していくかっていうのも考えるきっかけになるんじゃないかということです。よろ

しくお願いいたします。 

 それから、町議会が始まったと同じように、県議会が今、始まっております。その中の質問の答弁

で、教育長は全県立学校で教員の勤務時間をＩＣカードで把握できるようにしたいというように答弁

しております。山口市では、タイムカードじゃなくて、スマホをかざしてから、そういった時間を把

握するという。麻郷小はタイムカードをやっているということですね。そういった辺、各校ばらばら

じゃなくて、きちんとした対応策というか、全小・中学校にそういったのをお願いしたいと思うんで

すが、いかがでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  今、御紹介されましたいろいろな小さなカードを利用して、今、使えます。

麻郷小は実際、かちゃっと押すタイプじゃなくて、今、議員さんがおっしゃったように、自分が持っ

ているカードの中でやれるような形です。いわゆるＩＣでやっております。ほかの小学校についても、

そういう面で、大したお金って言うちゃあ大変御無礼ですけど、パソコンが最低１台いるんですよね。

パソコンが特別に１台いりますが、そのくらいで、今、麻郷小は済んでおります。ほとんど自前の中

でやってくれておりますんで、ちょっとその辺を、また学校に検討させていただいて、確かに、おっ

しゃるように大きな金額じゃありませんので、検討していきたいというふうに思っております。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  ちょっとすいません。時間数が少なくなって、こっちも焦っておる

んですが、スポーツ庁が運動・部活動のあり方に関する総合的なガイドラインを出しております。一

応、前文、本文、終わりにはということで、ずっと、るる書いてあるんですが、要旨、どのように述

べられているか、把握されていますよね。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  それについては十分把握しておりません。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  学校が今まで部活動でやってきた役割というのは大変なものがある

と。だけど、これから少子化が進んでくと、学校から地域へ移行していかなきゃいけないというよう

に書いてあります。私と同じように教員ＯＢとか、あるいは地域のスポーツをやっている人たちに聞

きますと、異口同音に学校から地域に移していかなきゃいけない。小学校段階ではスポ少は地域でや

っております。高校は専門の指導者というか、それがついてきちんと指導していますね。中学校はそ

うじゃなくて、全員クラブ制、全教師が顧問につくという形になってきておる。ちょっとそのはざま

で、いろんな問題が起きてきて、今、顕在化してきているんじゃないかと思うんです。だから、そう

いったことに対する是正を早急に行っていただきたいと思います。中学校には、このガイドラインは
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全教師に配っていただいて、徹底していただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  要は、社会教育の移管というのは言われますし、恐らくスポーツ庁は学校

現場がわからなくて、そういう言い方をするんでしょうが、結局、学校の問題は、いわゆる中学校の

場合は部活動は１年生は一応義務で入っていますけど、ほとんどの学校は義務で皆配置しておりませ

ん。田布施中学校についても、２、３年はもう自由です。そういうふうに必修にはなっておりません。

また、教職員の場合もそれぞれ専門性のある先生はいいんですが、そうでない先生は、なかなかいい

先生がいないと、はっきり申し上げますと、田布施中学校で全国あるいは中国とか県のトップレベル

の指導者も何人かおりますけど、柔道なんかは結局、指導者がなかなか見つかりません。それで、そ

ういうのについては、田布施農工高校さんのほうに行ってやったり、そういう連携体制をとっていた

だいております。 

 スポーツクラブというのがあります。やはりこれは地域の、今まさに議員さんがおっしゃった活動

のところですけど、そういうなのが弓道部、水泳部、それからサッカー部があります。ですが、なか

なか社会体育で一番問題は、中学校区内に指導者がいないということです。たとえ大きな下関、宇部

にしても、やはり中学校区となれば１万４、５千ぐらいの、幾ら大きな町でも、東京であってもどこ

であっても、大体２万前後の中で中学校１校あると思うんです。だから、それですから、なかなか指

導者が集まらないというのが一番問題です。それから、スポーツクラブは、私たちは学校から社会ス

ポーツクラブのほうへ移管したいんですけど、サッカーは理解していただきましたけど、なかなかそ

の辺が難しいというところはあります。 

 だから、子供たちに本当にスポーツを選択できる、前に並べてある食べ物が多ければ、子供たちは

非常に喜ぶわけですけど、その辺を減さないように努力はしておりますけど、なかなかスポ少が言う

ように、実際はそういう理想的なことが難しいという状況にあるので、学校が負わなきゃいけないと

いうのが現状です。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  現場で働く教員、それがこういったことについてきちんと理解して、

意識改革していかないと、物事は進んでいかないと思うんです。それだけじゃなくて、保護者あるい

は地域も一体となってそういったことを進めていかないと、学校だけが何でああいったことになるん

だろうかというようなことになるかと思うんです。ですから、そういった面で、教育委員会もいろん

な場を通じながら指導をしてほしいと思います。学校のほうも地域とか保護者に徹底していくために

学校だよりがあったり、ホームページがあったり、いろいろあります。参観日とかＰＴＡ総会があり

ます。そういったところできちんとこういったことを進めていくんだ、国が喫緊の課題としてやって

いくんだということを理解できるようにお願いしたいと思います。 

 以上、お願いして終わります。 

○議長（清神  清議員）  以上で、國本悦郎議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（清神  清議員）  次に、松田規久夫議員。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  私は一問一答で３問質問します。 

 １問目の回答者は町長へお願いします。題は田布施町の１０年後を考えてみようです。 

 行政が提供する住民サービスには一定の費用が伴う。町財政に余裕がなくても、提供する事業の廃

止や事業品質のレベルを下げるのは困難である。戦後のベビーブーマー団塊世代が全員７５歳以上と

なるのは、１０年待たず、２０２４年で、全国民の３人に１人が６５歳以上となる。７５歳以上は

６人に１人となる超高齢社会である。急激な高齢化は重度の患者や要介護者の激増が生じる。具体的

には、社会保障費の膨張、認知症患者の増加、高齢者向け住宅需要増、老々介護などの課題がある。 

 人口減少により、世の中の需要・供給、全てが縮む縮小社会となる。当然、町の収入は減少する。
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また、高齢者は納税額が少ないので、さらに収入は少なくなる。町が維持管理しなければならないエ

リア、橋、道路、公共建物、町職員も人口減少に比例して縮小すれば、深く考える必要がないかもし

れない。今の田布施町は、手をこまねいていれば、穴の開いた沈みつつある田布施丸に腕を組み乗っ

ている状態と私には思えるので、以下の質問をお願いします。 

 １、社会保障費の将来の膨張に備え、具体的な施策は。 

 ２、認知症患者を含む要介護者の激増に、受け入れ施設や介護職員の確保は。 

 ３、公共施設の更新需要が多数生じるが、更改計画と予算措置の見通しは。 

 ４、家庭では５０代、６０代の女性が介護の担い手の中心と予想されるが、地域包括ケアシステム

は機能するのか。 

 ５、高齢者向け住宅需要増への対応は。 

 ６、生活保護受給者の増加が想定されるが、対応は可能か。 

 最後に、７、自主財源は減少するが、住民が納得する業務の提供は将来も可能か。 

 この７の項目、１項目だけでもよかったんですが、具体的に書いておかないと、口頭でやりとりし

たんじゃ急な回答も難しいと思い、たくさんの質問になりました。町長、よろしくお願いします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、松田議員さんの御質問にお答え申し上げますが、何せ１０年後と

いうことと、同時に７点の質問であります。詳細に内容までちゃんと書いていけるという条件ではご

ざいませんので、その辺は御理解いただきたいと思いますし、詳細な回答にならない部分があろうと

いうふうに思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 １点目は社会保障費の膨張に備えた具体的な施策についてであります。町では対応できることに限

りがあります。国民健康保険についてお答えいたしますと、将来を見据えて平成３０年度から都道府

県が財政運営を行うこととなりますが、本町を含め各市町では、引き続き、特定検診や特定保健指導

などを積極的に実施し、生活習慣病など、予防や早期発見に努める等、医療費の抑制に努めていくこ

ととしております。また、介護保険については、高齢者の増加やサービス利用の増加により、今後も

介護給付費の増加が見込まれます。 

 町としましては、介護サービスの適正利用の指導等に努めるとともに、介護予防事業などを積極的

に展開し、健康づくりに取り組むことで元気な高齢者をふやし、介護給付費の抑制に努めてまいりま

す。 

 ２点目は、要介護者の受け入れ施設や介護職員の確保についてであります。受け入れ施設の状況と

しましては、町内の施設では、特別養護老人ホームは定員が７３名で待機者が約８０名程度でありま

すが、この中には現在でも入所要件に該当されない方や重複して申し込まれている方、既に他の施設

に入所された方などが含まれております。介護度が高い人が優先されますので、早い場合は数カ月程

度で入所が可能ということもありますが、しばらく空きが出ないこともあり、期間は変動的でありま

す。 

 また、認知症を対象とするグループホームは、町内に２施設あり、定員はいずれも１８名で、待機

者は約６名ということであります。 

 介護職員の確保については、町内の施設等に聞いてみましたが、不足傾向であり、確保に苦慮され

ているところもありました。国は、研修等の簡素化などによる担い手の確保等を実施するとともに、

賃金水準の向上を図るなど、介護従事者の処遇改善に取り組んでいますが、今後、県内で施設や介護

職員確保等の問題が深刻化する前に、広域的な対応をしていく必要があると考えています。 

 ３点目は、公共施設の更新計画と予算措置の見通しについてであります。公共施設等総合管理計画

でもお示ししたとおり、大枠としましては安定的な財政運営を持続していくため、今後の人口減少や

利用需要等に応じ、総量の削減、長寿命化等を図る必要があります。長寿命化計画では、道路、橋梁、

漁協施設、下水道、学校等で個別計画を策定または策定予定としております。 
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 今後、早期に改修等を予定される主な公共施設としましては、外壁・防水にかかわる大規模改修の

必要がある田布施中学校校舎棟や耐震性のない中央公民館の更新等が上げられています。具体的な予

算措置については、国の地方財政措置等を考慮しながら検討してまいりたいと考えております。 

 ４点目は、地域包括ケアシステムについてであります。御質問にありますように、介護の担い手と

しましては、５０代、６０代の女性を目にすることが多いと思いますが、定年退職された男性の方な

どから協力したいという声も聞きます。先ほどの質問でも触れましたが、本町では、このような見え

ていない資源の掘り起こし等を行い、資源の見える化や担い手の養成等に取り組んでいくこととして

おります。 

 生活支援等の関係者による協議体を協働の場として、今ある資源を有効活用した新たなサービス等

の開発に努め、高齢者の需要と担い手の結びつけ等を行うこと等で地域における支え合いの体制づく

りを進めていきたいと考えております。 

 そのほかに、在宅医療と介護の連携にも力を入れていくこととしており、高齢者が健康で生きがい

を持ってる生活できる体制づくりを目指し、地域包括ケアシステムが効果的に機能するよう努めてい

きます。 

 ５点目は高齢者向け住宅需要への対応についてでありますが、有料老人ホームにつきまして回答さ

せていただきますと、現在、町内に４施設あり、待機者は数名程度と聞いておりますが、施設によっ

ては長期間待つことになると聞いています。また現在、新設等の情報は聞いておりません。 

 ６点目は、生活保護受給者の増加についてであります。本町の平成２８年度における生活保護の被

保護世帯及び人員は６８世帯８１人となっております。１,０００人当たりに換算してあらわすパー

ミルという単位を使用してあらわしますと、５.２パーミルとなります。この数字は１０年前と比較

してみますと、平成１８年度は４.７パーミルとなります。単位としては若干増加をしておりますが、

町の人口自体が減少しており、世帯や人員に大きな数字の変化はありません。 

 このよう現状な状況から推測しますと、１０年後もは大きく増加することはないと考えております。

また、被保護世帯に支払われます費用については、実質全額国費となりますので、費用面において町

に影響はありません。 

 最後に、将来、住民が納得する業務の提供についてであります。人口が減少していくため、個人住

民税の減少が見込まれ、他の税やその他の自主財源が増加しない限り、自主財源全体としては、緩や

かではありますが、減少していくことは本町に限ったことではなく、日本の将来の社会構造の現状で

あります。 

 しかし、本町では新たな取り組みとしまして、本年度から行おうとしているコンビニ収納等による

徴収率の向上など、自主財源の確保に努めるとともに、経費削減の努力を不断に行い、将来的に行政

サービスが低下しないよう、長期的視点に立って取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（清神  清議員）  松田議員。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  大まかな回答を予想しておったんですが、各項目にかなり詳しく答

えていただきましてありがとうございました。 

 その中で４番目の包括ケアシステムの質問に対して、定年退職の男性の利用とか、見えていない資

源の見える化、あるいは今ある資源を有効に使うとか、これは全ての少子高齢化で今から自主財源も

沈んでいくような中で、こういうことで特に職員若返りましたんで、みんながお金は出せないが知恵

は出し合うて、何とかいろんな問題を対処していくということ。この４項目の項目では大変いい答え

をいただきまして、ありがとうございます。みんなで知恵を出し合って、考えていったらいいと思い

ます。 

 少子高齢化で人口が減少する社会ということは、全てが縮小する社会でもあるわけです。そこで問

題になるのが、町の提供する行政サービスが、例えば業務が１００あると。１００の業務があって、
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人口も１０％、仮に減る。ざっと１割近く自主財源も減るとしたときに、１００ある提供している住

民サービスを、これを９０にするっていうのが行政サービスとしては難しいわけなんです。あるいは、

１００ある提供しているサービスを１０％財源がないんで、１０％の品質レベルを下げるというのが

難しいんです。 

 ですから、僕、ここで１０年後を考えてみたいというのを、考えれば考えるほど、本当は将来はバ

ラ色の明るい未来が待っておればいいんですが、少子高齢化っていうのが、本当、バラ色でなくて、

そろそろ桜の季節が来ますが、この淡いピンクの美しい、こういう色の人生でなくて、どっちか言っ

たら秋から今から冬になっていく。落ち葉がひらひら舞うような、こういう時期を今から田布施町は

迎えていくんじゃないかという思いが強いもんで、１問目を質問させてもらいました。 

 お金の使い方として、ちょっと聞いてみたいんですが、田布施町は将来に備えてここにあるまとま

ったお金がありますよと。そうしたときの、このお金の使い方っていうのは家庭でも町でも公でも民

でも一緒だと思うんですが、このお金を使うっていう方法が一つですね。蓄えるあるいは借金に回す

という方法が一つだと思います。もう一つは、比率は別にしても、蓄え分と使うというのを混ぜて、

この３通りがあると思うんですが、僕がお聞きしたいのは、オラレという、ちょっと予期せんような

まとまったお金が田布施町には入りました。これは３０年度の予算ではどういうふうな使い方をされ

たかっていうのが、田布施町の将来に対するお金の使い方の取り組みを全て物語っていると思います

んで、お聞きしたいんですが、オラレの予期しないようなこのお金は、例えば、この際だから教育関

係に、将来の子供の教育は大事だから使う、貯める、借金を返す。半々ぐらいにするとかっていうん

で、どういう考え方のもとに３０年度予算、このオラレのお金を使われたか。これが将来に対する田

布施町の姿勢に思いますので、ぜひともお聞きしたい質問です。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  平成３０年度でのボートレースチケットショップオラレ田布施の売

り上げに対する周南市からの事務協力金というのが４,０００万円弱、３０年度で組んでおります。

２９年度であれば、地域防災センターの整備とか、池沼の整備等で、とてもそれじゃあ足らないよう

な状況でありましたけど、３０年度については、池沼の工事を若干、５００万円程度を組んでいると

いうような状況であります。ですけど、まだ地域防災センターの整備とか、ほかの整備等もございま

すので、そういった点について、今のところは使っていくということになりますけど、本来でしたら、

当初考えていたのは、基金を設立して、そういったので振り分けていこうということでありましたけ

ど、当面、いろいろな地元の要望等がございますので、３０年度で色を出しているということではご

ざいませんので、一般会計の中に入れた中で特色ある、全体を精査した中で予算を組んでいるという

のが実情でございます。 

○議長（清神  清議員）  松田議員。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  ありがとうございました。このオラレの４,０００万円も、お客の

層を見ておれば、１０年後も４,０００万円っていう期待は持てないと思うんです。 

 これは置いておきますが、使うということですから、やっぱり財政は田布施町、苦しいということ

を物語っているわけですよね。なかなか基金も難しい、借金返済のほうも難しいという、これが町の

財政じゃないかっていうふうに、私、思います。なぜそういうふうに思うかというたら、昨年の

１０月、自治会長との各地区の集会がありますよね。この中でいろいろ河川の浚渫とか、伐採とかっ

ていうふうな要望が出ますが、回答が大体、優先順位をつけて対策を打つんですが、何とか地域の理

解と協力をお願いしますというふうな全て回答で、作業を実施するのを待ってもらっているというの

が実情だと思うんです。言葉に隠れているのは、財政に余裕がないから地域の要望はわかるが、いろ

いろ要望に応えることができないという、こういうのが隠れているところ。確かに自主財源が少ない、

自主財源２０億円で、その半分の１０億円が人件費で消えていく。早く言えば、残りの１０億円でい

ろんな義務的な、県が何分の１、国が何分の１、町が何分の１というんで、いろいろやっていくよう
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な状況ですから、やむを得んことだと思います。ですから、包括ケアシステムでいただきました見え

ないものの見える化とか、いろいろみんなで知恵を出し合うてやっていけたらいいと思います。 

 １問目の質問の中で、町長、私、提案があるんです。また、急に言うんで、即回答はもらえないか

と思うんですが、今、海外を含め、自動運転が話題になっているじゃないですか、世の中盛んに。こ

の自動運転の実証試験の田布施町実施を政府に働きかけをお願いしたいということなんです。実証試

験では、運転操作はしないが運転手は同乗します。ですから、雇用は当然守れます。実証試験をやれ

ば、町外からたくさんの人が田布施に来られますので、新たな消費や雇用も生まれます。何よりも田

布施町は考えてみますと、ええやも、広くも狭くもないだろうし、島もありますし、行政区を超える

小行司という飛び地もあります。石城山という山もあります。駅前のスペースも十分にあると思いま

す。ＪＲという田布施駅があります。本数は少ないですけど、駅から柳井へ通じる路線バスルート、

これを含めて５つ、僕は具体的には知らんのですが、５つバス路線がるというふうに聞いています。 

○議長（清神  清議員）  松田議員、通告から外れていると思いますので、どの項目を今、丸が７つ

ありますが、どの項目をされているんですかね。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  いえいえ、要するに１０年後を考えたらお金がないんで、バラ色の

田布施町に社会が来るように、ひとつ働きかけてもらえんだろうかっていうことで、ほんなら以下は

略しますが、田布施町の活性化のため、町長は政府への働きかけはどういうふうに思われますかとい

う質問ですが、急に申し訳ありません。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  私のできる範囲で国に対して、また、地元には立派な先生方がいらっしゃる

んで、その辺を通して、いろんな経緯で話しかけっていうか要望はしてまいります。そうは言いまし

ても、今言った自動運転の関係とかっていうのは、以前も大島がやったけど、これは却下されていま

す。なかなか見易うにはいかんのじゃろうと思うんです。それは、偉い人がいっぱいおるし、知っち

ょる人がおるんじゃけえ、忖度を受けえって言われりゃ、そうかもわかりませんが、そんなに見易い

ものではありません。ちゃんとした筋道を通して、こういう状況だからこうしてくださいと、田布施

は非常に苦しいけえ助けてくださいと言うていくわけにはいきませんので、それにかわる方法を考え

て、国に対してのいろんな要望はしていかなきゃいけないなという思いは持っています。またいろん

な御提案と御提言あれば、それに対して議員さんでありますので、一緒にそういう要望ができるとい

うふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（清神  清議員）  松田議員。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  ありがとうございます。働きかけをぜひとも田布施町一丸となって、

見えないものの力の見える化ということで。 

 じゃあ次の２問目に、また同じく回答者は町長でお願いします。１０年待たずに多数の空き家と題

しまして。 

 新しい家には子供がいて、古い家には老夫婦や独居老人が暮らしているのが一般的だ。日本の現状

は、６５歳以上の比率が２７.３％の断トツ１位の超高齢化社会だ。オリンピック１位の金メダルは

誇れるが、長寿社会で誇れる面と、将来に大きな費用負担が問題となる両面がある。田布施町全体の

高齢化率は３５％で、既に５０％を超え、限界集落可能性の行政区もある。田布施町には３世代同居、

近居の支援策があるが、高齢者との同居率は低いと思う。若い同居人がなければ、老夫婦、独居老人、

空き家の流れとなる。高齢者の住む古い家は、空き家の予備軍と言える。２０３３年、住宅の３戸に

１戸が空き家になる。社人研の推計では、総世帯数は２０１９年、５,３０７万世帯でピーク、野村

総合研究所の試算では、２０３３年、総住宅数は７,１２６万戸、空き家数は２,１６７万戸、空き家

率は３０.４％となる。田布施町の空き家の現状と将来予想をお尋ねする。 

 また、限界集落についてはどうか。１０年待たずに空き家バンクで対応できない多数の空き家が、

短期間で発生しそうだ。そこで提案だが、町の中心部で条件のよい物件は、町に寄附してもらっては
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どうか。購入希望者に安価に売却提供すれば、地域の活性化につながる。空き家の相続人は維持・管

理しなければならない負の資産の解消にもなる。お願いします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それではお答えします。 

 まず、田布施町の空き家の現状と将来予想についてですが、空家対策特別措置法によると、空き家

調査は行いましたが、町として空き家がどのくらいといった調査は行ったことはありません。しかし

ながら、総務省の統計によりますと、山口県の空き家率は２０１３年、平成２５年度で１５.６％で

す。仮に田布施町の戸数を約６,０００戸とすると、空き家戸数は約１,０００戸となります。 

 また、将来予想は、質問のとおり、野村総研による推計では、２０３３年、平成４５年に空き家率

が３０.４％程度と想定されています。 

 次に、限界集落についてはどうかとの御質問です。本町でも、質問のように１２自治会で高齢化率

が５０％を超えることとなっております。今後も増えていくことと思います。 

 次に、町の中心部で条件のよい物件は、町に寄附してもらってはどうかとの御質問ですが、基本的

にこのような業務は不動産会社の役目と考えております。町が行うと、民間の会社を圧迫しかねませ

んし、仮に空き家の寄附を受け、その後、売却できなければ、維持管理費も必要となってまいります。

こうした時代が来るかもしれませんが、現時点では、特段のことがない限り、空き家の寄附・売却等

を行う予定はありません。 

 以上であります。 

○議長（清神  清議員）  松田議員。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  田布施には、７０超えの行政区があるんです。この１月１日現在の

最新版と、ほぼ４年前の高齢化率の数値を比較しますと、高齢化率が、ほぼ４年前から下がった行政

区が１１あります。１１のうち、その行政区で人口が増加して、ですから若い人がその地区にたくさ

ん入ってきて高齢化率が下がったところが３地区です。具体的に言いますと、you’uの跡地にたくさ

ん住宅が建ちました住建タウンを含む祇園区、約１００人ぐらい人口が増えてまして、随分、高齢化

率が下がりました。もう一つは、やはり人口がふえて、新しい家がたくさん建った石迫地区です。残

りの一つは、０コンマの何％、高齢化率がよくなったんですが、人口は３０人増えています蓮輪です。

それ以外はどういうことかといいますと、人口は減った、減った中で高齢者の方がたくさん亡くなっ

たから高齢化率がよくなったっていうのが８地区なんです。具体的に言いますと、馬島はもう３０人

を割りましたが、馬島も高齢化率はよくなっています。４年前の高齢化率は７４.２９％が

７２.４１％というふうに、こういうことなんです。８地区ほどはこういう感じです。天神町のよう

に、人口は行政区で３０人増えているから、高齢化率も下がるんじゃないかっていう思いがあります

が、年をとっておられる方が元気で、いいことだと思うんですが、死亡者が少ないために団塊世代に

続く世代が６５を超えたために、天神辺りは高齢化率はかなり悪化しています。人口は行政区として

はふえていますが、そういうところもあります。 

 今後を考えてみますと、１問目は１０年後を見ましたが、その近い将来には高齢化率がどんどん上

がりますので、老夫婦、独居老人、空き家っていう、こういうパターンがかなり増えてくるんじゃな

いだろうか。先ほど、國本議員が古い団地が高齢化して、空き家が多くなるんで、何とかせんにゃあ

いけないっていうふうに言われましたが、古い、昔にできた団地に限らず、田布施町内全てが、この

行政区の数値を見れば、新しい団地以外の地区は、みんな将来は空き家予備軍だと。僕は昨年の秋か

ら、ちょっと田布施の一方通行の通りを、アンケート調査する関係で……。 

○議長（清神  清議員）  松田議員、質問をしてください。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  質問をしよりますよ。 

○議長（清神  清議員）  質問ですよ。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  質問をしよりますよ。前置きを言わんとわからんでしょう。 
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○議長（清神  清議員）  前置きをもうちょっと簡潔にお願いします。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  今、高齢化率の話をしているわけですから。途中で議長が言われる

から……。 

○議長（清神  清議員）  今、２問目ですよ。１０年後の空き家のことについて質問してるんですよ。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  何を言いたいんかっていう、ずっと一連の流れで……。一方通行の

話は、それじゃあ置きましょう。 

○議長（清神  清議員）  はい。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  急激に空き家ができて、空き家バンクでの対応じゃ間に合わんよう

な事態が来るんじゃないかと思うんですね。ですから、空き家バンクを一歩進めるような、何か施策

が必要じゃないかと自分は考えるんですが、空き家バンクは最良のもので、これで将来的に近い将来

も全て賄えるというふうに町のほうはお考えでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  鳥上課長。 

○建設課長（鳥上 清史君）  松田議員は、再々、空き家空き家と言われていらっしゃいますけど、基

本的に空き家は個人の財産でございます。空き家は国土交通省からもいろいろな法律が出て、いろい

ろ施策は出ておりますが、基本的に空き家は、空き家の再生事業というのが国土交通省のほうからあ

ります。これは、基本的に除去、再生事業と両方ありますけど、再生事業については、基本的に

１０年以上、公共の用に供するものでないと対象となりません。ですので、空き家を改修して誰かに

貸すという、こういうパターンは基本的にだめでございます。 

 もう１個、國本さんが言われておりました要配慮者に対する住居の関係でございますが、これは基

本的には山口県の居住者支援協議会に空き家を持っている方が登録をして、個人に貸したいという登

録をして、耐震化、バリアフリーの工事とか、そういうことをするようになりますけど、これも基本

的に１戸５０万円程度の補助しかございません。空き家ですので、人に貸そうかと思うと、かなりの

詳細な工事が必要にとなりますし、金額も大きくなろうかと思うんです。ですので、居住者支援協議

会については、宅地建物取引業協会の山口県の会長が会長を務めていらっしゃいます。山口県の宅建

業者の方を集めて、いろいろな説明会をたびたびやっておられますけど、実際に、アパートとか空き

家を持っている人が手を挙げて、ほいじゃあ登録しましょうという話がなかなか出ません。なぜかと

いうと、国の補助金を使う場合は、いろんな資料をすごく出さなくちゃいけないんで、労は多いんじ

ゃけど、実が少ないというアンケートが出ております。ですので、なかなか空き家対策が進まないと

いうのが現状であろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  松田議員。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  ２問目は最後の質問にしたいと思います。時間も３分の２、ほぼ過

ぎましたので。午前中に、木本議員の質問で、町長の進退を６月ぐらいにははっきりするというふう

に言われましたが、僕は、限界集落の対処の仕方で、特に馬島については、ずっと何もせずに見てい

るんじゃなくて、今は高齢化率が７１％を超えています。高齢化率が進んでいる、ある面、僕は祭り

のみこしが海まで担いでいけない地域では、本土のほうからみこしを担ぐ応援を頼むんじゃという話

も聞いていますんで、もう馬島は限界集落だっていう、自分としてはそういう思いがあるんですが、

将来とも渡船の将来の維持をどうするんかとか、海を隔てたところですから、有人で行くのか、無人

で行くのかっていう、この辺りを、町議選に出るのか、出ないのか、進退をはっきりされるように、

馬島の位置づけをそろそろはっきり町として決める時期が来ているんじゃないかというふうに思いま

すので、また、今どうこう考えは聞きませんが、馬島はどういうふうにするかというのは、一つの検

討課題ということで提案しておきます。 

 ３問目に移ります。安全な通学路をと題しまして、町長、教育長、お願いします。 

 昨年、熊毛南高校と田布施中学校の生徒が交通事故で亡くなるという、あってはならない重大な事
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案が発生した。自宅と学校を往復する通学路は、安全な道幅の広い歩道、自転車道が望まれる。通学

路で狭い歩道の改善が早急な対策として、安心安全なまちづくりの視点からも必要である。小学校区、

中学校区において、通学時道路状況により、生徒に安全指導をしている箇所はどれくらいあるのか。

その危険箇所の改善見込みは。学校による交通事故防止の生徒指導で、生徒に自分の命は自分で守る

の意識づけが必要と思う。また、通学路の環境整備も事故防止の対策の大きな要素である。田布施町

に立地する唯一の高校、田布施農工高校の生徒がＪＲを利用し、駅から高校まで豆尾踏切を渡り、徒

歩通学している。田布施中生徒も学校のルールをよく守り、踏切は自転車を押して渡っている。事故

防止の観点から、早期の踏切改良と周辺道路整備の進捗状況をお尋ねする。お願いします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、私のほうからお答えします１点を先に申し上げます。安全な通学

路についてのお尋ねは、後ほど教育長から御回答してもらいますので、よろしくお願いいたします。

私からは踏切改良と周辺道路整備についてお答えいたします。お尋ねの箇所は、田布施農工高校への

通学路になっている町道上定井手線にある豆尾踏切、第一踏切や田布施駅から豆尾踏切までの駅南線

ですが、この踏切拡幅につきましては、平成２２年度より、ＪＲ西日本と協議を重ねており、平成

３１年度に、踏切拡幅工事に着手することで合意しております。 

 しかし、この工事は、町道定井手線と駅南線との道路改良工事の一体のものであります。道路の構

造としましては、一般部は車道１車線２.７５メートルの２車線、歩道は２.５メートルとして、踏切

内及び交差点部に車道１車線３メートルの２車線、幅２.５メートルであります。このため、町では、

町道定井手線の町道駅南線の用地補償や建物補償について各地権者との交渉を行っており、平成

３０年度の予算において確保できるよう努めているところでございます。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  それでは、御指摘のように、私の分の御答弁いたします。 

 御指摘のように、通学路の安全確保は大変重要な課題というふうに考えております。近年、全国各

地で、小中学生の登下校時の列に車が突っ込むという事案が多発する中、平成２６年度に、これは文

科相が国からの指導もありまして、田布施町通学路交通安全プログラムを策定し、これに基づいた指

導を行ってまいりました。しかし、昨年末、大変痛ましい事故が発生してしまいました。大変、悲し

く、残念に思う一方で、これまでにもまして、より一層の交通安全対策の強化を進めていきたいとい

うふうに考えております。 

 具体的な取り組みとしましては、田布施町通学路安全推進会議を年２回開催しております。１回目

の会議で、各学校が地域、保護者等から得た危険箇所の情報をもとに、関係機関で現地の点検を行い、

情報の共有を図るとともに、対応策を検討し、その解決策を進めております。２回目の会議では、

１回目の会議での対応策の実施状況及びその効果について検証を行いまして、必要に応じて、さらな

る対策を検討してまいっております。 

 平成２９年度末の時点で、改善要望箇所は、解消済みのものを含めまして３１箇所。そのうち、ま

ず、改修未定というものについて１４箇所ありますが、そういった状況となっております。また、こ

うした環境整備に加えまして、先の竹谷議員の御質問にも申し上げましたように、学校での交通安全

指導は、学校安全年間計画、交通安全指導月別計画でございますが、により、安全指導についてソフ

ト的な指導をしておるところでございます。 

○議長（清神  清議員）  松田議員。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  町長のほうへお尋ねします。 

 周辺道路整備の駅南線の、その拡幅、歩道が２.５メートルということで、今、線路と踏み切りま

で並行して走っている所の街灯は３基ありますけど、ＪＡさんとアパートと、レモン食品。いずれも

民間の街灯なんですよね。ですから、永続性に保証がありませんので、その周辺整備の時に、町は予
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算の関係で、なかなか新たな街灯は設置しないという方針のようにお聞きしてますけども、やはり、

駅から、特に、農工高校の生徒が通ります。特に、冬場は５時ごろにはもう暗くなりますんで、何と

か街灯の整備も考えてもらう必要があるんじゃないかと思いますんで、検討課題ということで提案し

ておきます。 

○議長（清神  清議員）  答弁は。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  特にいいです。 

 もう１問、質問しまして、私の質問を終わりたいと思います。 

 最後の質問ですが、教育長は午前中に、車優先社会を、歩行者とか、自転車の弱者に配慮するよう

な、そういうふうな施策も、具体的な案は別にして、そういうのが必要だというふうなことを言われ

ました。 

 実は、私もその思いで、豆尾踏切から高校の正門までは白線が引いてあります。ですから、この踏

み切りが広くなったり、線路と並行して走る道路が広くなったりするとスピードの出る道路になりま

すんで、踏み切りを渡って、線路から北のほうに、学校のほうへ向かって、何らかの、今ごろはよそ

のほうじゃカラー舗装するとか、あるいは、道路に段をつけて意図的にスピードが出んようにすると

か、いろんな対策が講じられているようですが、そういうあたりも。 

 せっかく道が広がっていいものができるわけですから、将来に、いいものをつくったという自信を

持って言えるようなものを次世代の人間に残せたらいいというふうに、私は提案して自分の質問を終

わります。ありがとうございました。 

○議長（清神  清議員）  以上で、松田議員の質問を終わります。 

 次に、河内賀寿議員。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  じゃ、戻りましょう。 

○議長（清神  清議員）  ちょっと待ってください。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  それじゃ、戻りましょう。終わりますと言いましたが、まだ、時間

がありますから、それじゃ、回答をお願いします。 

 自分は、先ほど言いましたように、子供たちのためにいいものを残したらというふうな思いで質問

しましたが。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  議会ですから、私がどうこう言うのもないですが、議会の先輩として、一言、

言います。 

 町議会での一般質問というのは、その都度、答弁をいただいて質問するんであって、御提案します

からちゅうて物事を終わると、何の質問やらわからんようになってしまう。提案ちゅうのは、それ以

外でちゃんとやってもらえればいいんであって、一般質問は一般質問としてちゃんとしていただきた

いというのが。 

 答えようがない。提案しときますちゅうて言われて、それで終わりですか。じゃ、答えようがない

から申し上げたんで、議会のあり方について、今、局長に言うただけであって、議会のあり方は、ま

た、局長を含めて、議長さん含めて話していただければ結構です。 

 今のについてお答えするという条件ではないんですが、あそこは、豆尾踏切は、もう、相当長くか

かって、ＪＲとの協議をしております。御承知のように、ＪＲは国鉄時代と違いまして随分難しくな

りました。踏み切りを１個停止しないと広げませんよとか言われるような条件がいろいろついたわけ

です。だけど、なおかつ、いろんな国会の先生にお願いしたり何だりして、何とか前へ進めようとい

うことでやっております。そして、そのできたあとのことについて提案しますということやから、ち

ょっと待ってくださいよと。 

 そりゃ、言われるとおりです。いい道ができて、速度を出して、事故を起こすような運転マナーじ

ゃ困るよと言われるのは当たり前です。それは、議会じゃなくして、そういうルールに基づいて、警
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察署、あるいは、その地域で一体となって、交通ルールはちゃんと守りましょうと言うてやるのが議

会の人であるし、地域の人であるし、子供を持つ親の対応だろうというふうに思います。 

 今日、傍聴されている方にもたくさん、交通安全に対しては平素から御協力をいただいて、協力を

いただいている方がいらっしゃいます。そういう方等含めて、交通安全に対しては、とにかく道路が

よくなる。道路がよくなったら、交通事故が起こるという感覚は、ちょっと、私から言えばそうじゃ

ない。使用する者の管理、安全性、そういうものをしっかりとわきまえてやるのが大事なことであっ

て。道路をようすると、事故が起こるけぇ、そのほうを何とかせえと言われて、こういうことを提案

しておきますって言われたって、私はお答えできる状態でもないし、話すこともできないという意味

で、議会のあり方をもう少し研究しなさいよという話をしたんです。 

 以上です。 

○議員（１１番 木本 睦博議員） 議長、河内議員を指名した後にまた戻って質問をしていいんです

か。 

○議長（清神  清議員）  だから、暫時休憩をという前に先に座ってしまったもので、まことにもう

しわけないんですが、以上で。 

 先ほども、私も２度も松田議員には質問してくださいというふうに言いました。でも、議長のせい

でというふうなことも言われましたが、今後、ぜひ、質問するということで、自分の提案でなくてや

ってください。松田議員の質問を終わります。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  申しわけありません。提案でも、どう思いますかっていうふうに聞

きます。皆さん、時間取りまして、申しわけありません。提案でも、この提案にどう思いますかって

いうふうに、ここで聞きましょう。 

○議長（清神  清議員）  では、今、時間も３時になりましたので、ここで、先ほど河内議員と言い

ましたが、訂正させていただきまして、ここで１０分間の休憩を取らせていただきます。３時１０分

から再開いたします。 

午後２時５８分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時１０分再開 

○議長（清神  清議員）  休憩前に引き続き、本会議を開きます。 

 次に、河内賀寿議員。 

○議員（９番 河内 賀寿議員）  それでは、一般質問をいたします。 

 質問は１問だけですので、普通の一問一答でございます。 

 質問事項は、防災無線もっと増やせないかということで、答弁者は長信町長でお願いします。 

 それでは、質問に入ります。 

 台風や火事の情報などを伝える防災無線は大事なものです。ただ、放送を一語一句正確に聞き取れ

るかというと、そうでもない場合も多いようです。スピーカーを直接目視できれば、放送も直接耳に

入るので、ほぼ正確に聞き取れると思います。 

 しかし、家を閉めきっていたり、他人の家や塀が間に入ると音が反射し、聞き取りづらくなります。

もちろん各自の耳の聞こえ方の良し悪しもあるので、町民全員によく聞こえるようにするというのは

不可能だとは思います。 

 しかし、防災無線の数をもっと増やせば、多くの人が聞き取りやすくなると思いますがどうでしょ

うか。もっと増やせるかどうか、お尋ねいたします。よろしくお願いします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、お答えします。 

 本町の防災行政無線は、平成２４年から２６年までの３カ年でデジタル化への更新工事を行い、現

在町内に親局１基と屋外子局が４０基を整備・運用しております。 
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 防災行政無線は、町民の皆さんへ情報伝達するための中心的な役割を担う設備であります。議員御

指摘のとおり、防音環境が整った住宅で窓を閉めきった家の中まで音声が届くようにすることや、ス

ピーカーから距離がある住宅まで音声を届かせるのは困難であり、また、地形や建物の配置、風雨な

どの気象条件により音が遮られることなどや、山びこのように音声が反響して音声が聞き取りにくい

場合など、さまざまな要因により、防災行政無線ですべての世帯へ情報を伝えるのは限界がございま

す。一方、音がうるさい、音量を下げろと苦情もございます。 

 私は、難聴地域等の方々からの御不満や要望があることは承知しております。御不便をお掛けして

いることに対して、大変申しわけなく思っております。 

 しかしながら、それらを解消するために、難聴地域等に子局を増設整備するには、反響音対策も含

め全体配置を再検討する必要があります。現在のところ、増設は考えておりません。 

 町から放送する内容は、できるだけ簡潔に聞き取っていただきやすいように工夫して放送しており

ますが、聞き取りにくかった場合には、放送した内容をもう一度音声で聞くことができるテレホン

サービスがありますので、御活用を願いたいと思います。 

 また、田布施町メール配信サービスでも、放送した内容や防災・防犯情報、気象情報、町からのお

知らせ、イベント情報、子ども子育て応援情報など、希望されるメニューに応じ情報を配信しており

ますので、ぜひ御登録をいただき、活用いただければと思っています。 

 その他の有効な伝達手段としては、防災行政無線の個別受信機がございますが、屋内に設置します

ので、情報通信手段として申し分ありませんが、仮に町内全戸に整備するには、数億円が必要となる

ことから、こちらにつきましても、現在、新たな整備していくことは考えておりません。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  河内議員。 

○議員（９番 河内 賀寿議員）  今、４０基と親機１ということで、もうそれ以上は、まだ増やす予

定がないという、結論はそうなのかもしれませんが、実際、やっぱり今日のやつようわからんかった

とかいう話を、井戸端会議で、なんかの放送があったときには、お年寄りの方同士で話すのはよく聞

くことであり、こういう質問もしてみようと思ったんですけど、今言われたように、役場に「今のよ

うわからんやった」とか電話かかってきちょったようなこと、件数もあるみたいな話を聞いたので。

そもそも論で、田布施町を地図にした場合、この辺はものすごい聞きとりにくい地域がいっぱいある

ぞ、４軒、５軒じゃない、何十軒もあるぞとかいうような、大体よう聞こえるようなところが把握と

かは、地図に書いたりできるような把握はされちょってんでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  全体の町内の位置にですね、防災無線の配置、先ほどの子局４０基

をどのように配置しているかというのは、もう地図におとしております。どこまでが聞こえないかと

いうところについては、全部を把握しているわけではございませんけど、そのお電話があったりした

ときには、テレホンサービスの御案内等をしているような次第であります。 

 先ほど２４年、２５年、２６年に増設を、新設を１２基ほど、そのときにしております。それも全

体配置を見た中で、入りにくいところ、それから既存の部分でも移設をしたりとかそういったところ

で、全体に少しでも聞こえやすいということで配置をしているということでございます。 

 以上です。 

○議長（清神  清議員）  河内議員。 

○議員（９番 河内 賀寿議員）  私の家も普通に閉めきってたら、やっぱり何言いよるかなと思って、

外に出て聞いてみようかなとか思ってると、話が途中からで、あれ、何じゃったんかなとかいうこと

もあったですけど。 

 例えば、町長のお宅とか山の中ですけど、よう聞こえられますか。ちょっとそういう点で、山とか

どうかとかと思いまして。 
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○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  聞こえるときと聞こえないときがあります。ほとんど携帯のほうに入ったり、

聞こえないときは電話かけということで確認とってます。 

○議長（清神  清議員）  河内議員。 

○議員（９番 河内 賀寿議員）  では、きょうこの質問をしようと思ったのは、そういう井戸端会議

話もあったんですけど、やっぱり、かなり緊急性を要する話で、死ぬか生きるか絡みで最近よく話題

になっているのが、北朝鮮のミサイルの落下とかの話の関係があって、さすがにあれなんかは情報が

掴めて、私なんかは１００％撃ち落とせるという説のほうで安心はしておるんですけど、万一迎撃に

失敗した場合とかで、岩国のほう向かっとったやつが、航法がちょっとそれて田布施のほうへ落ちよ

るとなると、毎日あったようなときだったら、本当に死ぬか生きるか話になるんで。 

 そういうときに、そういう情報とかを、やっぱり田布施の防災無線でも、あと５分ぐらいで落ちそ

うですというのは、航法がずれてから、岩国じゃなくて田布施に落ちよりますというようなことがあ

った場合、電話で聞き間違えていたりするような時間がないなというのがあって、そういうのもちょ

っと結構、危険があるようなことが、万一があっちゃいけないというのもありまして、こういう質問

にしたんですけど。 

 やっぱり、もう増設ないんですね。いっぱいあったら、基本的にはほとんどの人には確かに聞こえ

るんじゃないか。結構、今でもいろんな人が、聞こえてない人が、やっぱり多いんじゃないかという

のが、いろんなところで、お年寄りの話聞いて、いろんなところできょうの聞こえてないのとか、よ

うあるんですけど、本当にもう全然、考えにございませんか。 

 お願いします。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  先ほど、町長からも答弁しましたけど、実際に移設、２４年から

２６年にやったときも、相当設置する箇所とか移設するんでも、相当に地域の方々と話して決めたと

いうような状況で、反対に移設したから少しは聞こえやすくなったということで、そういったんで対

応しています。 

 先ほども町長答弁しましたけど、反対に近くに来て、うるさいとか、どうでも切れとかいう反対の

御意見もあるということで、確かに今、北朝鮮のミサイルの関係で、そういった情報を早く出したい

という、こちらもあるんですけど、それについては一番いいのは田布施メールで配信するっていうの

が一番だろうと思いますし、Ｊアラートの受信についても新しい体制で、３０年度にも新しい受信機

でいろんな情報が出るというような状況もしておりますので、全体の配置を全部見直さなきゃいけな

いということもございますので、現在のところ、その増設とかそういったところについては考えてい

ないというのが現状でございます。 

○議長（清神  清議員）  河内議員。 

○議員（９番 河内 賀寿議員）  ミサイル話になると、本当に生き死にがあるんで、大事なんでちょ

っと今、話してみたんですけど。いろんな、パソコンに出たりテレビに出たり、いろんなツールが、

今いろんな進歩しちょるんで。それで、ミサイル情報にしてもすぐわかるかもしれませんが。若い人

なんかやったら、大体そんなんですぐと思いますけど、やっぱりお年寄りなんかは、普通に防災無線

が頼りの人、結構あれで聞いてつうの、すごく素朴の人も結構多いんじゃないかなと思うんで、でき

たら本当、もう少しふやしてもらえればという質問なんですが、今、そういう説明もございましたの

で、またいろいろ、今後ミサイルの状況とか、さらに悪化するようなこともあった場合には、またよ

く検討していただいて、この質問を終わりたいと思います。 

 よろしくお願いします。失礼します。 

○議長（清神  清議員）  以上で、河内賀寿議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 
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○議長（清神  清議員）  最後に、西本篤史議員。 

○議員（４番 西本 篤史議員）  質問２問いたします。どちらも一問一答でお願いいたします。 

 まず、光通信網の整備はどうなったかということで、長信町長お願いいたします。 

 町は地方創生の一環として、光通信網整備を上げたが、なかなか広がらない。大波野地区４０軒は、

平成２７年１０月２８日に、光ファイバー網早期整備の要望書を提出いたしました。その後どうなっ

たか御質問いたします。 

 今や光通信は、若い世代にとって必要不可欠で、あるところに転出してしまう可能性もございます。

人口増加のためにも、町内早期光通信網整備をしてはどうでしょうか。よろしくお願いいたします。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、お答えします。 

 光通信網の整備についてのお尋ねでありますが、先日大波野地区の要望につきましては、ＮＴＴ西

日本山口支店に来庁いただいたとき、西本議員も同席の上で、大波野地区の自治会長の皆さんへ、Ｎ

ＴＴ西日本の光ファイバー網のサービス提供の考え方や、大波野地区の現況につきましては御説明し

たところでございます。 

 また、光ファイバー網の整備については、瀨石議員の質問にも答弁させていただきましたが、離島

を除く町内全域への光ファイバーの全域に向けて、辺地総合整備計画の活用を踏まえ、町内全域への

サービス拡充を検討しましたが、残念ながら、平成３０年度においては、庁舎の耐震改修事業等もあ

り、財源のめどが立たず、それ以降へ先送りの決断をせざるを得ませんでした。 

 しかしながら、昨今はインターネットを使用した多くのサービスは、光ファイバー網を前提とした

超高速ブロードバンドの環境が求められていること多くなっています。本町としても、引き続き離島

を除く町内全域への光ファイバー網の拡充を目指し、財政状況を踏まえつつ、その方法を調査、研究

してまいりたいと思います。 

 先般、辺地地域の方と一緒にお見えになったときも申し上げたとおりであります。何とかできるよ

うに努力はしていきますが、財政面等としっかり協議して、負担のかからないような状況を見てやっ

ていきたいというふうに思います。 

○議長（清神  清議員）  西本議員。 

○議員（４番 西本 篤史議員）  どうもありがとうございました。まず、平成２７年１０月、今

３０年大体２年５カ月もかかっておるんです。ちょっと遅いんじゃないかなという気がいたします。

もっと対応を早くしていただきたかったと思います。先日の話し合いの中で、ようやく大波野地区、

大体この辺まで来る見込みの地図、ちょっと見せていただきましたけども、まだ完全でないような感

じで、ちょっと地域の方にも、ちょっとお見せできない状況であると思います。 

 光ファイバー網は、先ほど言いましたけども、地元の人が早ようしてくれ、早ようしてくれちゅう

ことで、１日でも早くほしいということで、今聞いております。これもちょっといろいろ財政の関係

もございましょうけども、早くちょっとやっていただきたいと思いますが。 

 午前中の瀨石議員との一般質問の回答の中で、田布施町で約１割、まだ整備されていないというこ

とでございますけれども、辺地債が使えるとこと使えないとこ、合わせて１割でしょうか。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  今、現在、光ファイバー網の整備した地域で、町内の全地域の世帯

から見て１割の世帯のところに整備ができていないということであって、これから整備するところが

辺地対象地域かどうかっていうところで、回答しているわけでなくて、現在の状況での世帯数でいえ

ば、そういったことっていうこと、残り１割の方の世帯に行けていないというような回答であります。 

○議長（清神  清議員）  西本議員。 

○議員（４番 西本 篤史議員）  それと、事業費は１億６,０００万円かかるということでしたけど

も、辺地債を使った場合、辺地債、小行司、竹尾、国木ですかね、その辺の辺地に使える地域という
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のがあると思うんですけども、そちら辺地債を使った場合の事業費、これ大体わかりますか。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  先ほど、ちょっと説明させていただきましたけど、今のよいよの概

算の試算ではございますけど、ＮＴＴのほうから言われているのが１億５,０００万円というふうに、

残りの離島を除くところの整備を全部するのに１億５,０００万円ということで、辺地の対象のとこ

ろ、実際先ほどいいましたけど、辺地のところが今小行司と竹尾地区、それにプラス国木、真殿地域

が辺地に持っていけるのではないかという試算をしております。 

 そこに持っていく線のところで、世帯数である程度辺地のほうに持っていけるかなというこちらの

思いの中で、約半分程度の事業費が辺地債に持っていけるんではないかなという試算ではございます

ので、実際にやっていくのに、そのとおりいくかどうか、ちょっとわかりませんけど、やはり、町長、

副町長とも協議するのに、どれぐらいかかるという概算で出したときに、それであります。 

 あと辺地計画にのせるのに、やはり年度が必要になってきますんで、その辺を決めて、議会のほう

にもその辺地計画のところを出して御承認いただくということになってくると思いますので、その辺

が決まらないと、ちょっと今、出していないというのが状況でございます。 

○議長（清神  清議員）  西本議員。 

○議員（４番 西本 篤史議員）  この辺地地域ですね、この間も小行司の方が来られて、はあ早期に

やってくれるかと思ったけど、なかなか思うようにいっていないもんですから、早よしてくれという

ことを聞いております。ぜひとも、来年度予算はちょっと無理ということですから、その次には何と

かぜひお願いしたいと思います。 

 続きまして、第２問行きたいと思います。 

 子ども・子育て条例について、長信町長と尾﨑教育長、よろしくお願いいたします。 

 子どもを取り巻く環境は、目まぐるしく変化しております。コミュニティースクールは学校教育課、

地域教育ネットは社会教育課、放課後子供教室は社会教育課、放課後児童クラブ、認定こども園は町

民福祉課が行っております。 

 また、子ども会は本来自治会組織でありますが最近脱会するところがふえております。ちょっと社

会教育課のほうで調査してもらいました。現在、城南地区、ここにおいては、単子、単独子供会です

ね、町があって、その下に各地区の単子子供会、城南地区で単子が７単子あります。そのうちの城南

地区の加入率は１００％、ほば全員の子供が子供会入っております。西田布施におきましては９単子、

これは９８％、ほぼ１００％加入しております。東田布施地区においては７単子、４３％半分以下の

加入率でございます。また麻郷地区現在５単子ございまして、加入率は５１％、麻里府地区は、今麻

郷校区に入っておりますが、来年度は脱会をすると、麻里府地区単独でやると、町子連には入らない

と。また麻郷地区は、今５単子ございますけども、来年度は２単子脱会するとこういう状況になって

おります。 

 いろんな会がございまして、入り組んでおりますので、まとめるためにも、こういった子ども課、

以前も質問しましたが、子ども課、山口市なんかはこども未来課とか、それぞれまとめた課をつくっ

ております。 

 また山口市は昨年、議員提案で子ども・子育て条例をつくっております。全ての子供が健やかに育

つことができる地域社会の現実と実現を基本理念に上げ、市は子ども子育て支援の政策を総合的、計

画的に推進する。保護者や学校、市民らは、子供が心身ともに健やかに育つように努めたり、支援し

たりすることなどを求めております。 

 町も、子ども・子育て支援法はございますが、地域の役割を徹底するためにも、条例をつくっては

どうでしょうか。御質問いたします。 

○議長（清神  清議員）  教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  それでは、今の御質問にお答えをしたいと思います。 
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 子ども・子育て条例につきましては、町長のほうから、後お答えいただくようになっております。

私のほうからは、子ども・子育てにかかわる業務の集約、統一に関する御質問につきまして、町教育

委員会が関係している事業を通して簡単に申し上げたいと思います。 

 まず、学校教育課が所管する、子ども・子育てに関係しそうな業務内容としましては、当然小中学

校の施設設備の管理や教職員の指導は申し上げるまでもありませんけど、そのほかには、主に就学援

助費や就園奨励費補助、奨学金等の業務を学校教育課は行っております。 

 また、社会教育課では、今も御案内のとおり、子ども会やスポーツ少年団の青少年団体への支援や、

放課後や休日の教育活動事業、それから家庭教育への支援事業を行っております。 

 そのほか、就学前の教育相談や放課後児童クラブ、子ども教室、いわゆる地域教育ネットのように、

町の教育委員会と首長部局、町民福祉課等が一緒に進めているような事業もあります。 

 また、就学支援や就学奨励費補助等につきましては、市町によっては、教育委員会部局以外で取り

扱っているようなところもあるようです。ＡＩの進展や少子化、人口減が急速に進む中で、コンパク

トかつ高機能な役場機能を目指す必要からも、効率的に行政事務等を行っていく必要があり、子ど

も・子育てに係る事業内容等につきましても、教育委員会部局と首長部局がすり合わせを行いながら、

業務改善を行っていく必要があるというふうに思っております。 

 ただし、身の丈で物事を進めて行こうとする流れの中で、本町におきましても、部局、田布施の場

合は町とか課でございますが、それを増やすことについて、熟慮を要する問題であるというふうに考

えておりまして、今後の検討材料にさせていただきたいというふうに思っております。 

○議長（清神  清議員）  長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、私のほうからもお答えいたします。 

 子ども課の設置や子ども・子育て条例の制定についての御提案であります。少子化や核家族の進行、

地域のつながりの希薄化など、社会環境が変化する中で、子どもと子育ての家庭を取り巻く環境が大

きく変化しています。 

 このような状況に対応し、誰もが安心して子育てができる、子どもの最善の利益が実現されるよう

な環境を目指し、子ども・子育て関連３法が制定、子ども・子育て支援制度が施行されて、地域での

子ども・子育て支援の充実が図られています。 

 町も平成２７年３月に策定した、田布施町子ども・子育て支援事業計画により、子育てに関する総

合援助事業としてのファミリーサポート事業、小学校６年生までが対象となって行っている児童クラ

ブ運営事業、一時保育、延長保育あるいは障害児保育等の保育事業、病児、病後児保育事業、子供の

医療費の無償化などの施策を実施しています。妊娠期から子育て期にわたるまでの支援について、切

れ目のない支援を行うことができるよう、ワンストップ拠点としての子育て世代包括支援センターの

立ち上げも継続しております。 

 町において策定した、子ども・子育て支援事業計画の基本理念は、次世代を担う子供が笑顔で健や

かに成長することのできるよう、地域のみんなで子育てを支えるとともに、子供の成長を笑顔が田布

施の元気と未来につながるまちづくりを進めることを掲げています。 

 この基本理念に基づいて行っております子育ての具体的な施策等が、条例を制定することにより、

町民が一体となって理解を深め、さらに充実したものになればよいと考えており、今後十分研究して

まいりたいと思います。 

 また議員の御提案の子ども課につきましては、県や市では規模を大きく、ある程度１つの課に特化

して業務を実施することができるかもしれませんが、本町では職員数も少なく、事務スペースの問題

もあり、現在のところ子ども課の新設は考えておりません。また、さきに向けてしっかり研究をして

まいりたいというふうに思っております。 

○議長（清神  清議員）  西本議員。 

○議員（４番 西本 篤史議員）  どうもありがとうございました。この条例ですね、一番大事なのは、
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山口市の条例ちょっと見たら、第２章にございます、関係者の責務、役割、これが一番大事なんじゃ

ないかと思っております。全ての子供たちが伸び伸びと育つために、保護者、行政、地域住民、学校

関係者、全ての市民の責務と役割を明らかにする。要はそれぞれの役割を明確にしないと、あれは向

こうじゃろ、これはこっちじゃろというんじゃどうもならんのです。とにかく決め事を決めないと。 

 今、東地区の子ども会、新しいアパートとか団地とか、こういったとこたくさんできておりますけ

ども、本来でしたら自治会組織でございますから、自治会のほうでつくりましょうとか、それが本来

の姿だと思います。西田布施においては９８％、ここも条件一緒です。アパートもあるし、振興住宅

もございます。それなのに９８％入っている。ちゅうことは、各公民館といいますか、地域ですね、

自治会のほうが、これ入らんでいいよとか、いらん、いらんとか、そういう決め事がないもんですか

ら、まとまりがつかない、できないそういう状況に、今なっておりますので、その辺をもっと明確に

するべきじゃないかと思っておりますが、その辺どうでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  川添課長。 

○町民福祉課長（川添 俊樹君）  確かにおっしゃるように、山口市の条例見さしてもらいましたけど

も、事業者、それから住民、行政いろんな形で明確にされています。それが実際に明確にすることに

よって、それが動いていければ、非常にいいと思っていますし、事業的には、今の子ども・子育て支

援事業計画を作成していますので、それに基づいた形で事業自体は実施していますし、いろんな団体

とか、いろんな組織と協議しながら進めてきていますので、連携はある程度とれていると思うんです

けれども、議員さん言われるように、地域と事業者等がもっと理解をしていただけるような形で、そ

のような形になれば、条例としては非常にいい形になるんじゃないかとは考えております。 

○議長（清神  清議員）  西本議員。 

○議員（４番 西本 篤史議員）  条例というのは、よく言われるんです。あっても知らんにゃあ意味

がないんじゃないかと、そういう方もいらっしゃいますし、反対にあったがために抑止力になったり、

困ったときに、これに条例があるじゃないかというふうに説得力もございます。ということは、やっ

ぱり条例をつくって、前に進むべきと私は思っておりますが、先ほど町長言われましたように、これ

から研究をするということで期待しておりますが。 

 子供会においても、なぜやめるかいうたら、役員やりとうないからやめるというふうに身勝手な考

えでやめられる子供会が多いんです。もっと子育てに手抜きはないと思うんです。地域上げて保護者、

学校関係者全協力して、子育てしていただけたらと思います。 

 特に、麻郷地区においては、ＰＴＡと子ども会、この辺の連携がちょっととれていなくて、この間

も教頭先生とお話したんですけども、西とか城南とかは、この辺の連携がとれておりまして、役員が

重ならんような方法をとっております。ちょっと麻郷は、はあどちらもで役員するような格好で保護

者の方も手を上げて、やっちゃれちゅうような感じになっておりますので、その辺も、学校を中心に、

その辺をもっとやっていただいたらと思うんですけど、その辺どうでしょうか。 

○議長（清神  清議員）  尾﨑教育長。 

○教育長（尾﨑 龍彦君）  子ども会については私もいろいろ聞いて、うちの地区も鳥越ですけど、結

局この間の班長集会で聞いたら、結局どんどん減っているのに、今議員がおっしゃるように役割が自

分のところに皆回ってくると、ますますもうやれない、皆今若いお母さんお勤めですから、そういう

ないろんなもんで出されるとやりにくくなると。結局は子供がそれで非常にかわいそうな目に合って

いるという状況はありますしね。 

 ちょっとまた、今までは先ほどのあれじゃありませんけど、子ども会については、余り学校とかい

わゆる学校現場事務局がかかわることないし、社会教育課については、そういったいろんな会長さん

のもとで、いろんな事務的なことをやらせていただいておりますが、校長ともちょっと協議しながら、

何かそういったことができるもんであれば、麻郷のようにどんどんやめていくと、ますます役員がも

う年中回ってくるというふうに言われておりました。平均でやるので。ちょっと社会教育課のほうへ
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行って、事務局はとにかく城南を東、西というふうにぐるっと同じ人数で回ったら、当然人数が違う

ので考えてみれんかちゅうことは、ちょっと話しましたけど、大きな難しい問題になっても、できる

だけ続けてほしいちゅって、いい活動しておりました。昔は３１日の夜には、みんなが子供たちは神

社に連れて参るとか、非常にいい光景がありましたけど、そういうのもなくなっていますし。特に麻

郷はそういう面では危機的な状況になっておりますし、気にはなっておりますし、会議でも話すんで

すが、余りいいことじゃないかもわかりませんが、学校しか伝えるとこありませんので、また校長等

に相談して、少しでも改善できるかどうかわかりませんが、自治会のほうにもまた協力しないといけ

ませんし、少し動くのは動いてみたいと思います。 

○議長（清神  清議員）  西本議員。 

○議員（４番 西本 篤史議員）  今、国はコミュニティ・スクール、県は教育ネットということでや

っておりますけども、田布施町の教育ネットの枠組みの中で、いわゆる学校の放課後教室とか、町子

連とか全部入っているわけですから、言いかえれば説得力あると思うんですよね。枠組みに入っちょ

るから、皆協力してやればいいじゃないか。そういうふうな格好で、これから組織づくりといいます

か、していただきたいと思います。質問を終わります。どうも、ありがとうございました。 

○議長（清神  清議員）  以上で、西本篤史議員の一般質問を終わります。 

 これをもって一般質問全て終わります。 

 ここで、お諮りをいたします。一般質問が５時までに終わりましたが、本日の会議時間は、議事の

進行によりまして、今から日程第５から日程第３３までありますけれども、ここで延長をしたいとい

うふうに思います。６時までの延長をしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  異議なしと認めます。したがいまして本日は延長して午後６時までといた

します。終わり次第閉会といたしたいと思います。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第１号 

日程第６．議案第２号 

日程第７．議案第３号 

日程第８．議案第４号 

日程第９．議案第５号 

日程第１０．議案第６号 

日程第１１．議案第７号 

日程第１２．議案第８号 

日程第１３．議案第９号 

日程第１４．議案第１０号 

日程第１５．議案第１１号 

日程第１６．議案第１２号 

日程第１７．議案第１３号 

日程第１８．議案第１４号 

日程第１９．議案第１５号 

日程第２０．議案第１６号 

日程第２１．議案第１７号 

日程第２２．議案第１８号 

日程第２３．議案第１９号 

日程第２４．議案第２０号 

日程第２５．議案第２１号 
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日程第２６．議案第２２号 

日程第２７．議案第２３号 

日程第２８．議案第２４号 

日程第２９．議案第２５号 

日程第３０．議案第２６号 

日程第３１．議案第２７号 

日程第３２．議案第２８号 

日程第３３．議案第２９号 

○議長（清神  清議員）  それでは、続きまして、日程第５、議案第１号平成３０年度田布施町一般

会計予算議定についてから日程第３３、議案第２９号田布施町文化財保護条例の一部改正についてま

で、２９件を一括議題といたします。 

 議案の朗読は省略します。 

 提案理由の説明を求めます。長信町長。 

○町長（長信 正治君）  それでは、本日提出いたしました２９議案の概要について、御説明を申し上

げます。 

 議案の説明に先立ちまして、平成３０年度の行財政運営全般にわたる私の所信の一端を申し上げま

す。 

 私にとって、本年度は、任期の総仕上げの年度であり、町長として満１２年を迎える年であります。 

 町長としてのこの期間、国と本町を取り巻く状況は刻々と変化しており、目下国の状況を見ますと、

２８年ぶりとなる四半世紀連続のプラス成長、４年連続の賃上げにより、民需主導の力強い経済成長

が実現し、デフレ脱却への道筋を進んでいるように思われます。 

 しかしながら、平成３０年度としていた国と地方の基礎的財政収支、いわゆるプライマリーバラン

スの黒字化を２年先送りにするなど、その財政面では厳しい状況が続いており、地方財政計画の、こ

の影響を注視していかなければならないと思っております。 

 本町の財政状況においても、年々改善しているとはいえ、依然厳しい状況が続いております。 

 そうした中で、本年度予定しております庁舎の耐震補強等事業により、多額の起債を発行、基金の

取り崩しを予定しており、一層厳しさを増すことが懸念されています。 

 しかしながら、事業の厳選、経常経費の見直し等を徹底し、本町におけるプライマリーバランスの

黒字は堅持した上で、東北大震災の教訓から、必要不可欠な災害時に災害対応の拠点となる本庁舎の

耐震化を予算計上いたしました。 

 また、地方創生関連、子ども・子育て支援、国営ほ場整備事業の推進体制強化や農業・水産業の担

い手の確保・育成にかかわる経費等について予算計上しております。 

さて、今年は、明治改元から１５０年の節目の年でもあります。 

 偉大な先人の方々の御苦労に感謝しつつ、未来に目を向けて、町民の皆さんとともに、笑顔と元気

あるれる住みよいまち田布施を築いていく覚悟であります。 

議会におかれましては、本年度も、お力添えを御協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 それでは、提出議案の概要について、御説明申し上げます。 

 議案第１号は、平成３０年度田布施町一般会計当初予算であります。 

 予算総額は６０億１,３００万円で、前年度当初予算に比べ１.９ポイント、１億１,１００万円の

増額であります。 

 まず、歳入について主なものを説明いたします。 

 町税は、法人町民税等について若干の増額を見込み、前年度に比べ９１７万９,０００円の増額と

なる１６億９,８０１万３,０００円を計上しております。 
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 地方交付税につきましては、地方財政計画の動向等により、普通交付税を前年度より５,０００万

円、特別交付税を前年度より１,３００万円を減額し、全体で１８億６,５００万円を計上しておりま

す。 

 国庫支出金は、臨時福祉給付金事業、尾津漁港海岸保全事業の減額などにより、全体で前年度に比

べ７,４０４万５,０００円の減額となる、６億５,８１１万７,０００円を計上しております。 

 繰入金は、庁舎耐震補強等事業に充てるため、公共施設整備基金からの繰入金を計上したことなど

から、前年度より３,０００万円増額し、全体で８,０００万円を計上しております。 

 諸収入は、１億１,８３７万８,０００円の計上で、前年度に比べ３,９１０万８,０００円の増額と

なっております。 

 これは、旧熊南環境衛生組合第２工場の解体費用を現熊南総合事務組合から受け入れたことや、オ

ラレ田布施に係る周南市からの事務協力金が、実績等により見込み増となったことなどによるもので

す。 

 町債は、庁舎耐震補強等事業の増額等により、前年度より１億７,０９０万円の増額となる６億

８,０７０万円を計上しております。 

 次に歳出について主なものを説明します。 

 まず、人件費における一般職の退職手当負担金につきましては、本年度から平成３４年度までの負

担金が改定となったことにより、前年度より８,７２８万９,０００円減額して計上しております。 

 総務費は、庁舎耐震補強等事業にかかわる工事費等の計上により、前年度に比べ、２億

８,３９０万６,０００円の増額となる１０億９６９万円を計上しております。 

 民生費は、臨時福祉給付金事業の減等により、前年度に比べ、５,６６０万６,０００円の減額とな

る１８億３,８６６万円の計上であります。 

 衛生費は、旧熊南環境衛生組合第２工場の解体にかかわる周東環境衛生組合への負担金の増額等に

より、前年度に比べ、２,６７４万７,０００円の増額となる４億７,７０８万８,０００円の計上であ

ります。 

 農林水産業費につきましては、前年度に比べ１,７９９万円の増額となっております。これは、尾

津漁港の海岸堤防老朽化対策事業に係る機能診断・調査費等を計上したことによるものです。 

 土木費でありますが、前年度に比べ、８,４６６万６,０００円の減額となる７億４,３４６万

３,０００円を計上しております。これは、町道補修事業や波野団地北住宅の整備に係る測量設計費

等を減額したことによるものです。 

 消防費は、浜城地区の地域防災センター整備事業の完了により、前年度より４,３３３万

４,０００円の減額となる２億６,５３０万５,０００円を計上しております。 

 議案第２号から議案第５号までは、特別会計の当初予算であります。 

 まず、議案第２号の国民健康保険特別会計ですが、本年度の制度改革によって、山口県が保険者に

加わり財政運営の責任主体となることから、予算規模が縮小し、前年度に比べ３億５,４８２万

２,０００円の減額となる１９億３,１２６万円を計上しております。 

 なお、歳入における保険税の減額見込みなどにより、基金繰入金として３,０００万円を計上して

おります。 

 次に議案第３号の下水道事業特別会計であります。 

 前年度に比べ、８０万円の減額となる８億９,１８７万円を計上しております。本年度の事業内容

は、宿井地区や浜城地区等の管渠整備事業や、中央雨水幹線整備事業等であります。 

 議案第４号の介護保険特別会計でありますが、居宅介護サービス給付や施設介護サービス給付等の

保険給付費について増額が見込まれるため、前年度に比べ１億６,１７８万９,０００円の増額となる

１６億８,４７６万５,０００円の計上です。 

 議案第５号の後期高齢者医療特別会計は、後期高齢者医療保険料負担金の増額等により、前年度に
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比べ、３,００４万２,０００円の増額となる２億８,５８８万３,０００円を計上しております。 

 議案第６号から議案第１０号までは、平成２９年度の各会計に係る補正予算に関するものであり、

歳入財源の確定見込み及び各事業の最終見込み等により、所要の補正を行うものであります。 

 議案第６号は一般会計補正予算であり、２億７,８５１万７,０００円を減額補正し、予算総額を

５８億５７７万３,０００円とするものであります。 

 まず、歳入ですが、町税は、償却資産に係る固定資産税の増収見込み等により、２,８３０万

６,０００円増額しております。 

 地方交付税につきましては、特別交付税の収入状況等により、１,８００万円減額しており、国庫

支出金は、事業費見込みによる社会資本整備総合交付金事業や海岸保全事業等の減等により、１億

４,８６８万円の減額です。 

 県支出金につきましても、１,４６２万６,０００円の減額補正であり、児童手当交付金や海岸保全

事業等の減等によるものです。 

 町債につきましても事業費見込みにより、１億２,６５０万円減額しております。 

 次に歳出ですが、まず総務費につきましては、公共施設整備基金積立金の増等により、

１,４８２万４,０００円の増額補正としております。 

 民生費は、児童手当、法人保護措置費や障害者自立支援事業の事業費見込み等により、

３,９４８万６,０００円の減額補正です。 

 農林水産業費につきましても、１億８３７万円の大幅な減額であり、これは、農業水利施設整備事

業負担金や尾津漁港海岸保全事業の事業費見込み等によるものです。 

 土木費は１億３,２２４万７,０００円の大幅な減額補正であり、これは町道改良事業の減等による

ものです。 

 議案第７号から第１０号までは、特別会計に関するもので、いずれも事業内容の確定または見込額

に伴い所要の補正を行うものであります。 

 なお、繰越明許費を計上しておりますので御説明いたします。 

 まず、一般会計の繰越明許費でありますが、水産物供給基盤機能保全事業２４万２,０００円、町

道補修事業８６０万円、町道新設改良事業１,５６９万４,０００円、用途地域見直し事業３４８万

９,０００円、町営住宅長寿命化計画策定事業４７７万４,０００円、中学校大規模改造事業の単独分

１９６万６,０００円の６事業、合わせて３,４７６万５,０００円を計上しております。 

 次に、下水道事業特別会計の繰越明許費につきましては、公共下水道事業５,０５１万８,０００円

を計上しております。 

 以上が、予算関係の議案についてであり、引き続き、条例その他の案件について御説明いたします。 

 議案第１１号は、田布施町附属機関設置条例の制定についてであります。 

 本案は、各種委員会や協議会等について、実態確認等を行い、附属機関と判定さらた委員会等につ

いて、他の条例ですでに規定されたものを除き、地方自治法第１３８条の４第３項に基づき一括して

条例で規定するものであります。 

 議案第１２号は、田布施町行政手続条例の一部改正についてであります。 

 主な改正点は、第６章に定める意見公募制度を廃止するものであります。 

 この意見公募制度は、県及び県内市町に先がけて平成１９年の一部改正で新設しましたが、１０年

を経過した現在においても、県及び県内市町の行政手続条例において同様の規定は設けられていない

状況であり、実態に即し廃止するものであります。 

 議案第１３号は、田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の制定についてでありま

す。 

 本案は、既存の個人情報保護条例の一部改正によりマイナンバー制度に対応しておりましたが、定

義等で不整合な事態が生ずることもあり、番号法が特別法として別の法律で制定されたことを鑑み、
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本町でも特別条例として制定するものであります。 

 議案第１４号は、田布施町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定についてであります。 

 本案は、田布施町情報公開審査会と田布施町個人情報保護審査会は、ともに附属機関として平成

１３年４月１日から設置されていますが、別々の審査会として存在させておく必要性も低いため、両

審査会を統合した、田布施町情報公開・個人情報保護審査会を設置するものであります。 

 議案第１５号は、田布施町情報公開条例の一部改正についてであります。 

 主な改正点は、さきの議案第１４号で田布施町情報公開審査会と田布施町個人情報保護審査会を統

合した、田布施町情報公開・個人情報保護審査会を設置するため、条文中の田布施町情報公開審査会

に関する規定を削除するとともに、条例第１０条に規定しています非開示情報について、議案第

１３号の、田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例における非開示情報との整合をと

るための改正であります。 

 議案第１６号は、田布施町個人情報保護条例の一部改正についてであります。 

 本案は、議案第１３号の、田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の制定及び議案

第１４号の、田布施町情報公開・個人情報保護審査会の設置に伴う改正等を行うものであります。 

 議案第１７号は、田布施町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の一部改正についてであり

ます。 

 農業委員及び農地利用適正化推進委員の報酬については、制度改正により、平成２９年６月議会に

おいて条例の一部改正を行って平成３０年４月の施行を予定しておりましたが、新設された、農地利

用最適化交付金事業実施要綱に基づき、活動に応じた能率給を支給するため、先の一部改正条例を改

正するものであります。なお、この経費は全額国庫負担であります。 

 議案第１８号は、田布施町職員の給与に関する条例の一部改正についてであります。 

 本案は、平成２９年山口県人事委員会勧告に基づき山口県職員の扶養手当の改定に準じた措置を実

施するため、必要な事項を定めるものであります。 

 改正内容は、配偶者の扶養手当を１万３,０００円から６,５００円に、子の扶養手当を１人につき

７,１００円から１万円に改定するとともに、配偶者がない場合に扶養親族たる子、父母等のうち

１人について１万１,０００円としていた特例をなくすものであります。 

 本則は、平成３０年４月１日施行ですが、附則において、平成３１年３月３１日までの間は、特例

として、配偶者の扶養手当は１万円、子供の扶養手当は１人につき８,５００円にするものです。 

 ただし、配偶者及び扶養親族たる父母等がいない場合には子のうち１人については１万円、父母等

については、１人につき６,５００円のところ、配偶者がない場合はそのうち１人については、

９,０００円とするものであります。 

 議案第１９号は、田布施南地域防災センターの設置及び管理に関する条例の制定についてでありま

す。 

 本案は、今年３月末に完成し、４月に開設する地域防災センターを、田布施南地域防災センターの

名称とし、所要の管理条項を定めるものであります。 

 議案第２０号は、田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例の一部改正についてであります。 

 本案は、平成３０年１月３１日に、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準の一部を改正する内閣府令が公布されました。 

 これにより、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部が改

正され、条項ずれが生じるため、それに伴う条文の整理を行うものであります。 

 議案第２１号は、田布施町国民健康保険税条例の一部改正、また、議案第２２号は、田布施町国民

健康保険条例の一部改正についてであります。 

 これらの議案は、国民健康保険の都道府県化に伴う国民健康保険法施行令や地方税法の改正により、
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本町の条例改正を行なうものであります。 

 平成３０年度から国民健康保険が県と市町の共同運営となることに伴い、事務や国保運営協議会の

名称等について県と市町の表記を明確に区別する必要が生じるため、表記の整理等を行うものであり

ます。 

 議案第２３号は、田布施町介護保険条例の一部改正についてであります。 

 市町村は、３年を１期とする介護保険事業計画で３年間に必要となる介護給付費を見込み、所得段

階別に第１号被保険者の保険料を設定することとされています。 

 これまで第６期計画により平成２７年度から平成２９年度までの介護保険制度の運営を行って参り

ましたが、第７期となる平成３０年度から３２年度までの３カ年におきまして、本町の介護保険制度

が円滑に運営できるよう介護保険料を改定するものであります。 

 また、第６期では低所得者の保険料軽減措置が設けられておりましたが、平成３０年度以降におき

ましても国の予算措置が見込まれるため、国の基準に従い軽減措置を講じるものであります。 

 議案第２４号は、田布施町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例

の制定についてであります。 

 本案は、介護保険法の改正により居宅介護支援事業所の指定権限が都道府県から市町村に移管され

ることに伴い、これまで都道府県の条例で定めることとされていた同基準を、市町の条例で定めるこ

ととなりましたため、本条例を制定するものであります。 

 これまでの国が定めた基準省令及び県の条例で特に支障が生じておらず、本町としましても適切と

判断するため、国や県と同様の内容で基準を条例化するものであります。 

 原則的には国や県の基準と同様としますが、町の独自基準として、田布施町暴力団排除条例の趣旨

に基づき、暴力団の排除に関する規定を新たに設けるとともに、給付費の過誤や返還請求等に対応で

きるようにするため、金銭債権の時効は地方自治法により５年と規定されていることから、請求の根

拠となる資料等の記録の保存期間を２年から５年に延長することを規定するものであります。 

 議案第２５号は、田布施町後期高齢者医療に関する条例の一部改正についてであります。 

 従来、後期高齢者医療の被保険者は、制度加入時の住所地保険者に加入することとされておりまし

たが、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律に伴い、高

齢者の医療の確保に関する法律が改正されたことにより、国民健康保険で住所地特例の適用とされて

いる場合は、７５歳到達などにより後期高齢者制度に移行後も、住所地特例の適用を引き継ぐように

見直されたため、条例を改正するものであります。 

 議案第２６号は、田布施町営土地改良事業経費の賦課徴収に関する条例の一部改正についてであり

ます。 

 本案は、地方自治法の一部改正に伴い、賦課徴収に関する異議の申立てを審査請求できるように改

めるなどの条例改正であります。 

 議案第２７号は、田布施町公園設置条例の一部改正についてであります。 

 本条例では、占用についての規定はありませんでしたので、公園の占用について新たに規定を設け、

また、公園内における行為の禁止事項及び制限事項を明らかにするため、条例を改正するものであり

ます。 

 議案第２８号は、田布施町営住宅管理条例の一部改正についてであります。 

 入居者の決定については、現在、住宅困窮世帯への優遇措置を備えた公開抽選により決定しており

ます。 

 入居者選考委員会については、公開抽選によらず住宅困窮度合の高い者から入居を決定する際に、

応募者個々の住宅困窮度合を判定する機関でありますが、個々の住宅困窮理由は多岐にわたることか

ら、判定の基準を設けることは困難であるため、入居者選考委員会を廃止するとともに、条文の整備

を行うべく、条例を改定するものであります。 
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 議案第２９号は、田布施町文化財保護条例の一部改正についてであります。 

 本案は、文化財保護法の改正に伴い、条例で引用している条文整理を行い、教育委員会の諮問機関

として設置している田布施町文化財審議会、委員の身分が非常勤特別職員と判断されるため、これま

での委嘱から任命に改正するものであります。 

 以上、本日御提案申し上げました議案２９件について、その概要を御説明いたしましたが、詳細に

つきましては、御質問に応じ、私及び関係参与から説明をいたしますので、よろしく審議を賜り、議

決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

○議長（清神  清議員）  これで、提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。議案第１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 



- 65 - 

 

 議案第１３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第１９号、質疑はありませんか。林山議員。 

○議員（８番 林山 健二議員）  この田布施南防災センターは地元との関係はどうなっているの。今、

使用料やらなんやら書いてあったけども、地元からも使用料を取るの。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  要綱によって、地元の自治会については、免除という形でいきたい

というふうに考えております。 

○議長（清神  清議員）  ほかに。國本議員。 

○（５番 國本 悦郎議員）  第３条の２の防災センターは前項に定める事業ほか、規則で定める地域

の、というその、それになるのですか。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  そういうことになります。 

○議長（清神  清議員）  ほかにございませんか。松田議員。 

○議員（３番 松田規久夫議員）  せっかくいいものができるんで、見学とかっていうあたりは可能で

すか。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  可能でありますけど、いつというのをきめていただいたら、見学で

きるようにさせていただきたいと思います。自治会とも日にちの調整とかさせていただきたいと思い

ます。 

○議長（清神  清議員）  よろしいですか。ほかに。國本議員。 

○（５番 國本 悦郎議員）  第３畳の田布施南地域における防災対策及び避難所という解説がついて

いる。あの避難所のエリアはどういったことか。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  エリアについては防災計画では、その地域というのは指定はされま

せん。範囲については。この防災センターを防災計画に避難所ということで位置づけたいというふう

に考えております。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 
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○（５番 國本 悦郎議員）  ハザードマップが出ました。あれで、麻里府地区の第１避難所に入って

いると思うんです。公民館が、例えば高潮とか何とかそういった場合には使えないということになる

と、私が住んでいる中郷のほうからあそこまで行くというか、ちょっと開いてるなって、あそこがど

うなるんかなと思うんです。私らはもう第１避難所といったんです。ずっとあそこを回ってから、国

道通ってあそこまで行くようになるんですか。ちょっとようわからんです。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  麻里府地域につきましては、麻里府の保育園を、国については土砂

災害の計画区域の中に入っていますんで、麻里府の公民館ということになってくると思いますけど、

それについても津波の関係とかがございますので、南防災センターに第１避難所ということであちら

のほうに避難していただこうというふうには考えております。 

 そうですね。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○（５番 國本 悦郎議員）  麻里府地区のほうが、ないがしろにされているんじゃないかっちゅうて

から、そういった声聞くんですよ。ないがしろというか、第１避難所が公民館使えんのだったら、あ

そこへ行けと言うんだったら、中郷とか、上郷とか、そういったところはどうなるんじゃろうか。今

回総会やるから、そういう避難所の設置っちゅうか、それの要望出そうか、総会決議で出そうかとい

うような感じになってきているんですけど。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  中郷、上郷につきましては、下のほうにおりるというよりも、竹尾

のほう渡って、西田布施公民館のほうに避難してもらうという形が一番よいのではないかなというふ

うには考えています。 

○（５番 國本 悦郎議員）  麻里府地区のハザードマップというんで一応つくっているようですね。 

 第１避難所、第２避難所という、それで第２避難所は全部保護地区ですよね。それで今言われたと

おり、どうだと、あちらのほうへ行けって言ったら、それはちょっと、きちんと説明してもらわんと、

そのハザードマップを見たら、みんな麻郷の方へ行けっていうことになるんじゃないかと思うんです。 

○議長（清神  清議員）  亀田課長。 

○総務企画課長（亀田 典志君）  今、現実のところ、麻里府地域でも意見交換会でもお話しています

けど、やっぱり適切な避難所というのは、公共施設としてないと、その災害によって指定を今、麻里

府保育園を開けたりとかということで、対応しているというのが現状でございます。でも土砂災害の

関係になったらそこが使えないということになれば、今回整備した防災センターのほうに行ってもら

うしかないというふうに考えておる。その後について、将来的なことになるかもしれませんけど、麻

里府公民館についてもやはり考えていかなきゃいけないというふうに考えておりますので、公民館の

移転とか、そういったところで、またそういった避難所についてもまた考えていけばというふうには

思っていますけど、当面の間については、田布施南地域防災センターを活用していくしかないという

ふうには考えております。 

○議長（清神  清議員）  國本議員。 

○（８番 林山 健二議員）ちょっと。 

○（５番 國本 悦郎議員）立たんといけんの。すみません。 

○（５番 國本 悦郎議員）  麻里府地区のほうへ、その旨、ちょっとよく周知徹底してもらいたいと

思います。でないと、何か、いろんな不満の声を聞くんですよ。ないがしろにされているというふう

に。だから、きちんとこうなんだという将来的な見通しとか、そういった面も、よろしくお願いしま

す。 

○議長（清神  清議員）  東副町長。 

○副町長（東  浩二君）  了解いたしました。麻里府地区に自主防災組織ができますときに何回もい
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ろんな災害に対してどういうふうに対応するのかというのは、自主防災会の方とお話をして、津波が

当時大変心配されておりましたので、それぞれ高台に逃げて、避難していこうということと、先ほど

課長が申し上げましたように、避難先としては、西の公民館か麻郷小学校ということでお話をしてま

いりました。災害もたくさんございますので、台風が来るとかいうときに、あらかじめ事前に避難し

ていただくというのを第１次避難所ということにしておりますので、第１次避難所に避難していただ

くときには、基本的にはまだ災害が発生する前ということの時間的な余裕があるというのを前提にし

て、南地域の海岸沿い、周り含めて、考えていただいたらということで、お話をしてまいりましたの

で、いろいろこれで、何回か話をしてまいりましので、地元とは意思疎通はできていると思いますが、

そういうお声があるようでありましたら、また自治会長集会も５月にございますので、その場でお話

をしてまいりたいと思います。 

○議長（清神  清議員）  よろしいでしょうか。ほかにこの１９号に対してございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第２９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
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 ここでお諮りいたします。議案第１号から議案第５号までの５件については、予算審査特別委員会

を設置し、付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  異議なしと認めます。したがいまして、本件については、議長を除く

１２人の委員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決定をいたしました。 

 ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第７条第４項の

規定により、お手元に配付しておりますとおり、名簿のとおり指名したいと思います。御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  異議なしと認めます。したがって、予算審査特別委員会は、お手元に配付

しました名簿のとおり選任することに決定をいたしました。 

 ここで暫時休憩します。それでは、議員控室にて予算審査特別委員会を直ちに開催し、委員長、副

委員長の互選をお願いいたします。終わり次第、議事堂にお集まりください。暫時休憩いたします。 

午後４時３７分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後４時４３分再開 

○議長（清神  清議員）  では、休憩を取り消し、会議を再開いたします。 

 先ほど休憩中に予算審査特別委員会が開催されました。委員長に石田修一議員、副委員長に木本睦

博議員が選任されましたので、御報告いたします。 

 次に、議案第６号から議案第２９号までの２４件は、会議規則第３９条第１項の規定により、お手

元に配付の議案付託区分の表のとおり、所管の常任委員会に付託いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（清神  清議員）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。本日はこれで散会いたしま

す。 

（ベル） 

午後４時４４分散会 
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  会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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平成３０年 第１回（定例）田 布 施 町 議 会 会 議 録（第２日） 

平成３０年３月２２日（木曜日） 

 

議事日程（第２号） 

平成３０年３月２２日 午前９時００分開会 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議案第１号 

       平成３０年度田布施町一般会計予算議定について 

（委員長報告） 

日程第３  議案第２号 

       平成３０年度田布施町国民健康保険特別会計予算議定について 

（委員長報告） 

日程第４  議案第３号 

       平成３０年度田布施町下水道事業特別会計予算議定について 

（委員長報告） 

日程第５  議案第４号 

       平成３０年度田布施町介護保険特別会計予算議定について 

（委員長報告） 

日程第６  議案第５号 

平成３０年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定について 

（委員長報告） 

日程第７  議案第６号 

       平成２９年度田布施町一般会計補正予算（第６号）議定について 

（委員長報告） 

日程第８  議案第７号 

       平成２９年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

（委員長報告） 

日程第９  議案第８号 

       平成２９年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定について 

（委員長報告） 

日程第１０ 議案第９号 

       平成２９年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

（委員長報告） 

日程第１１ 議案第１０号 

       平成２９年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議定について 

（委員長報告） 

日程第１２ 議案第１１号 

       田布施町附属機関設置条例の制定について 

（委員長報告） 
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日程第１３ 議案第１２号 

       田布施町行政手続条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第１４ 議案第１３号 

       田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の制定について 

（委員長報告） 

日程第１５ 議案第１４号 

       田布施町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 

（委員長報告） 

日程第１６ 議案第１５号 

       田布施町情報公開条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第１７ 議案第１６号 

       田布施町個人情報保護条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第１８ 議案第１７号 

       田布施町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第１９ 議案第１８号 

       田布施町職員の給与に関する条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２０ 議案第１９号 

       田布施南地域防災センターの設置及び管理に関する条例の制定について 

（委員長報告） 

日程第２１ 議案第２０号 

       田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２２ 議案第２１号 

        田布施町国民健康保険税条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２３ 議案第２２号 

        田布施町国民健康保険条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２４ 議案第２３号 

        田布施町介護保険条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２５ 議案第２４号 

       田布施町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条

例の制定について 

（委員長報告） 

日程第２６ 議案第２５号 

        田布施町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

（委員長報告） 
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日程第２７ 議案第２６号 

        田布施町営土地改良事業経費の賦課徴収に関する条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２８ 議案第２７号 

         田布施町公園設置条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２９ 議案第２８号 

         田布施町営住宅管理条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第３０ 議案第２９号 

         田布施町文化財保護条例の一部改正について 

（委員長報告） 

 

 

本日の会議に付した事件 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議案第１号 

       平成３０年度田布施町一般会計予算議定について 

（委員長報告） 

日程第３  議案第２号 

       平成３０年度田布施町国民健康保険特別会計予算議定について 

（委員長報告） 

日程第４  議案第３号 

       平成３０年度田布施町下水道事業特別会計予算議定について 

（委員長報告） 

日程第５  議案第４号 

       平成３０年度田布施町介護保険特別会計予算議定について 

（委員長報告） 

日程第６  議案第５号 

平成３０年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定について 

（委員長報告） 

日程第７  議案第６号 

       平成２９年度田布施町一般会計補正予算（第６号）議定について 

（委員長報告） 

日程第８  議案第７号 

       平成２９年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

（委員長報告） 

日程第９  議案第８号 

       平成２９年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第３号）議定について 

（委員長報告） 

日程第１０ 議案第９号 

       平成２９年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第３号）議定について 

（委員長報告） 
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日程第１１ 議案第１０号 

       平成２９年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議定について 

（委員長報告） 

日程第１２ 議案第１１号 

       田布施町附属機関設置条例の制定について 

（委員長報告） 

 

日程第１３ 議案第１２号 

       田布施町行政手続条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第１４ 議案第１３号 

       田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の制定について 

（委員長報告） 

日程第１５ 議案第１４号 

       田布施町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 

（委員長報告） 

日程第１６ 議案第１５号 

       田布施町情報公開条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第１７ 議案第１６号 

       田布施町個人情報保護条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第１８ 議案第１７号 

       田布施町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第１９ 議案第１８号 

       田布施町職員の給与に関する条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２０ 議案第１９号 

       田布施南地域防災センターの設置及び管理に関する条例の制定について 

（委員長報告） 

日程第２１ 議案第２０号 

       田布施町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２２ 議案第２１号 

        田布施町国民健康保険税条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２３ 議案第２２号 

        田布施町国民健康保険条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２４ 議案第２３号 

        田布施町介護保険条例の一部改正について 

（委員長報告） 
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日程第２５ 議案第２４号 

       田布施町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条

例の制定について 

（委員長報告） 

日程第２６ 議案第２５号 

        田布施町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２７ 議案第２６号 

        田布施町営土地改良事業経費の賦課徴収に関する条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２８ 議案第２７号 

         田布施町公園設置条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第２９ 議案第２８号 

         田布施町営住宅管理条例の一部改正について 

（委員長報告） 

日程第３０ 議案第２９号 

         田布施町文化財保護条例の一部改正について 

（委員長報告） 

 

 

 

出席議員（１１人） 

１番 畠中  孝議員  ３番 松田規久夫議員 

４番 西本 篤史議員  ５番 國本 悦郎議員 

７番 瀨石 公夫議員  ８番 林山 健二議員 

９番 河内 賀寿議員  １０番 石田 修一議員 

１１番 木本 睦博議員  １２番 竹谷 和彦議員 

１３番 清神  清議員    

 

 

 欠席議員（２名） 

２番 國安 和夫議員  ６番 谷村 善彦議員 

 

 

欠  員（なし） 

 

 

事務局出席職員職氏名 

 

事務局長 坂本 哲夫君  書記 木村 朋子君 
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説明のため出席した者の職氏名 

 

町  長 長信 正治君 副 町 長 東  浩二君 

教 育 長 尾﨑 龍彦君 総務企画課長    亀田 典志君 

税務課長 堀川  誠君   経済課長        向山 智章君 

建設課長 鳥上 清史君     建設課主幹       田中 和彦君  

建設課技幹兼係長 吉藤 功治君   町民福祉課長 川添 俊樹君 

健康保険課長 吉村 明夫君    会計室長 惠元 朗夫君  

学校教育課長 本城 嘉也君   社会教育課長       中田 正美君 

     

 

午前 ９時００分開議 

（ベル） 

○議長（清神  清議員）  これから、本日の会議を開きます。 

 あらかじめ、お知らせいたします。谷村議員及び國安議員から、欠席届が出されております。本日

の会議は欠席でございます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりでございます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（清神  清議員）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規

則第１２０条の規定により木本睦博議員、竹谷和彦議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第１号 

日程第３．議案第２号 

日程第４．議案第３号 

日程第５．議案第４号 

日程第６．議案第５号 

○議長（清神  清議員）  日程第２、議案第１号平成３０年度田布施町一般会計予算議定についてか

ら日程第６、議案第５号平成３０年度田布施町後期高齢者医療特別予算議定についてまで、５件を一

括議題といたします。 

 まず、委員会の審査の経過及び結果の報告を求めます。石田予算審査特別委員長。 

○予算審査特別委員長（石田 修一議員）  おはようございます。予算審査特別委員会の報告を、申し

上げます。 

 去る３月８日の本会議において、当委員会に付託されました議案第１号から議案第５号までの、議

案５件について５月、もとい、３月１２日に審査を行いましたので、その経過と結果について、御報

告申し上げます。 

 議案については、執行部に説明を求め、質疑・採決の結果、お手元に配布の審査報告書のとおり、

議案第１号平成３０年度田布施町一般会計予算議定については、賛成多数で、原案のとおり可決すべ

きものと決定いたしました。また、特別会計にかかわる議案４件については、議案第２、第３号及び

第５号については全会一致で、また第４号については賛成多数で、原案のとおり可決すべきものと決
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定いたしました。 

 以上を持ちまして、本委員会の報告といたします。 

○議長（清神  清議員）  これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１号平成３０年度田布施町一般会計予算議定についてを採決します。本件に対する

委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立多数です。したがいまして、議案第１号は、委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に議案第２号平成３０年度田布施町国民健康保険特別会計の予算議定についてを採決します。本

件に対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第２号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に議案第３号平成３０年度田布施町下水道事業特別会計予算議定についてを採決します。本件に

対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第３号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に議案第４号平成３０年度田布施町介護保険特別会計予算議定についてを採決します。本件に対

する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立多数です。したがいまして、議案第４号は委員長の報告のとおり、可

決されました。 

 次に議案第５号平成３０年度田布施町後期高齢者医療特別会計予算議定についてを採決します。本

件に対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって議案第５号は、委員長の報告のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第６号 

日程第８．議案第７号 

日程第９．議案第８号 

日程第１０．議案第９号 

日程第１１．議案第１０号 

日程第１２．議案第１１号 

日程第１３．議案第１２号 

日程第１４．議案第１３号 
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日程第１５．議案第１４号 

日程第１６．議案第１５号 

日程第１７．議案第１６号 

日程第１８．議案第１７号 

日程第１９．議案第１８号 

日程第２０．議案第１９号 

日程第２１．議案第２０号 

日程第２２．議案第２１号 

日程第２３．議案第２２号 

日程第２４．議案第２３号 

日程第２５．議案第２４号 

日程第２６．議案第２５号 

日程第２７．議案第２６号 

日程第２８．議案第２７号 

日程第２９．議案第２８号 

日程第３０．議案第２９号 

○議長（清神  清議員）  日程第７、議案第６号平成２９年度田布施町一般会計補正予算（第６号）

議定についてから、日程３０、議案第２９号田布施町文化財保護条例の一部改正についてまで、

２４件を一括議題とします。 

 まず、委員会の報告の経過及び結果の報告を求めます。なお総務文教委員長は、石田委員長が当日

欠席であったため、松田副委員長に報告していただきます。松田総務文教副委員長。 

○総務文教副委員長（松田規久夫議員）  総務文教委員会の報告を申し上げます。 

 去る３月８日の本会議において、当委員会に付託されました議案第６号議案第１１号から第１９号

及び議案第２９号の議案１１件について、３月１６日に審査を行いましたので、その経過と結果につ

いて御報告申し上げます。 

 議案について、執行部に説明を求め、質疑・採決の結果、お手元に配布の審査報告書のとおり、全

会一致で原案のとおり、可決すべきものと決定いたしました。 

 以上をもちまして、本委員会の報告といたします。 

○議長（清神  清議員）  次に、木本経済厚生委員長。 

○経済厚生委員長（木本 睦博議員）  経済厚生委員会の報告を、申し上げます。 

 去る３月８日の本会議において、当委員会に付託されました議案第７号から議案第１０号及び議案

第２０号から議案第２８号の議案１３件について、３月１４日に審査を行いましたので、その経過と

結果について報告申し上げます。 

 議案１３件について、執行部に説明を求め、質疑・採決の結果、お手元に配布の審査報告書のとお

り、議案第７号から議案第１０号、議案第２０号から議案第２２号及び２４号から２８号は全会一致

で、また議案第２３号は賛成多数で、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上をもちまして、本委員会の報告といたします。 

○議長（清神  清議員）  これから、総務文教副委員長及び経済厚生委員長の報告に対する質疑を行

います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから、討論行います。討論ありませんか。國本議員。 

○議員（５番 國本 悦郎議員）  議案第１１号田布施町附属機関設置条例に対して、反対意見を述べ

ます。 
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 附属機関の多くがその場限りではなく、田布施町の１０年先、２０年先を見通して委員を構成する

必要があると思っております。今までのように、町内にあるいろんな組織からつまんで委員を構成す

るのではなく、広く町民の声を反映させるために、老若男女を問わず、公募で募る必要があるという

のが私の持論です。 

 これまでに、各種附属機関が設置され、審議されてきましたが、天の半分は支えているといわれて

いる女性の委員に占める割合はどうでしょうか。４０歳以下の若い人の委員に占める割合はどうでし

ょうか。毎回、どの附属機関においても同じメンバーが何年もそこに居座り続け、幾つかの機関をか

け持っているというのが現状ではないでしょうか。 

 先日の経済厚生委員会で、審議会と附属機関の公募について、他の自治体の要綱から引用し、公募

により選任された議員が含まれることを原則とすること、委員の選任には幅広い人選が必要で、女性

を登用すること、公募の努力義務があること、さらには委員数の２割以上を公募制の対象にすること、

選考方法は書類選考だけでなく、恣意的にならないために抽選を採用すること、同一人の在任期間や、

選任できる機関数を定めること、原則として町職員以外のもので構成すること、などなど質問あるい

は要望をしてまいりました。 

 今回設置されるという町長及び教育委員会の附属機関の委員構成を見ますと、委員に公募を募ると

いう機関は一つもありません。他の自治体では原則として、町職員を入れないようにしていますが、

どうしても必要なのか、２つの機関で入っております。 

 今回、附属機関は条例で設置すべきという判例に基づいて、条例化しようという意図はわかるにし

ても、議会の承諾を得ないでも作成できる要綱で、公募について記されることが、曖昧模糊としてい

る段階では納得できません。 

 以上で、私の反対意見を終わります。 

○議長（清神  清議員）  ほかに討論はございませんか。賛成討論、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第６号平成２９年度田布施町一般会計補正予算（第６号）について採決します。本件

に対する副委員長の報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  賛成全員です。起立全員です。したがいまして、議案第６号は、副委員長

の報告のとおり可決されました。 

 次に議案第７号平成２９年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の議定についてを

採決します。本件に対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって議案第７号は、委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に議案第８号平成２９年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（３号）議定についてを採決し

ます。本件に対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は

起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第８号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に議案第９号平成２９年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第３号）議定についてを採決し

ます。本件に対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は
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起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第９号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に議案第１０号平成２９年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）議定について

を採決します。本件に対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛

成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第１０号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に議案第１１号田布施町附属機関設置条例の制定についてを採決します。本件に対する副委員長

の報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立多数です。したがいまして、議案第１１号は副委員長の報告のとおり

可決されました。 

 次に議案１２号田布施町行政手続条例の一部改正についてを採決します。本件に対する副委員長の

報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第１２号は副委員長の報告のとおり可決

されました。 

 次に議案第１３号田布施町個人番号及び特定個人情報の保護に関する条例の制定についてを採決し

ます。本件に対する副委員長の報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第１３号は副委員長の報告のとおり可決

されました。 

 次に議案第１４号田布施町情報公開個人情報保護審査会条例の制定についてを採決します。本件に

対する副委員長の報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は、起立願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第１４号は副委員長の報告のとおり可決

されました。 

 次に議案第１５号田布施町情報公開条例の一部改正についてを採決します。本件に対する副委員長

の報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第１５号は副委員長の報告のとおり可決

されました。 

 次に議案第１６号田布施町個人情報保護条例の一部改正についてを採決します。本件に対する副委

員長の報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第１６号は副委員長の報告のとおり可決

されました。 

 次に議案１７号田布施町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例の一部改正についてを採決し

ます。本件に対する副委員長の報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の
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方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第１７号は副委員長の報告のとおり可決

されました。 

 次に議案第１８号田布施町職員の給与に関する条例の一部改正についてを採決します。本件に対す

る副委員長の報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって議案第１８号は、副委員長の報告のとおり可決

されました。 

 次に議案第１９号田布施南地域防災センターの設置及び管理に関する条例の制定についてを採決し

ます。本件に対する副委員長の報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第１９号は副委員長の報告のとおり可決

されました。 

 次に議案第２０号田布施町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の一部改正についてを採決します。本件に対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のと

おり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第２０号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に議案第２１号田布施町国民健康保険税条例の一部改正についてを採決します。本件に対する委

員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第２１号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に議案第２２号田布施町国民健康保険条例の一部改正についてを採決します。本件に対する委員

長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第２２号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に議案第２３号田布施町介護保険条例の一部改正についてを採決します。本件に対する委員長の

報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立多数です。したがって、議案第２３号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に議案第２４号田布施町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例

の制定についてを採決します。本件に対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決

定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって議案第２４号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に議案第２５号田布施町後期高齢者医療に関する条例の一部改正についてを採決します。本件に

対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第２５号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に議案第２６号田布施町営土地改良事業経費の賦課徴収に関する条例の一部改正についてを採決

します。本件に対する委員長の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方

は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第２６号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に議案第２７号田布施町公園設置条例の一部改正についてを採決します。本件に対する委員長の

報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第２７号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に議案第２８号田布施町営住宅管理条例の一部改正についてを採決します。本件に対する委員長

の報告は、可決です。委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第２８号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に議案第２９号田布施町文化財保護条例の一部改正についてを採決します。本件に対する副委員

長の報告は、可決です。副委員長の報告のとおり、決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（清神  清議員）  起立全員です。したがって、議案第２９号は副委員長の報告のとおり可決

されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．閉会中の継続調査（特定事件）について 

○議長（清神  清議員）  次に日程第３１、閉会中の継続審査（特定事件）についてを議題といたし

ます。 

 総務文教副委員長及び議会広報広聴調査委員長より、会議規則第７５条の規定によって、お手元に

配布しました申請書のとおり、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査の申し出があります。 

 お諮りします。総務文教副委員長及び議会広報広聴調査委員長からの申し出のとおり、閉会中の継

続審査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（清神  清議員）  異議なしと認めます。したがって、総務文教副委員長及び議会広報広聴調

査委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（清神  清議員）  これで本日の日程は、全部終了いたしました。 

 以上で、会議を閉じます。平成３０年、第１回田布施町議会定例会を閉会します。 

（ベル） 

午前 ９時３０分閉会 
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